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　〈学長メッセージ〉

　　　　　“健やかであるとは”

青森県立保健大学　　　　　　　

学長　上　泉　和　子　

　みなさん、ご入学おめでとうございます。在学生、教職員一同、心から歓迎いたします。

　さて、本学健康科学部では、平成30年度から新カリキュラム“青い森のカリキュラム”

がスタートします。

　新カリキュラムのキーワードは、“健やか力（ヘルスリテラシー :Health Literacy）”です。

“健やか力（ヘルスリテラシー）”とは、「健康になる力」、「健康でいる力」を意味します。

新カリキュラムでは、これらを学ぶ科目を充実し、“健やか力（ヘルスリテラシー）”の向

上をサポートできる人材の育成を目標にかかげ、取り組んでいきます。

　“健”という漢字に注目してみると、“健”は人と建から成り立っていますが、建は手で

筆を立てることをさし、のびやかに立つさま、あるいは自らが立ち上がるという意味があ

るそうです。しっかりと立つ、すなわち倒れない、転じて心身が丈夫なことを表すように

なったそうです。また、人を建てると書くことから人としてしっかりしている、人をしっ

かりとさせる（人をたてる）という意味合いを持つと説明されています。健やかであるこ

ととは、自分がしっかりとしているだけではなく、しっかりしているからこそ、人を建て

る行動ができることを意味しているのではないでしょうか。まさに、ヒューマンケアに通

ずる“健”です。

　本学に入学したみなさん自身がヘルスリテラシーを身につけ、そして、人々の“健やか

力（ヘルスリテラシー）”向上をサポートする役割を担っていってほしいと思っています。

　本学は今年、開学から20年目になります。20周年のメインテーマは、「健康とともに20

年　－未来につなぐ地域の健康－」です。これを一つの節目とし、今後ともより一層、地

域の健康と福祉の未来をリードする大学として邁進してまいります。どうぞ皆さんの力を

貸してください。
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Ⅰ　大学・学部の理念・目的

理念・目的等
⑴　理念（Philosophy）
　公立大学法人青森県立保健大学は、人々の健康と生活の質の向上を掲げ、「いのち」
を育
はぐく

んできた創造性と四季豊かな自然に恵まれた地域特性を生かした教育研究活動を　
進め、ヒューマンケアを実践できる人間性豊かな人材を育成するとともに、青森県立保　
健大学を地域に開かれた大学として地域社会、ひいては国際社会の発展に寄与する。

⑵　目的
　理念に基づき学則第1条に『高度の専門職知識と技術を備え、保健医療福祉の連携、　
協力に向けて、社会の幅広い領域で中核的な役割を果たすことのできる優れた人材を育　
成し、もって地域の人々の健康及び福祉の向上に寄与すること』と規定している。

⑶　使命（Mission）
　①　人間性豊かな人材の育成

　生命に対する深い畏敬の念と倫理観、人間を総合的に把握し理解できる幅広い教養　　
を身に付けた人材を育成します。

　②　保健、医療及び福祉の発展に寄与できる人材の育成
　保健、医療及び福祉の連携・協力に向けて能力を発揮し、中核的な役割を果たせる　　
人材を育成します。

　③　地域特性へ対応できる人材の育成
　気候、風土、生活習慣など、青森県の特性を考慮しながら問題解決へのアプローチ　　
ができる人材を育成します。

　④　グローバルな視野をもって活躍できる人材の育成
　外国語等のコミュニケーション手段を用い、グローバルな視野をもって活躍できる　　
人材を育成します。

　⑤　地域社会への貢献
　生涯学習の中核施設としての機能とともに、大学の施設を広く県民に開放するなど、　　
開かれた大学をめざします。

⑷　各学科の教育目標
　①　看護学科
ア　看護の対象を総合的に理解し、あらゆる健康レベルに応じ科学的知識に基づいた援　　
助を実践できる能力を高める。

イ　医療の高度化・専門化・多様化に対応できる看護の知識を習得し、それを実践に生　　
かす能力を高める。
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ウ　他の保健医療福祉関係職等と連携・協力し、県民のライフスタイルに応じた課題及　
びニーズに主体的に取り組むための問題解決能力を高める。

エ　社会の変化、看護の進展に対応して積極的に実践・研究し、将来看護の分野におい　
て指導的役割を担える基礎を養う。

　②　理学療法学科
ア　理学療法の対象者を、疾病や障害の有無を問わず人生の質的側面（Quality of Life）　
も含め、人間として総合的に理解でき、社会奉仕の精神と科学的な探究心を持ちなが　
ら、健康の維持増進、疾病の治療、障害の発生予防などに寄与できる能力を高める。

イ　県民の健康面の特性や課題、地域社会のニーズ等を的確に把握し、他の保健医療福　
祉関係職などと連携・協力しながら、理学療法士として主体的に取り組むための問題　
解決能力を高める。

ウ　従来の疾病治療にとどまらず、保健医療福祉を視座として、人間の健康と障害に対　
する理学療法学を実践研究し、将来理学療法の分野において指導的役割を担える基礎　
を養う。

　③　社会福祉学科
ア　地域社会の特性や課題、地域住民のニーズなどを的確に把握し、保健・医療の関係　
機関や他の専門スタッフと連携・協力のもと、地域住民の抱える生活課題に主体的に　
取り組み、援助できる福祉実践能力を高める。

イ　実践科学としての社会福祉の構造と機能を十分に理解し、人間と社会生活について　
科学的専門知識を修得し、社会福祉援助実践ができる能力を高める。

ウ　社会福祉の発展に寄与できるよう、生活援助に関する制度や政策の分析、援助をめ　
ぐる方法及び活用を主体的な思考や判断に基づき実践できる能力を高める。

エ　社会福祉援助実践方法の専門的知識と訓練を通して、基本的人権を尊重しながら、　
地域住民の生活課題を解決できる能力を高める。

　④　栄養学科
ア　生命を維持する食べるという行為とその栄養補給が、健康の維持、増進、疾病の予　
防・回復・再発防止、及び介護の上で、どのように関与しているかを学ぶ。

イ　遺伝、生物としての個人や集団に対して健康状態、栄養状態を総合的に評価、判定　
できる能力を育て、また保健医療福祉の分野において包括的なケアマネジメントを行　
える能力を育てる。

ウ　食生活の改善、栄養教育、栄養補給等、栄養状態を改善するために必要な知識・技　
術・態度を学び、その実践能力と評価能力を培う。

エ　高度職業人としての管理栄養士をみつめ、価値観を知り、自らキャリアデザインの　
描ける人材を育成する。
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Ⅱ　ポリシーとカリキュラム

１　ポリシー

　⑴　ディプロマ・ポリシー
　青森県立保健大学健康科学部は、看護学・理学療法学・社会福祉学・栄養学を教授し、
学位（学士）を与える大学です。本学は４学問分野がともに人々の健康の保持・増進を
目指した科学であり、人間へのケア（ヒューマンケア）を通して、人々の健康的な生活
に寄与できることを目標としています。これらの学問の探求や実践を通し、健康な地域
社会を創造することが本学の理念です。
　この理念を達成するために、本学学生が卒業時点で身につけておくべき能力を４つ挙
げました。この４つの力を育成するために構築したカリキュラムのもとで学び、所定の
単位を取得した者について、本学は卒業を認定します。

１．自らを高める力
　―豊かな教養をもとに、適切な表現力をもって自ら学ぶことのできる力―　

健康科学部（全学科共通）

・物事に対する深い理解力とグローバルな視野を持つために幅広い教養を身につけ、豊かな人間性をもとに多
様な考え方を受け入れることのできる能力を有する。
・自律して学習を組み立て、適切に探求でき、これを自己の成長につなげることができる能力を有する。
・こころを開いて相手に接し、相手を理解し、自らの考えや気持ちを適切に表現し相手に伝えることができる。

２．専門的知識に根差した実践力
　―高度な専門的知識と技術、倫理的態度を獲得し、これを踏まえて実践できる力―　

健康科学部（全学科共通）

・ヒューマンケアを行うために、ケアの対象とその生活について個人から地球レベルまでの理解を深め、ケア
の目的である対象の健康を維持・回復できるよう、各々が志向する学問分野で力を発揮できる知識を持つ。
・実際に人々や地域と関わり、情報を収集・分析し、有効なコミュニケーションで、相手に沿ったケア実践や
教育ができる。
・ケアの対象を支えるために必要な人権や職業的倫理に関する知識を持ち、態度として体現・実践できる。

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科

・看護の対象となる人と
その生活を理解し、あ
らゆる健康レベルに応
じた看護に必要な専門
的知識・技術を習得す
る。
・看護の対象となる人々
や地域と実際に関わ
り、有効なコミュニ
ケーション力を活用し
て情報を収集・分析し、
対象に応じた看護の実
践や教育ができる。
・看護の対象を支えるた
めに必要な人権や職業
的倫理に関する知識を
持ち、態度として体現・
実践できる。

・個人とその生活環境に
配慮するため、こころ
とからだの健康状態、
心身機能、活動性、社
会参加の状況を多側面
から把握し、地域や対
象者のニーズに応える
ことができるための専
門的知識を有する。

・対人関係形成のための
コミュニケーション能
力を有し、理学療法の
専門家としてケアを実
践できる能力を持つ。

・生命に対する深い畏敬
の念と倫理観を持ち、
理学療法の理念を基盤
として、対象者に親身
に寄り添い、専門性を
科学的根拠として行動
できる。

・個人と社会について専
門的知識を習得し、理
論と実践から成る社会
福祉の構造と機能をそ
の理念とともに理解す
る。地域社会の特性や
課題を理解し、人々や
地域のニーズを的確に
把握できる。

・生活支援に関する制度
や政策を分析するこ
と、ならびに援助技術
や適用を主体的に判断
できる能力を持つ。

・人間の尊厳に対する理
解と人権を尊重・擁護
する倫理観を持ち、対
象者の自己決定を尊重
した支援を実践でき
る。

・栄養が、生命の維持、
健康の保持・増進、疾
病予防・回復・再発防
止および介護の上で、
どのように関与してい
るかを理解する。
・食生活の改善、栄養教
育、栄養補給等、栄養
状態を改善するために
必要な知識・技術・態
度を学び、実践する能
力と評価能力を持つ。
・人の尊厳と職業倫理を
理解し、管理栄養士と
して、対象者に寄り
添った実践ができる。
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３．創造力
　―獲得した知識や技術を発展的に活用できる能力―

健康科学部（全学科共通）

・収集した情報を分析し、解決方法を実践し、その結果を評価、フィードバックする、問題解決の過程を進め
ることができる。
・物事を論理的に考え、根拠をもとに多様な観点から吟味し、自らの思考についても批判的に考えることので
きる思考力（クリティカルシンキング）を持つ。
・科学の概念や手法についての知識をもち、健康の保持・増進に関する情報を適切に獲得、理解、評価するこ
とができる。

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科

・看護過程の展開を基礎
として、看護の対象と
なる人の健康課題の解
決に取り組むことがで
きる。
・看護の現象を自ら探求
し、柔軟な発想で論理
的に考え、判断する力
をもつ。
・自らのヘルスリテラ
シーを活用し、対象の
ヘルスリテラシーを高
めることに寄与でき
る。

・理学療法の専門性を科
学的根拠として、収集
した情報を統合して解
釈する臨床判断能力を
持ち、問題解決を図り、
自ら立案した方針に基
づいた実践ができる。

・幅広い文化・教養に関
心を持ち、論理的思考
力、判断力、人間性に
裏打ちされた創造力を
有し、新たな理学療法
の展開に寄与できる。

・健康科学に有益な新た
な理学療法について情
報発信できるととも
に、自己の成長を追求
することができる。

・対象者の生活の質の向
上に向けて、ソーシャ
ルワーク実践の専門的
知識と技術を応用す
る。

・多様な福祉課題に対応
できる論理的思考と問
題解決能力を持ち、地
域社会で生じる新たな
福祉ニーズを自ら発見
し、政策について考察
できる。　

・社会福祉学に寄与する
知見を発信し、ソー
シャルワークの発展に
貢献できる。

・人間の健康の保持・増
進、疾病の発症予防・
重症化予防、および
生活の質 (Quality of 
Life; QOL) の向上を目
指して、望ましい栄養
状態・食生活の実現に
向けての支援と活動を
実現するため、栄養学・
健康科学に関連する諸
科学を踏まえた問題解
決能力（情報収集力、
分析力、提案力）、実
践能力を駆使し、これ
らを発展的に社会に還
元させる能力を持つ。

４．統合的実践力
　―繋がりあうことでより大きな力を発揮できる実践力―　

健康科学部（全学科共通）

・保健、医療及び福祉の多職種や多機関が連携・協調するために必要なコミュニケ―ション能力、メンバー・リー
ダーシップを持ち、健康的な地域の創造に向け、対象を中心としたチームアプローチができる実践力を持つ。

「２．専門的知識に根差した実践力」及び「３．創造力」については、学科による特殊性が大きいので、区別して
表しています。
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　⑵　カリキュラム・ポリシー

Ⅰ．本学のカリキュラム構成
　本学のカリキュラムは、「人間総合科学科目」、「専門科目」、「健康科学部共通科目」
で構成し、これらをもってディプロマ・ポリシーに掲げた４つの力（自らを高める力、
専門的知識に根差した実践力、創造力、統合的実践力）を育成します。
〇「人間総合科学科目」には、５つの科目群を置き、自らを高める力を育成し、専
門科目で学ぶ基盤を作ります。
〇「専門科目」は、修得の順序性を重視し、「専門支持科目群」、「基幹科目群」、「展
開科目群」から構成します。「専門支持科目群」と「基幹科目群」では主に専門
的知識に根差した実践力を、「展開科目群」では主に創造力を育成します。
〇「健康科学部共通科目」は、これからの保健、医療及び福祉を担う人材に共通し
て必要な能力を育成する科目であり、創造力及び統合的実践力を育成します。

　また、多様な入学者が円滑に本学で学べるように、「補強学習科目群」を置き、高
校までの修得状況に応じて、入学者が自ら選択して学び、学習の基盤づくりができる
ようにします（修得単位には含めません）。

　　Ⅱ．４つの力を育成するカリキュラム・ポリシー

１．自らを高める力
　―豊かな教養をもとに、適切な表現力をもって自ら学ぶことのできる力―　

健康科学部（全学科共通）

〇教養を身につけるための教育
　ヒューマンケアを実践できる人材として必要な教養を身につけるために「人間総合科学科目」に、「人間と
存在」、「科学と論理」、「人間と芸術」、「現代社会と生活」科目群を置き、自ら選択して学ぶことで、人間やそ
の生活への理解を深める基盤を作ります。
〇主体的学習力を身につけるための教育
　生涯にわたって活用できる自己学習力を育成するために、人間総合科学科目で、基礎的なラーニングスキル
を習得させます。これを活用して「専門科目」を学ぶことで、自ら学習をし続けることのできる力と態度を育
みます。
〇表現力を身につけるための教育
　「言語とコミュニケーション」科目群においては、コミュニケーションの基礎を学び、ネイティブスピーカー
による英語の少人数授業や、文化と語学を合わせて学ぶことができる科目などから、グローバルな視野を育み、
心の障壁を取り除き、心を開いて多様な人々と接することができる力を養います。

２．専門的知識に根差した実践力
―高度な専門的知識と技術、倫理的態度を獲得し、これを踏まえて実践できる力―　

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科

〇学習の順序性
　１年次から看護学への
関心を高めるため、専門
支持科目群、基幹科目群、
展開科目群と、段階的に
科目を配置し、系統的に
看護学を教授します。

〇学習の順序性
　理学療法の多様なニー
ズに応えるために、新た
な展開として、基礎およ
び臨床理学療法の専門分
化する知識と技術を習得
するための順序性のある
系統的な講義・実習・演
習を教授します。

〇学習の順序性
　専門支持科目群、基幹
科目群、展開科目群と、
段階的に科目を配置し、
系統的に社会福祉学を教
授します。

〇学習の順序性
　管理栄養士として必要
な知識・技術を、系統的・
段階的に高いレベルで教
授します。
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〇アクティブラーニング
を主体とした教育方法
　効果的な知識・技術の
習得のために、アクティ
ブラーニング（シミュ
レーション、少人数のグ
ループディスカッショ
ン、高忠実度シミュレー
タ、模擬患者、臨地実習
等）を主体とした教育方
法を用います。

〇専門的知識・実践力を
身につけるための教育
　「専門支持科目群」で
は、看護の基盤となる人
体の構造・機能、疾病及
びその治療方法、「基幹
科目群」では様々な対象
に合わせた援助の知識と
方法、「展開科目群」では、
専門的・応用的な援助方
法を教授します。
　実践力を身につけるた
めに、基礎的な援助方
法を身につけさせた後、
様々な健康レベル、成
長・発達、地域や在宅等
の看護の場に即した看護
の実践について、それぞ
れに援助論と実習を配し
て教授します。更に、広
い視野から看護を展望す
るための科目を配してい
ます。

〇倫理観を身につけるた
めの教育
　看護に必要な対象の人
権を守る視点、実践者と
しての倫理観を育むため
に、講義と演習で学習さ
せ、臨地実習での学びと
振り返りを通して倫理観
を体験的に学習させま
す。

〇キャリア形成支援教育
　看護職としてのキャリ
アのあり方も視野にい
れ、包括的な視点で看護
を捉えることができる基
礎的能力を育成します。

〇アクティブラーニング
を主体とした教育方法

　理学療法の知識と技術
を身につけさせるため
に、アクティブラーニン
グ（少人数での演習、模
擬患者、シミュレーショ
ン教育、臨床実習等）を
主体とした教育方法をと
ります。

〇専門的知識・実践力を
身につけるための教育

　実践力を身につけるた
め、障害の種類やレベル、
成長・発達・加齢、地域
等の実践の場に即した理
学療法の実践を可能とす
るための講義及び実習科
目を配置します。
　対象者へのラポールと
オリエンテーション（人
間関係形成能力）及び、
情報収集、観察、検査・
測定、記録、統合と解釈
（情報活用能力）並びに、
問題点抽出・目標設定（将
来設計能力）、治療計画
立案（意思決定能力）及
び、対象者の状態に応じ
た治療方針の修正（課題
対応能力）をする力を育
成します。さらに、教育
成果としての臨床実習教
育の目標到達度を、人材
養成教育の総合的な評価
尺度として効果判定しま
す。

〇倫理観を身につけるた
めの教育

　知識・技術のみならず、
コミュニケーション能力
および人間関係形成能力
に基づいた倫理観の育成
を重視し、効果的な臨床
実習とするために実習施
設と大学との関係を強化
し、連携して教授します。

〇キャリア形成支援教育
　学内学習での基礎的能
力と学外学習での汎用的
能力の両面から、計画実
行能力と課題対応能力を
身につけた人材育成を目
途とするキャリア教育を
行います。

〇アクティブラーニング
を主体とした教育方法

　社会福祉の知識と技術
を身につけさせるため
に、アクティブラーニン
グ（少人数での演習、グ
ループディスカッショ
ン、臨地実習等）を主体
とした教育方法としま
す。

〇専門的知識・実践力を
身につけるための教育

　「専門支持科目」では、
社会福祉学の基盤となる
知識・技術およびこれら
の関連科目について教授
します。「基幹科目」では、
多様なソーシャルワーク
領域における知識・技術・
価値を教授します。「展
開科目」では、より専門
的な知識やより高度で応
用的なソーシャルワーク
実践を教授します。
　個人や家族（ミクロ）、
地域（メゾ）、社会全体
（マクロ）の視点（レベ
ル）から社会福祉の対象
へのアプローチを教授し
ます。

〇倫理観を身につけるた
めの教育

　「専門支持科目」、「基
幹科目」および「展開科
目」において、権利擁護
の概念を段階的に理解さ
せ、より高度な倫理的判
断能力を培います。

〇キャリア形成支援教育
　社会福祉を学んだ者が
活躍する現場は多岐に渡
るため、臨地実習やキャ
リア支援教育から、自身
のキャリア形成のビジョ
ン作りを支援します。

〇アクティブラーニング
を主体とした教育方法
　効果的な知識・技術の
習得のために、アクティ
ブラーニング（実験、少
人数での演習、グループ
ディスカッション、模擬
事例、シミュレーション
教育、臨地実習等）を主
体とした教育方法としま
す。

〇専門的知識・実践力を
身につけるための教育
　管理栄養士として基礎
となる知識は、専門基礎
分野（専門支持科目群）
の講義で養い、これらを
実験・実習によって定着
させます。
　　管理栄養士の高度で
専門的な知識と技術は、
専門分野（基幹科目群）
の講義で養い、これらを
実験・実習・臨地実習に
よって柔軟に応用へと展
開できる力を身につけさ
せます。

〇倫理観を身につけるた
めの教育
対象者を尊重する態度や
管理栄養士の職業倫理へ
の理解を深めるために、
専門分野の関連科目にお
いてその内容を習得させ
ます。

〇キャリア形成支援教育
　管理栄養士の活躍する
現場は多岐に渡るため、
様々な職域における実践
現場で臨地実習を行うこ
とで、自身のキャリア形
成のビジョン作りを支援
します。
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３．創造力
　―獲得した知識や技術を発展的に活用できる能力―

健康科学部（全学科共通）

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科

〇問題解決能力を高める
教育
　情報収集力・情報分析
力・問題解決力を高める
ことを目指した科目を設
定し、対象の健康課題の
解決に取り組むための看
護過程の展開について、
講義・演習・実習を通し
て段階的に繰り返し学習
させます。

〇クリティカルシンキン
グを高めるための教育
　講義、実習や演習のカ
ンファレンス、成果の発
表やその評価を通し、４
年間を通じて論理的批判
的能力を育成します。特
に研究については、看護
研究方法論の講義及び卒
業研究で、現象に対する
批判的思考を磨き、看護
に関連した課題を見つけ
られるよう、少人数ゼミ
形式で学習させます。

〇健康科学リテラシーを
身につけるための教育
　健康科学リテラシーを
身につけるために、健康
科学部共通科目にヘルス
リテラシー科目群を置
き、段階的な教育を行い
ます。専門科目では、講
義・演習を通して、看護
に必要な科学の法則を学
び、得られた情報を正確
に分析し看護援助に活用
できる能力を育みます。

〇問題解決能力を高める
教育

　習得した基本的知識・
技術を、臨床の場で対象
者の状況に適合させる応
用的展開能力を養いま
す。

〇クリティカルシンキン
グを高めるための教育

　臨床経験と科学的根拠
に基づいた理学療法の確
立を担う人材養成のため
に、研究計画の立案と遂
行、論文執筆、プレゼン
テーションの一連の研究
過程について、展開科目
を契機として教授し、論
理的批判的思考力及び科
学リテラシーを育成しま
す。

〇健康科学リテラシーを
身につけるための教育

　健康科学リテラシーを
身につけるために、健康
科学部共通科目にヘルス
リテラシー科目群を置
き、段階的な教育を行い
ます。専門科目では、講
義・演習を通して、理学
療法に関わるヘルスリテ
ラシーを教授し、住民の
ヘルスリテラシー向上に
活用できる能力を育みま
す。

〇問題解決能力を高める
教育

　系統的に習得した専門
的な知識と技術を統合さ
せ、社会福祉に関わる理
論や実践に応用させま
す。

〇クリティカルシンキン
グを高めるための教育

　社会福祉領域において
新たな課題を見出し、高
度な倫理的判断のもと
で、課題の解決を図るた
めの論理的思考と研究能
力を習得させます。

〇健康科学リテラシーを
身につけるための教育

　健康科学リテラシーを
身につけるために、健康
科学部共通科目にヘルス
リテラシー科目群を置
き、段階的な教育を行い
ます。人々の生活・健康
課題を改善する一つのア
プローチとして、住民お
よび地域全体のヘルスリ
テラシー向上に資する能
力を育みます。

〇問題解決能力を高める
教育
 系統的・段階的に習得
した専門知識・技術をさ
らに発展させるために、
問題解決力・思考力を育
てます。そのために総合
演習・卒業研究を位置づ
けます。これらの科目か
ら卒後、栄養と健康の高
度専門職業人として、科
学的根拠を踏まえ、社会
ニーズに適切かつ柔軟に
対応できる能力や姿勢を
身につけさせます。

〇クリティカルシンキン
グを高めるための教育
 講義、実験、実習、演
習での発表やその評価を
通し、4年間を通じて論
理的批判的思考力及び科
学リテラシーを育成しま
す。

〇健康科学リテラシーを
身につけるための教育
 健康科学リテラシーを
身につけるために、健康
科学部共通科目にヘルス
リテラシー科目群を置
き、段階的な教育を行い
ます。専門科目では、講
義・演習・実習を通して、
栄養に関わるヘルスリテ
ラシーを教授し、住民の
ヘルスリテラシー向上に
活用できる能力を育みま
す。
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４．統合的実践力
　―繋がりあうことでより大きな力を発揮できる実践力―　

健康科学部（全学科共通）

〇地域課題（ヘルスリテラシー向上）を核とした実践力の育成
　「健康科学部共通科目」の「ヘルスリテラシー科目群」において、自らの健康科学リテラシーを応用し、住
民のヘルスリテラシーを向上させるための方策について探求します。１年生から４年生まで専門科目の習得レ
ベルに応じた科目を配し、１年次、４年次には地域に赴き、地域とそこに暮らす人々の現実の健康上の課題か
ら援助方法を探求します。
〇多職種と協働できる実践力を育成するための教育
　ヘルスリテラシー科目群では、学科混成グループで学びあう場を提供します。各々の専門分野を知り、関心
や視野を広げるとともに、対象を中心として多職種が協働してケアを実現することができる実践能力を育成し
ます。学びの過程を通し、表現力、リーダーシップ、メンバーシップを育成します。
　また、ヒューマンケアやキャリア、ボランティアに関わる最新動向を学習するヒューマンケア特殊講義、他
学科に開講できる専門科目を抽出した「共通選択科目群」を置くことで、学生自身の興味に従って選択して学
ぶ環境を提供し、視野を広げ、他分野への理解を促します。

「２．専門的知識に根差した実践力」及び「３．創造力」については、学科による特殊性が大きいので、区別して
表しています。　　　　　　　　　　
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⑶　卒業時に身につけている力と学習キーワード
　本学では、学生が卒業時に身につけているべき能力として、４つの能力を挙げています。
これは、本学が、学生の皆さんや県民の方々をはじめ皆様に表明している方針であり、こ
れをディプロマ・ポリシーといいます。すなわち、以下の４つの能力です。

　１．自らを高める力
　２．専門的知識に根差した実践力
　３．創造力
　４．統合的実践力

　各々の科目が、どの能力を身につけるためのものなのか、シラバスに記されていますの
で、意識して学習を積み重ねてください。
　ポリシーに挙げたそれぞれの力に、「学習キーワード」を設定しています。これは、身
につけるべき能力をより具体的に示したものです。これを意識して「主体的学習者」をめ
ざし、充実した学習生活を送ってください。

＊看護や治療、ケアを受ける方のことをここでは「対象」と表現しています。「対象」は、
個人だけでなく、組織や地域であることもあります。

４つの力と学習キーワード

１．自らを高める力
　Key Word 1　教養　

　広い視野をもち、個人や社会におけるものの見方、考え方、価値観を理解するため
の基盤となる知識

　Key Word 2　主体的学習力
　自分で問いを発見し、問いを探求する学習方法を選択し、学習を積み重ねることが
できる力

　Key Word 3 表現力　
　　　相手の声に耳を傾けて理解し、自分の考えや気持ちを適切に伝えることのできる力

２．専門的知識に根差した実践力
　Key Word 1　専門的知識　
　　　各学科・学問領域の実践や発展に必要な専門的知識

　Key Word 2　専門的技術　
　　　各学科・学問領域の実践や発展に必要な専門的技術
　Key Word 3　倫理的態度
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　人を対象とする学問として、人間の尊厳を理解し、対象との関わりの中で人権の尊
重を身をもって表現できる力

　Key Word 4　キャリア形成
　適切な情報と判断のもとに将来の自己像を描き、キャリアを積み重ねるために必要
な知識・技能

３．創造力
　Key Word 1　問題解決力

　対象の抱える問題を発見し、必要な情報を収集・分析し、解決方法を立案・実施し、
その過程を対象の視点及びエビデンスを踏まえて評価し、問題解決に反映させる力

　Key Word 2　クリティカル・シンキング　
　物事や現象を多様な角度から検討・検証し、論理的・客観的に分析し、理解する能
力

　Key Word 3　健康科学リテラシー
　健康になるための知識や技術、考え方を持ち、これらを自らが適切に活用できる能
力及び対象が健康になるための意思決定を支援できる能力

４．統合的実践力
　Key Word 1　地域健康課題の理解
　　　地域全体の健康を促進・阻害する原因や要因についての知識
　Key Word 2　多職種協働力

　多様化する対象のライフスタイルやニーズに対応するため、対象を中心とした多職
種協働についての知識と技能を身につけ、専門性を活かして実践できる力

　Key Word 3　リーダーシップ・マネジメント
　多職種グループが、互いの特性を活かしながら目的に向かって円滑に進めるように
導いていく力
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　⑷　アドミッション・ポリシー
　本学は、健康科学部において、保健医療福祉の専門職として活躍できる専門性を育み、
互いの専門性を尊重しながら連携、協調を図り、ヒューマンケアを実践統合できる人材
育成を目指しています。そのためには、⑴人間性豊かで、⑵保健医療福祉の発展に寄与
でき、⑶国際化への対応と地域特性を踏まえ、社会に貢献できる人材の育成を目標とし　
たカリキュラムを組んでおり、本学では、次のような要件を備えた学生を求めています。

○健康科学部アドミッション・ポリシー
　人への深い関心と生命を尊重する気持ちを持って、ケアする専門職への動機付けを有
していること。
　また、個性豊かでパイオニアになるための素養としての独創性を有し、何事にも主体
的に取り組む姿勢を持つ学生を求めます。

　○各学科アドミッション・ポリシー
　看護学科
　看護学科は、看護職（保健師・助産師・看護師）として、人間の生涯にわたる健康
生活のニーズやその社会的ニーズの変化に対応できる人材を育成します。そのために
人間を心身両面から理解し、様々な健康段階にある人々のニーズに対応した援助と専
門職としての責務と行動について学習していきます。
　そこで、看護学科は次のような人を求めます。
⑴　看護学を学ぶために必要な、国語、理科、英語などの基礎的学力を備えている人。
⑵　自ら進んで意欲的に学ぶことができる人。
⑶　自分の考えを筋道立てて適切に表現できる人。
⑷　人に関わることが好きで、相手の気持ちを尊重し、適切な人間関係を保つこと
ができる人。
⑸　看護に関心を持ち、看護職として社会に貢献する意欲がある人。

　　理学療法学科
　理学療法学は、心身に障害を有する人や障害の発生が予測される人を対象として、
人々の生活復権の援助を担う一専門分野です。理学療法士の存在意義は対象者の多様
なニーズに理学療法技術を用いて応えることにあります。それゆえ理学療法士には、
社会奉仕の精神、科学的探究心、責任感および主体的な問題解決能力が求められます。

　　　そこで、理学療法学科では次のような人材を求めています。
⑴　高等学校で履修する数学、理科、英語、国語などの基礎学力を有する人。
⑵　医学や医療に対する関心度が高く、特に理学療法分野で貢献したいという目的
意識と情熱を持っている人。
⑶　自己啓発に努め、幅広い教養を身につけるべく自主的に学習する人。
⑷　コミュニケーション能力を高めるよう入学後も継続して自己研鎖する人。
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　　社会福祉学科
　社会福祉学科は、現代社会の動向を的確に認識し、生活主体者としての人間の尊厳
を深く理解し、地域社会の中で様々な生活上の困難を抱えた人に対して支援できる高
度な専門職としての人材を育成する使命を持つものであり、そのために社会福祉に対
する情熱を持ち、他者の立場を考え、約束を守り、相手とコミュニケーションのとれ
る学生を求めます。
⑴　高等学校で履修する国語、地歴・公民などの内容が、大学の授業の土台になる
ためにしっかりと学習されている人。
⑵　仲間や他人、親、兄弟姉妹などとの人間関係において常に相手の立場を考えら
れるような柔軟性・社会性を有している人。
⑶　人間の尊厳を深く理解し、様々な生活困難を抱えた人に対して支援する立場の
人間として、相手と友好性・協調性を持って信頼関係を結べる人。
⑷　自分の意見を表明しながら、相手との約束をしっかり守り、自分の考えや行動
に責任を持てる人。
⑸　周囲の人と良好な関係を保つために、コミュニケーションをとることができ、
状況認識ができる人。

　　栄養学科
　栄養学は保健・医療分野のなかで基盤となる学問です。その学問および実践の専門
家である管理栄養士は、食品、調理といった口に入る前のことから、体内での代謝・
生理、また人々の食行動に関係するさまざまな要因について理解する必要があり、幅
広い学問的基礎と深い洞察力、柔軟な応用力が求められます。

　　　したがって、本学科では次のような人を求めています。
⑴　栄養学の専門分野を主体的に学ぶための基礎となる科目、特に生物や化学を理
解している人。
⑵　栄養学を通して生命と健康にかかわる真理を追求することに情熱を持つ人。
⑶　健康の維持・増進、疾病の予防・回復・再発防止および介護をめざして、食を
通した人々への支援に取り組みたい人。
⑷　地域における農林水産食品の加工・調理や機能性にかかわる研究開発にチャレ
ンジしたい人。
⑸　そして、人間の健康と栄養との関係をとらえ、豊かなコミュニケーション能力
と "Think globally, act locally" の感覚をもち、ヒューマンケアを実践したいとい
う夢と情熱を持つ人。
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２　授業科目一覧表・カリキュラムマップ

　⑴　看護学科
　【看護学科履修表（学則別表５カリキュラム）】
　対象学生：平成30年度以後に入学する学生、平成32年度以後に看護学科に編入する学生
　＜人間総合科学科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人
間
総
合
科
学
科
目

人
間
と
存
在

１ 思想と歴史 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 人間と歴史 講義 ２ ←→
３ キャリアデザイン 講義 ２ ←→
４ 教育と人間 講義 ２ ←→
５ 個人と組織 講義 ２ ←→
６ 生涯スポーツ 演習 ２ ←→
７ 生涯発達とライフスタイル 講義 ２ ←→
８ 人間と心理 講義 ２ ←→
９ 人間関係論 講義 ２ ←→

科
学
と
論
理

１ ラーニングスキル 演習 １ ←→ ２単位必修
２単位以上選択２ 人間総合科学演習 演習 １ ←→

３ 統計リテラシー 講義 １ ←→
４ 英語リーディング 講義 １ ←→
５ 医療系科学の基礎 講義 １ ←→
６ 情報機器の操作（Ⅰ） 講義 １ ←→
７ 情報機器の操作（Ⅱ） 講義 １ ←→
８ 科学と創造（理論編） 講義 １ ←→
９ 科学と創造（実践編） 講義 １ ←→
10 調査と科学的方法 講義 １ ←→
11 生活と化学 講義 １ ←→

芸
術
と
創
造

１ 人間と音楽 演習 １ ←→ １単位以上選択
２ 人間と美術 演習 １ ←→
３ 人間と文学 演習 １ ←→
４ 人間と演劇 演習 １ ←→

現
代
社
会
と
生
活

１ 生活と環境 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 情報社会と対人援助 講義 ２ ←→
３ 災害と地域 講義 ２ ←→
４ 青森の風土と生活 講義 ２ ←→
５ 社会の動態と生活形態 講義 ２ ←→
６ 社会生活と法 講義 ２ ←→
７ メディアリテラシー 講義 ２ ←→
８ 経済と生活 講義 ２ ←→
９ グローバル社会と文化 講義 ２ ←→
10 ジェンダーと社会 講義 ２ ←→

言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

１ 人間関係とコミュニケーションＡ 講義 ２ ←→ ８単位必修
No.７～12のうち、
２単位以上選択

２ English １ 演習 ２ ←→
３ English ２　 演習 ２ ←→
４ English ３ 演習 １ ←→
５ English ４ 演習 １ ←→
６ English Communication 演習 ２ ←→ ←→ ←→ ←→
７ 韓国文化と言語 講義 ２ ←→
８ 中国文化と言語 講義 ２ ←→
９ ロシア文化と言語 講義 ２ ←→
10 スペイン文化と言語 講義 ２ ←→
11 ろう文化と手話 講義 ２ ←→
12 フランス文化と言語 講義 ２ ←→

人間総合科学科目　合計
必修10単位
選択13単位以上
計　23単位以上
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　＜健康科学部共通科目＞　

　＜専門科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

健
康
科
学
部
共
通
科
目

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

１ ヘルスプロモーション概論 講義 ２ ←→ ９単位必修　　　　
２ ヘルスプロモーション演習 演習 １ ←→
３ 健康情報リテラシー 講義 １ ←→
４ 職業倫理とヘルスコミュニケーション 講義 １ ←→
５ セーフティプロモーション 講義 １ ←→
６ 地域包括支援論 講義 １ ←→
７ ヘルスケアマネジメント論 講義 １ ←→
８ ヘルスケアマネジメント実習 実習 １ ←→

共
通
選
択
科
目

１ ヒューマンケア特殊講義Ⅰ 講義 1 ←→ ←→ ←→ ←→ ２単位以上選択
２ ヒューマンケア特殊講義Ⅱ 講義 1 ←→ ←→ ←→ ←→
３ ヒューマンケア特殊講義Ⅲ 講義 1 ←→ ←→ ←→ ←→
４ 理学療法原論 講義 1 ←→
５ 一般臨床医学 講義 1 ←→
６ 画像診断学 講義 1 ←→
７ 神経内科学 講義 2 ←→
８ 障害予防概論 演習 1 ←→
９ 家族社会学 講義 2 ←→
10 行政法 講義 2 ←→
11 ボランティア活動支援論 講義 2 ←→
12 女性福祉論 講義 2 ←→
13 医療福祉論　 演習 2 ←→
14 日本国憲法 講義 2 ←→
15 食品機能論 講義 1 ←→

補
強
学
習

科
目

１ 生物の基礎 講義 ←→ ３年次編入生のみ
申請により各１単
位認定

２ 化学の基礎 講義 ←→
3 物理の基礎 講義 ←→

健康科学部共通科目　合計
必修９単位　
選択２単位以上
計　11単位以上

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

１ 人体構造学 演習 １ ←→ 19単位必修
２単位以上選択２ 人体機能学 演習 １ ←→

３ 生命基礎科学 演習 １ ←→
４ 感染免疫学 演習 １ ←→
５ 公衆衛生学 講義 ２ ←→
６ 病理病態学 演習 １ ←→
７ 薬理学 講義 １ ←→
８ 臨床薬理学 講義 １ ←→
９ 栄養代謝学 講義 １ ←→
10 成人疾病治療論Ⅰ 講義 １ ←→
11 成人疾病治療論Ⅱ 講義 ２ ←→
12 老年学 講義 １ ←→
13 母性疾病治療論 演習 １ ←→
14 小児疾病治療論 演習 １ ←→
15 精神健康論 講義 １ ←→
16 精神疾病治療論 講義 １ ←→
17 保健福祉行政論 講義 １ ←→
18 疫学（PHN） 講義 ２ ←→
19 グローバルヘルス 講義 １ ←→
20 バイオエシックス 講義 １ ←→
21 カウンセリング概論 講義 １ ←→
22 性とセクシュアリティ 講義 １ ←→
23 救急医学概論 講義 １ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

基
幹
科
目

１ 看護学概論Ⅰ 講義 １ ←→ 57単位必修
２ 看護学概論Ⅱ 講義 １ ←→
３ 看護形態機能学 講義 １ ←→
４ 実践基礎看護技術Ⅰ 演習 ３ ←→
５ 実践基礎看護技術Ⅱ 演習 １ ←→
６ 実践基礎看護技術Ⅲ 講義 １ ←→
７ ヘルスアセスメントⅠ 演習 １ ←→
８ ヘルスアセスメントⅡ 講義 １ ←→
９ ヘルスアセスメントⅢ 講義 １ ←→
10 看護過程 講義 １ ←→
11 看護過程演習 演習 １ ←→
12 健康教育論 演習 １ ←→
13 経過別看護援助論 講義 ２ ←→
14 人間発達援助論 講義 １ ←→
15 家族援助論 演習 １ ←→
16 成人看護援助論Ⅰ　　　 講義 １ ←→
17 成人看護援助論Ⅱ　　 講義 １ ←→
18 成人看護援助論Ⅲ　　　 講義 １ ←→
19 成人看護援助論Ⅳ　　 講義 １ ←→
20 実践経過別看護演習 演習 １ ←→
21 老年看護学概論 講義 １ ←→
22 老年看護援助論 演習 １ ←→
23 母性看護学概論 講義 １ ←→
24 母性看護援助論 演習 １ ←→
25 小児看護学概論 講義 １ ←→
26 小児看護援助論 演習 １ ←→
27 精神看護学概論 講義 １ ←→
28 精神看護援助論 演習 １ ←→
29 在宅看護学概論 講義 １ ←→
30 在宅看護援助論Ⅰ 講義 １ ←→
31 在宅看護援助論Ⅱ 演習 １ ←→
32 地域看護学 講義 ２ ←→
33 看護関係法規 講義 １ ←→
34 災害看護学 講義 １ ←→
35 基礎看護実習Ⅰ 実習 ２ ←→
36 基礎看護実習Ⅱ 実習 ２ ←→
37 経過別看護援助実習（急性期・回復期） 実習 ２ ←→
38 経過別看護援助実習（慢性期） 実習 ２ ←→
39 発達援助実習（老年看護） 実習 ２ ←→
40 発達援助実習（小児看護） 実習 ２ ←→
41 発達援助実習（母性看護） 実習 ２ ←→
42 発達援助実習（精神看護） 実習 ２ ←→
43 地域看護学実習 実習 １ ←→
44 在宅看護実習 実習 ２ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

展
開
科
目

１ 認知症高齢者ケア 講義 １ ←→
（１単位以上選択）２ コンプリメンタリーセラピー 講義 １ ←→

３ 母性心理社会学（M） 講義 １ ←→
４ ペリネイタルケア  （Ｍ） 講義 １ ←→

（３単位以上選択）

５ 女性のヘルスケア（Ｍ） 講義 １ ←→
６ 周産期医学Ⅰ（Ｍ） 講義 １ ←→
７ 周産期医学Ⅱ（Ｍ） 講義 １ ←→
８ クリティカルケア 講義 １ ←→
９ リハビリテーションケア 講義 １ ←→
10 がん看護 講義 １ ←→
11 スキンケア論 講義 １ ←→
12 ペイシェントセーフティ 講義 １ ←→
13 看護倫理学 講義 １ ←→
14 看護理論 講義 １ ←→
15 看護教育学 講義 １ ←→
16 看護情報学 講義 １ ←→
17 健康政策学（PHN） 講義 １ ←→
18 応用看護技術 講義 １ ←→

（１単位以上選択）
19 応用精神看護技術 講義 １ ←→
20 アドバンスト小児ヘルスケア 講義 １ ←→
21 実践災害看護 講義 １ ←→
22 国際看護学 講義 １ ←→
23 看護研究方法論 演習 １ ←→ ８単位必修
24 看護マネジメント論 講義 １ ←→ ５単位以上選択
25 看護マネジメント演習 演習 １ ←→
26 看護マネジメント実習 実習 ２ ←→
27 看護統合実習 実習 １ ←→
28 卒業研究 演習 ２ ←→

保
健
学
コ
ー
ス

１ 保健統計学 講義 １ ←→ 保健学コース（選
択）は、上記に加
えて７科目12単位
必修

２ 個人・家族・集団の生活支援論 講義 ２ ←→
３ 地域保健活動論　 講義 ２ ←→
４ 地域保健管理論 講義 ２ ←→
５ 地域保健研究論 講義 １ ←→
６ 地域保健継続実習 実習 １ ←→
７ 地域保健展開実習 実習 ３ ←→

助
産
学
コ
ー
ス

１ 地域保健活動論 講義 ２ ←→ 助産学コース（選
択）は、上記に加
えて９科目19単位
必修

２ 助産学概論 講義 ２ ←→
３ 助産診断・技術学（妊娠期） 講義 ２ ←→
４ 助産診断・技術学（産褥・新生児期） 講義 ２ ←→
５ 助産診断・技術学（分娩期） 講義 ２ ←→
６ 助産診断・技術学演習 演習 １ ←→
７ 助産管理 講義 １ ←→
８ 助産学実習Ⅰ 実習 １ ←→
９ 助産学実習Ⅱ 実習 ６ ←→

専門科目　合計
84単位必修
７単位以上選択
計　91単位以上

卒業要件単位 125単位以上

注）授業科目名中（ＰＨＮ）の表示がある科目は、保健学コース（選択）必修科目。
注）授業科目名中、（Ｍ）の表示がある科目は、助産学コース（選択）必修科目。
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【カリキュラムマップ】別表５カリキュラム（看護学科）
＜看護学科専門科目＞
◎は、その科目で主に教授している力（３つ）、○はこれ以外で該当するもの。

卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

１ 専門支持科目 １前 人体構造学 ◎ ○ ◎ ○ ◎

２ 専門支持科目 １前 人体機能学 ◎ ◎ ◎ ○

３ 専門支持科目 １後 生命基礎科学 ○ ◎

４ 専門支持科目 １後 感染免疫学 ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

５ 専門支持科目 １後 公衆衛生学 ◎ ◎ ◎

６ 専門支持科目 ２前 病理病態学 ◎

７ 専門支持科目 ２後 薬理学 ◎

８ 専門支持科目 ２後 臨床薬理学 ◎

９ 専門支持科目 ２前 栄養代謝学 ◎

10 専門支持科目 ２前 成人疾病治療論Ⅰ ◎ ◎ ◎ ○

11 専門支持科目 ２前 成人疾病治療論Ⅱ ◎ 〇 ◎ 〇 ◎

12 専門支持科目 ２前 老年学 ◎

13 専門支持科目 ３前 母性疾病治療論 ◎ ◎ ◎

14 専門支持科目 ３前 小児疾病治療論 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

15 専門支持科目 １後 精神健康論 ◎ ◎ ◎

16 専門支持科目 ２前 精神疾病治療論 ◎ ◎ ◎

17 専門支持科目 ２後 保健福祉行政論 ◎

18 専門支持科目 ２前 疫学（PHN） ◎ ◎ 〇 〇 ◎

19 専門支持科目 １前 グローバルヘルス ◎ ◎ ◎

20 専門支持科目 １前 バイオエシックス ◎ ◎ ○ ◎ ○

21 専門支持科目 １前 カウンセリング概論 ◎ ◎ ◎

22 専門支持科目 １後 性とセクシュアリティ ◎ ○ ◎ ◎ ○

23 専門支持科目 ２後 救急医学概論 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

24 基幹科目　　　　　 １前 看護学概論Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

25 基幹科目　　　　　 １前 看護学概論Ⅱ ◎ ◎

26 基幹科目　　　　　 １前 看護形態機能学 ◎ ○

27 基幹科目　　　　　 １前 実践基礎看護技術Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎

28 基幹科目　　　　　 １後 実践基礎看護技術Ⅱ ○ ◎ ◎ ◎

29 基幹科目　　　　　 ２前 実践基礎看護技術Ⅲ ○ ◎ ◎ ◎

30 基幹科目　　　　　 ２前 ヘルスアセスメントⅠ ○ ◎ ◎ ○ ○

31 基幹科目　　　　　 ２前 ヘルスアセスメントⅡ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

32 基幹科目　　　　　 ２後 ヘルスアセスメントⅢ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

33 基幹科目　　　　　 １後 看護過程 ○ ◎ ◎ ◎

34 基幹科目　　　　　 ２前 看護過程演習 ◎ ○ ◎ ◎ ○

35 基幹科目　　　　　 ２前 健康教育論 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇

36 基幹科目　　　　　 ２前 経過別看護援助論 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

37 基幹科目　　　　　 １後 人間発達援助論 ◎ ◎ ◎

38 基幹科目　　　　　 ２後 家族援助論 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇

39 基幹科目　　　　　 ２後 成人看護援助論Ⅰ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

40 基幹科目　　　　　 ２後 成人看護援助論Ⅱ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

41 基幹科目　　　　　 ３前 成人看護援助論Ⅲ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

42 基幹科目　　　　　 ３前 成人看護援助論Ⅳ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

43 基幹科目　　　　　 ３前 実践経過別看護演習 〇 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

44 基幹科目　　　　　 ２前 老年看護学概論 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

45 基幹科目　　　　　 ２後 老年看護援助論 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

46 基幹科目　　　　　 ２後 母性看護学概論 ◎ ◎ ◎ ○

47 基幹科目　　　　　 ３前 母性看護援助論 ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

48 基幹科目　　　　　 ２後 小児看護学概論 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

49 基幹科目　　　　　 ３前 小児看護援助論 ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

50 基幹科目　　　　　 ２前 精神看護学概論 ◎ ◎ ◎

51 基幹科目　　　　　 ２後 精神看護援助論 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

52 基幹科目　　　　　 ２後 在宅看護学概論 〇 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇

53 基幹科目　　　　　 ３前 在宅看護援助論Ⅰ 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ○ ◎ 〇 〇 〇

54 基幹科目　　　　　 ３後 在宅看護援助論Ⅱ 〇 ◎ ○ 〇 ◎ ◎ 〇 〇

55 基幹科目　　　　　 ３前 地域看護学 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇

56 基幹科目　　　　　 ２後 看護関係法規 ◎

57 基幹科目　　　　　 ３後 災害看護学 ◎ ○ ○ ◎
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卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
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主
体
的
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習
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力

専
門
的
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識

専
門
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術

倫
理
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度
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成
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題
解
決
力
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科
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解
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力
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ー
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トNo. 科目群 開講時期 講義名

58 基幹科目　　　　　 １後 基礎看護実習Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

59 基幹科目　　　　　 ２後 基礎看護実習Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

60 基幹科目　　　　　 ３通 経過別看護援助実習（急性期・回復期） ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

61 基幹科目　　　　　 ３通 経過別看護援助実習（慢性期） 〇 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

62 基幹科目　　　　　 ３通 発達援助実習 ( 老年看護 ) ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

63 基幹科目　　　　　 ３通 発達援助実習 ( 小児看護 ) ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

64 基幹科目　　　　　 ３通 発達援助実習 ( 母性看護 ) ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

65 基幹科目　　　　　 ３通 発達援助実習 ( 精神看護 ) ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

66 基幹科目　　　　　 ３後 地域看護学実習 〇 ◎ 〇 ◎ 〇 〇 ◎ 〇

67 基幹科目　　　　　 ４前 在宅看護実習 〇 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

68 展開科目 ３前 認知症高齢者ケア ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

69 展開科目 ３前 コンプリメンタリーセラピー ◎ ◎ ◎ ○

70 展開科目 ３前 母性心理社会学 (M) ◎ ◎ ◎

71 展開科目 ３後 ペリネイタルケア (M) ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 展開科目 ３後 女性のヘルスケア (M) ○ ◎ ◎ ◎ ○

73 展開科目 ３後 周産期医学Ⅰ (M) ◎ ◎ ◎

74 展開科目 ３後 周産期医学Ⅱ (M) ◎ ◎ ◎

75 展開科目 ３後 クリティカルケア ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

76 展開科目 ３後 リハビリテーションケア ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

77 展開科目 ３後 がん看護 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

78 展開科目 ３後 スキンケア論 ◎ ◎ ◎

79 展開科目 ３後 ペイシェントセーフティ ◎ ◎ ○ ○ ○

80 展開科目 ３後 看護倫理学 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

81 展開科目 ３後 看護理論 ◎ ○ ○ ◎

82 展開科目 ３後 看護教育学 ○ ◎ ◎ ◎

83 展開科目 ３後 看護情報学 〇 ◎ ◎ 〇 〇 ◎

84 展開科目 ３後 健康政策学（PHN） 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 ◎

85 展開科目 ４前 応用看護技術 ○ ○ ◎ ◎

86 展開科目 ４前 応用精神看護技術 ○ ◎ ◎ ◎ ○

87 展開科目 ４前 アドバンスド小児ヘルスケア ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

88 展開科目 ４前 実践災害看護 ◎ ◎ ○ ◎ ○

89 展開科目 ４前 国際看護学 ◎ ◎ ◎

90 展開科目 ３後 看護研究方法論 〇 ◎ 〇 〇 ◎ ◎ 〇

91 展開科目 ４前 看護マネジメント論 ◎ ○ ◎ ○ ◎

92 展開科目 ４前 看護マネジメント演習 ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

93 展開科目 ４前 看護マネジメント実習 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

94 展開科目 ４前 看護統合実習 ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○

95 展開科目 ４通 卒業研究 ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

１ 保健学 ２後 保健統計学 ◎ 〇 ◎ 〇 ◎ 〇

２ 保健学 ３後 個人・家族・集団の生活支援論 〇 ◎ 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇 〇 〇

３ 保健学 ３後 地域保健活動論 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ 〇 〇

４ 保健学 ４前 地域保健管理論 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 〇 ◎

５ 保健学 ４後 地域保健研究論 〇 〇 ◎ ◎ 〇 ◎ 〇 〇 〇

６ 保健学 ４通 地域保健継続実習 〇 ◎ ◎ 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇

７ 保健学 ４前 地域保健展開実習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

１ 助産学 ３後 地域保健活動論 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ 〇 〇

２ 助産学 ３後 助産学概論 ◎ ◎ ◎

３ 助産学 ３後 助産診断・技術学（妊娠期） ◎ ◎ ◎

４ 助産学 ３後 助産診断・技術学（産褥・新生児期） ◎ ◎ ◎

５ 助産学 ４前 助産診断・技術学（分娩期） ◎ ◎ ◎

６ 助産学 ４前 助産診断・技術学演習 ◎ ◎ ◎

７ 助産学 ４後 助産管理 ◎ ◎ ◎

８ 助産学 ４通 助産学実習Ⅰ ◎ ◎ ◎

９ 助産学 ４通 助産学実習Ⅱ ◎ ◎ ◎
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　⑵　理学療法学科
　【理学療法学科履修表（学則別表５カリキュラム）】
　対象学生：平成30年度以後に入学する学生、平成32年度以後に理学療法学科に編入する

学生
　＜人間総合科学科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人
間
総
合
科
学
科
目

人
間
と
存
在

１ 思想と歴史 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 人間と歴史 講義 ２ ←→
３ キャリアデザイン 講義 ２ ←→
４ 教育と人間 講義 ２ ←→
５ 個人と組織 講義 ２ ←→
６ 生涯スポーツ 演習 ２ ←→
７ 生涯発達とライフスタイル 講義 ２ ←→
８ 人間と心理 講義 ２ ←→
９ 人間関係論 講義 ２ ←→

科
学
と
論
理

１ ラーニングスキル 演習 １ ←→ ２単位必修
２単位以上選択２ 人間総合科学演習 演習 １ ←→

３ 統計リテラシー 講義 １ ←→
４ 英語リーディング 講義 １ ←→
５ 医療系科学の基礎 講義 １ ←→
６ 情報機器の操作（Ⅰ） 講義 １ ←→
７ 情報機器の操作（Ⅱ） 講義 １ ←→
８ 科学と創造（理論編） 講義 １ ←→
９ 科学と創造（実践編） 講義 １ ←→
10 調査と科学的方法 講義 １ ←→
11 生活と化学 講義 １ ←→

芸
術
と
創
造

１ 人間と音楽 演習 １ ←→ １単位以上選択
２ 人間と美術 演習 １ ←→
３ 人間と文学 演習 １ ←→
４ 人間と演劇 演習 １ ←→

現
代
社
会
と
生
活

１ 生活と環境 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 情報社会と対人援助 講義 ２ ←→
３ 災害と地域 講義 ２ ←→
４ 青森の風土と生活 講義 ２ ←→
５ 社会の動態と生活形態 講義 ２ ←→
６ 社会生活と法 講義 ２ ←→
７ メディアリテラシー 講義 ２ ←→
８ 経済と生活 講義 ２ ←→
９ グローバル社会と文化 講義 ２ ←→
10 ジェンダーと社会 講義 ２ ←→

言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

１ 人間関係とコミュニケーションＢ 講義 ２ ←→ ８単位必修
No.７～12のうち、
２単位以上選択

２ English １ 演習 ２ ←→
３ English ２　 演習 ２ ←→
４ English ３ 演習 １ ←→
５ English ４ 演習 １ ←→
６ English Communication 演習 ２ ←→ ←→ ←→ ←→
７ 韓国文化と言語 講義 ２ ←→
８ 中国文化と言語 講義 ２ ←→
９ ロシア文化と言語 講義 ２ ←→
10 スペイン文化と言語 講義 ２ ←→
11 ろう文化と手話 講義 ２ ←→
12 フランス文化と言語 講義 ２ ←→

人間総合科学科目　合計
必修10単位
選択13単位以上
計　23単位以上
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　＜健康科学部共通科目＞　

　＜専門科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

健
康
科
学
部
共
通
科
目

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

１ ヘルスプロモーション概論 講義 ２ ←→ ９単位必修　　　　
２ ヘルスプロモーション演習 演習 １ ←→
３ 健康情報リテラシー 講義 １ ←→
４ 職業倫理とヘルスコミュニケーション 講義 １ ←→
５ セーフティプロモーション 講義 １ ←→
６ 地域包括支援論 講義 １ ←→
７ ヘルスケアマネジメント論 講義 １ ←→
８ ヘルスケアマネジメント実習 実習 １ ←→

共
通
選
択
科
目

１ ヒューマンケア特殊講義Ⅰ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→ ２単位以上選択
２ ヒューマンケア特殊講義Ⅱ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
３ ヒューマンケア特殊講義Ⅲ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
４ グローバルヘルス 講義 １ ←→
５ 性とセクシュアリティ 講義 １ ←→
６ 看護学概論Ⅰ 講義 １ ←→
７ 人間発達援助論 講義 １ ←→
８ 家族援助論 講義 １ ←→
９ 認知症高齢者ケア 講義 １ ←→
10 災害看護学 講義 １ ←→
11 看護関係法規 講義 １ ←→
12 ペイシェント・セーフティ 講義 １ ←→
13 ぺリネイタルケア 講義 １ ←→
14 家族社会学 講義 ２ ←→
15 行政法 講義 ２ ←→
16 ボランティア活動支援論 講義 ２ ←→
17 女性福祉論 講義 ２ ←→
18 医療福祉論　 演習 ２ ←→
19 日本国憲法 講義 ２ ←→
20 食品機能論 講義 １ ←→

健康科学部共通科目　合計
必修９単位　
選択２単位以上
計　11単位以上

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

１ 解剖学 演習 ２ ←→ 28単位必修
３単位以上選択２ 運動器解剖学 講義 １ ←→

３ 筋・骨格系解剖学実習 実習 １ ←→
４ 解剖学総合実習 実習 １ ←→
５ 生理学 演習 ２ ←→
６ 生理学実習 実習 １ ←→
７ 運動生理学 講義 １ ←→
８ 運動学 講義 １ ←→
９ 運動学演習 演習 １ ←→
10 運動学実習 実習 １ ←→
11 病理病態学 演習 １ ←→
12 画像診断学 講義 １ ←→
13 リハビリテーション論 講義 ２ ←→
14 リハビリテーション医学 講義 ２ ←→
15 一般臨床医学 演習 １ ←→
16 内科学 演習 １ ←→
17 整形外科学 講義 ２ ←→
18 神経内科学 講義 ２ ←→
19 脳神経外科学 講義 １ ←→
20 精神医学 演習 １ ←→
21 小児疾病治療論 演習 １ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

22 老年医学 演習 １ ←→
23 医療心理学 演習 １ ←→

（３単位以上選択）

24 疫学 講義 ２ ←→
25 カウンセリング概論 講義 １ ←→
26 救急医学概論 講義 １ ←→
27 薬理学 講義 １ ←→
28 栄養学 講義 １ ←→

基
幹
科
目

１ 理学療法原論 演習 １ ←→ 30単位必修
２単位以上選択２ 理学療法基礎演習 演習 １ ←→

３ 理学療法演習 演習 １ ←→
４ 理学療法評価学 講義 １ ←→
５ 理学療法評価学演習 演習 ２ ←→
６ 理学療法評価学実習 実習 １ ←→
７ 臨床運動学 講義 ２ ←→
８ 基礎運動療法学 演習 １ ←→
９ 基礎運動療法学実習 実習 １ ←→
10 運動器障害理学療法学 演習 １ ←→
11 運動器障害理学療法学実習 実習 １ ←→
12 神経障害理学療法学 演習 １ ←→
13 神経障害理学療法学実習 実習 １ ←→
14 呼吸循環障害理学療法学 講義 ２ ←→
15 呼吸循環障害理学療法学実習 実習 １ ←→
16 内部障害理学療法学 講義 １ ←→
17 発達障害理学療法学 演習 １ ←→
18 発達障害理学療法学実習 実習 １ ←→
19 物理療法学 演習 １ ←→
20 物理療法学実習 実習 １ ←→
21 生活活動分析学 演習 １ ←→
22 生活活動分析学実習 実習 １ ←→
23 生活環境学 演習 １ ←→
24 地域理学療法学 講義 １ ←→
25 義肢装具学 演習 １ ←→
26 理学療法総合治療学演習Ⅰ 演習 １ ←→
27 理学療法総合治療学演習Ⅱ 演習 １ ←→
28 障害予防概論 講義 １ ←→

　（２単位以上）
29 スポーツ障害理学療法論 講義 １ ←→
30 高齢障害理学療法論 講義 １ ←→
31 難病のリハビリテーション 講義 １ ←→

展
開
科
目

１ 理学療法領域特殊講義Ⅰ 講義 １ ←→
　（１単位以上）

２ 理学療法領域特殊講義Ⅱ 講義 １ ←→
３ 臨床判断分析学 講義 １ ←→ 26単位必修

１単位以上選択４ 臨床評価実習 実習 ２ ←→
５ 総合臨床実習Ⅰ 実習 ６ ←→
６ 総合臨床実習Ⅱ 実習 ６ ←→
７ 総合臨床実習Ⅲ 実習 ６ ←→
８ 理学療法研究方法論 演習 １ ←→
９ 卒業研究 演習 ４ ←→

専門科目　合計
84単位必修
６単位以上選択
計　90単位以上

卒業要件単位 124単位以上
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【カリキュラムマップ】別表５カリキュラム（理学療法学科）
＜理学療法学科専門科目＞
◎は、その科目で主に教授している力（３つ）、○はこれ以外で該当するもの。

卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

１ 専門支持科目 １年前期 解剖学 ◎

２ 専門支持科目 １年後期 運動器解剖学 ◎

３ 専門支持科目 １年後期 筋・骨格系解剖学実習 ○ ◎ ◎

４ 専門支持科目 ２年前期 解剖学総合実習 ○ ◎ ◎

５ 専門支持科目 １年前期 生理学 ◎ ◎ ◎ ○

６ 専門支持科目 ２年前期 生理学実習 ◎ ◎ ◎

７ 専門支持科目 １年後期 運動生理学 ◎ ◎ ◎

８ 専門支持科目 １年後期 運動学 ◎ ◎ ◎

９ 専門支持科目 １年後期 運動学演習 ○ ◎ ◎ ◎ ○

10 専門支持科目 ２年前期 運動学実習 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

11 専門支持科目 ２年前期 病理病態学 ◎

12 専門支持科目 ２年後期 画像診断学 ◎ ◎ ◎ ○ ○

13 専門支持科目 １年前期 リハビリテーション論 ◎ ◎ ◎

14 専門支持科目 ２年後期 リハビリテーション医学 ◎ ◎ ◎

15 専門支持科目 １年後期 一般臨床医学 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

16 専門支持科目 １年後期 内科学 ◎ ◎ ◎ ○

17 専門支持科目 ２年前期 整形外科学 ◎ ◎ ◎

18 専門支持科目 ２年後期 神経内科学 ◎ ◎ ◎ ○

19 専門支持科目 ２年前期 脳神経外科学 ◎

20 専門支持科目 ３年前期 精神医学 ◎ ◎

21 専門支持科目 ３年前期 小児疾病治療論 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

22 専門支持科目 ３年前期 老年医学 ◎ ◎ ◎

23 専門支持科目 ３年前期 医療心理学 ◎ ◎ ◎

24 専門支持科目 ３年前期 疫学 ◎ ◎ ○ ○ ◎

25 専門支持科目 １年前期 カウンセリング概論 ◎ ◎ ◎

26 専門支持科目 ２年後期 救急医学概論 ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

27 専門支持科目 ２年前期 薬理学 ◎

28 専門支持科目 １年後期 栄養学 ◎ ◎

29 基幹科目 １年前期 理学療法原論 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

30 基幹科目 １年前期 理学療法基礎演習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

31 基幹科目 ３年前期 理学療法演習 ◎ ◎ ◎ ○

32 基幹科目 １年後期 理学療法評価学 ◎ ◎ ◎

33 基幹科目 ２年前期 理学療法評価学演習 ◎ ◎ ◎

34 基幹科目 １年後期 理学療法評価学実習 ◎ ◎ ◎

35 基幹科目 ３年前期 臨床運動学 ◎ ◎ ◎

36 基幹科目 １年後期 基礎運動療法学 ◎ ◎ ◎

37 基幹科目 ２年前期 基礎運動療法学実習 ◎ ◎ ◎

38 基幹科目 ２年前期 運動器障害理学療法学 ◎ ◎ ◎ ○

39 基幹科目 ２年前期 運動器障害理学療法学実習 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

40 基幹科目 ２年後期 神経障害理学療法学 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

41 基幹科目 ２年後期 神経障害理学療法学実習 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

42 基幹科目 ２年後期 呼吸循環障害理学療法学 ◎ ◎ ◎

43 基幹科目 ３年前期 呼吸循環障害理学療法学実習 ◎ ◎ ◎

44 基幹科目 ３年後期 内部障害理学療法 ◎ ◎ ◎

45 基幹科目 ２年後期 発達障害理学療法学 ◎ ◎ ◎

46 基幹科目 ３年前期 発達障害理学療法学実習 ◎ ◎ ◎

47 基幹科目 １年後期 物理療法学 ◎ ◎ ◎

48 基幹科目 １年後期 物理療法学実習 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

49 基幹科目 ２年後期 生活活動分析学 ◎

50 基幹科目 ３年前期 生活活動分析学実習 ◎ ○ ◎ ◎

51 基幹科目 ４年前期 生活環境学 ◎

52 基幹科目 ３年前期 地域理学療法学 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

53 基幹科目 ２年後期 義肢装具学 ◎ ◎ ◎

54 基幹科目 ２年後期 理学療法総合治療学演習Ⅰ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

55 基幹科目 ３年後期 理学療法総合治療学演習Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
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卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

56 基幹科目 ３年前期 障害予防概論 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

57 基幹科目 ３年前期 スポーツ障害理学療法論 ◎ ◎ ◎ ○ ○

58 基幹科目 ３年前期 高齢障害理学療法論 ◎ ◎ ◎

59 基幹科目 ３年前期 難病のリハビリテーション ◎ ◎ ◎

60 展開科目 ４年後期 理学療法領域特殊講義Ⅰ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

61 展開科目 ４年後期 理学療法領域特殊講義Ⅱ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

62 展開科目 ２年後期 臨床判断分析学 ◎ ◎ ◎

63 展開科目 ３年前期 臨床評価実習 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

64 展開科目 ３年後期 総合臨床実習Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

65 展開科目 ３年後期 総合臨床実習Ⅱ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

66 展開科目 ４年前期 総合臨床実習Ⅲ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

67 展開科目 ２年前期 理学療法研究方法論 ◎ ◎ ◎

68 展開科目 ４年通年 卒業研究 ◎ ◎ ◎
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　⑶　社会福祉学科
　【社会福祉学科履修表（学則別表６カリキュラム）】
　対象学生：平成30年度以後に入学する学生、平成31年度以後に社会福祉学科に編入する

学生
　＜人間総合科学科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人
間
総
合
科
学
科
目

人
間
と
存
在

１ 思想と歴史 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 人間と歴史 講義 ２ ←→
３ キャリアデザイン 講義 ２ ←→
４ 教育と人間 講義 ２ ←→
５ 個人と組織 講義 ２ ←→
６ 生涯スポーツ 演習 ２ ←→
７ 生涯発達とライフスタイル 講義 ２ ←→
８ 人間と心理 講義 ２ ←→
９ 人間関係論 講義 ２ ←→

科
学
と
論
理

１ ラーニングスキル 演習 １ ←→ ２単位必修
２単位以上選択２ 人間総合科学演習 演習 １ ←→

３ 統計リテラシー 講義 １ ←→
４ 英語リーディング 講義 １ ←→
５ 医療系科学の基礎 講義 １ ←→
６ 情報機器の操作（Ⅰ） 講義 １ ←→
７ 情報機器の操作（Ⅱ） 講義 １ ←→
８ 科学と創造（理論編） 講義 １ ←→
９ 科学と創造（実践編） 講義 １ ←→
10 調査と科学的方法 講義 １ ←→
11 生活と化学 講義 １ ←→

芸
術
と
創
造

１ 人間と音楽 演習 １ ←→ １単位以上選択
２ 人間と美術 演習 １ ←→
３ 人間と文学 演習 １ ←→
４ 人間と演劇 演習 １ ←→

現
代
社
会
と
生
活

１ 生活と環境 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 情報社会と対人援助 講義 ２ ←→
３ 災害と地域 講義 ２ ←→
４ 青森の風土と生活 講義 ２ ←→
５ 社会の動態と生活形態 講義 ２ ←→
６ 社会生活と法 講義 ２ ←→
７ メディアリテラシー 講義 ２ ←→
８ 経済と生活 講義 ２ ←→
９ グローバル社会と文化 講義 ２ ←→
10 ジェンダーと社会 講義 ２ ←→

言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

１ 人間関係とコミュニケーションＢ 講義 ２ ←→ ８単位必修
No.７～12のうち、
２単位以上選択

２ English １ 演習 ２ ←→
３ English ２　 演習 ２ ←→
４ English ３ 演習 １ ←→
５ English ４ 演習 １ ←→
６ English Communication 演習 ２ ←→ ←→ ←→ ←→
７ 韓国文化と言語 講義 ２ ←→
８ 中国文化と言語 講義 ２ ←→
９ ロシア文化と言語 講義 ２ ←→
10 スペイン文化と言語 講義 ２ ←→
11 ろう文化と手話 講義 ２ ←→
12 フランス文化と言語 講義 ２ ←→

人間総合科学科目　合計
必修10単位
選択13単位以上
計　23単位以上
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　＜健康科学部共通科目＞　
科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

健
康
科
学
部
共
通
科
目

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

１ ヘルスプロモーション概論 講義 ２ ←→ ９単位必修　　　　
２ ヘルスプロモーション演習 演習 １ ←→
３ 健康情報リテラシー 講義 １ ←→
４ 職業倫理とヘルスコミュニケーション 講義 １ ←→
５ セーフティプロモーション 講義 １ ←→
６ 地域包括支援論 講義 １ ←→
７ ヘルスケアマネジメント論 講義 １ ←→
８ ヘルスケアマネジメント実習 実習 １ ←→

共
通
選
択
科
目

１ ヒューマンケア特殊講義Ⅰ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→ ２単位以上選択
２ ヒューマンケア特殊講義Ⅱ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
３ ヒューマンケア特殊講義Ⅲ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
４ グローバルヘルス 講義 １ ←→
５ 性とセクシュアリティ 講義 １ ←→
６ 看護学概論Ⅰ 講義 １ ←→
７ 人間発達援助論 講義 １ ←→
８ 家族援助論 講義 １ ←→
９ 認知症高齢者ケア 講義 １ ←→
10 災害看護学 講義 １ ←→
11 看護関係法規 講義 １ ←→
12 ペイシェント・セーフティ 講義 １ ←→
13 ぺリネイタルケア 講義 １ ←→
14 理学療法原論 講義 １ ←→
15 一般臨床医学 講義 １ ←→
16 画像診断学 講義 １ ←→
17 神経内科学 講義 ２ ←→
18 障害予防概論 演習 １ ←→
19 日本国憲法 講義 ２ ←→
20 食品機能論 講義 １ ←→

健康科学部共通科目　合計
必修９単位　
選択２単位以上
計　11単位以上

　＜専門科目＞　
科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

１ 社会学（C）、（P） 講義 ２ ←→ ７単位必修
９単位以上選択２ 心理学（C）、（P） 講義 ２ ←→

３ 人体の構造と機能及び疾病
（C）、（P） 講義 ２ ←→

４ 社会福祉基礎実習Ⅰ 実習 １ ←→
５ 法学 講義 ２ ←→
６ 家族社会学 講義 ２ ←→
７ 生涯発達心理学 講義 ２ ←→
８ リハビリテーション論 講義 ２ ←→
９ 社会福祉法制 講義 ２ ←→
10 民法 講義 ２ ←→
11 行政法 講義 ２ ←→
12 社会法 講義 ２ ←→
13 ボランティア活動支援論 講義 ２ ←→
14 レクリエーション活動援助法 講義 ２ ←→
15 社会福祉基礎実習Ⅱ 実習 １ ←→
16 社会福祉基礎実習指導 実習 １ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

基
幹
科
目

１ 社会福祉学概論Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→ 30単位必修
26単位以上選択２ 社会福祉学概論Ⅱ（C）、（P） 講義 ２ ←→

３ ソーシャルワーク論Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→
４ ソーシャルワーク論Ⅱ（C）、（P） 講義 ２ ←→
５ 地域福祉の理論と方法Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→
６ 地域福祉の理論と方法Ⅱ（C）、（P） 講義 ２ ←→
７ 社会保障論Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→
８ 社会保障論Ⅱ（C）、（P） 講義 ２ ←→
９ 児童福祉論Ⅰ（C） 講義 ２ ←→
10 高齢者福祉論Ⅰ（C） 講義 ２ ←→
11 高齢者福祉論Ⅱ（C） 講義 ２ ←→
12 障害者福祉論Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→
13 就労支援論（C） 講義 ２ ←→
14 ソーシャルワーク演習Ⅰ（C）、（P） 演習 ２ ←→
15 社会福祉研究演習Ⅰ 演習 ２ ←→
16 ソーシャルワーク論Ⅲ（C） 講義 ２ ←→
17 ソーシャルワーク論Ⅳ（C） 講義 ２ ←→
18 介護福祉論 講義 ２ ←→
19 児童福祉論Ⅱ 講義 ２ ←→
20 障害者福祉論Ⅱ 講義 ２ ←→
21 女性福祉論 講義 ２ ←→
22 介護技術論 講義 ２ ←→
23 臨床心理学 講義 ２ ←→
24 精神医学Ⅰ（P） 講義 ２ ←→
25 精神医学Ⅱ（P） 講義 ２ ←→
26 保健医療サービス論（C）、（P） 講義 ２ ←→
27 医療福祉論 講義 ２ ←→

28 精神保健福祉相談援助の基盤
（専門）（P） 講義 ２ ←→

29 公的扶助論Ⅰ（C）、（P） 講義 ２ ←→
30 公的扶助論Ⅱ 講義 ２ ←→
31 社会調査概論（C） 講義 ２ ←→
32 精神保健（P） 講義 ２ ←→

33 精神保健福祉の理論と相談援助の
展開Ⅰ（P） 講義 ２ ←→

34 精神保健福祉の理論と相談援助の
展開Ⅱ（P）　 講義 ２ ←→

35 ソーシャルワーク演習Ⅱ（C）、（P） 演習 ２ ←→
36 ソーシャルワーク演習Ⅲ（C）、（P） 演習 ２ ←→
37 ソーシャルワーク実習（C） 実習 ４ ←→
38 ソーシャルワーク実習指導（C） 実習 ２ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

展
開
科
目

１ 権利擁護と成年後見制度（C）、（P） 講義 ２ ←→ ８単位必修
10単位以上選択２ 社会福祉研究演習Ⅱ 演習 ２ ←→

３ 家族福祉論 講義 ２ ←→
４ 社会福祉施設経営論（C） 講義 ２ ←→
５ 福祉行財政と福祉計画（C）、（P） 講義 ２ ←→
６ 司法福祉論 講義 ２ ←→
７ 更生保護制度論（C） 講義 ２ ←→
８ 国際福祉論 講義 ２ ←→
９ ソーシャルワーク論Ⅴ（C） 講義 ２ ←→
10 ソーシャルワーク論Ⅵ（C） 講義 ２ ←→
11 精神保健福祉論Ⅰ（P） 講義 ２ ←→
12 精神保健福祉論Ⅱ（P） 講義 ２ ←→

13 精神保健福祉の理論と相談援助の
展開Ⅲ（P） 講義 ２ ←→

14 精神保健福祉援助演習Ⅰ（P） 演習 １ ←→
15 精神保健福祉援助演習Ⅱ（P） 演習 １ ←→
16 精神保健福祉援助実習Ⅰ（P） 実習 １ ←→
17 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ（P） 実習 １ ←→
18 精神保健福祉援助実習Ⅱ（P） 実習 ４ ←→
19 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ（P） 実習 １ ←→
20 卒業研究 演習 ４ ←→

専門科目　合計
45単位必修
45単位以上選択
計　90単位以上

卒業要件単位 124単位以上

注１）　授業科目名中、（Ｃ）の表示がある科目は、社会福祉士指定科目である。    
注２）　授業科目名中、（Ｐ）の表示がある科目は、精神保健福祉士指定科目である。
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【カリキュラムマップ】別表６カリキュラム（社会福祉学科）
＜社会福祉学科専門科目＞
◎は、その科目で主に教授している力（３つ）、○はこれ以外で該当するもの。

卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

１ 専門支持科目 １前 社会学 ◎ ◎ ◎

２ 専門支持科目 １後 心理学 ◎ ◎ ◎

３ 専門支持科目 ２前 人体の構造と機能及び疾病 ◎ ◎ ◎

４ 専門支持科目 １通 社会福祉基礎実習Ⅰ ◎ ◎ ◎

５ 専門支持科目 １前 法学 ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

６ 専門支持科目 １後 家族社会学 ◎ ◎ ◎

７ 専門支持科目 ２前 生涯発達心理学 ◎ ◎ ◎

８ 専門支持科目 ２後 リハビリテーション論 ◎ ◎ ◎ ○

９ 専門支持科目 １後 社会福祉法制 ○ ◎ ○ ◎ ◎

10 専門支持科目 １後 民法 ◎ ◎ ◎

11 専門支持科目 ２前 行政法 ○ ◎ ○ ◎ ◎

12 専門支持科目 ２後 社会法 ○ ◎ ○ ◎ ◎

13 専門支持科目 １後 ボランティア活動支援論 ◎ ◎

14 専門支持科目 ２前 レクリエーション活動援助法 ◎ ◎ ◎

15 専門支持科目 ２通 社会福祉基礎実習Ⅱ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

16 専門支持科目 ２通 社会福祉基礎実習指導 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

17 基幹科目 １前 社会福祉概論Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ◎

18 基幹科目 １後 社会福祉概論Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ◎

19 基幹科目 １前 ソーシャルワーク論Ⅰ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

20 基幹科目 １後 ソーシャルワーク論Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎

21 基幹科目 １前 地域福祉の理論と方法Ⅰ ◎ ◎ ○

22 基幹科目 １後 地域福祉の理論と方法Ⅱ ◎ ◎ ○

23 基幹科目 ２前 社会保障論Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ◎

24 基幹科目 ２後 社会保障論Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ◎

25 基幹科目 ２前 児童福祉論Ⅰ ◎ ◎ ◎

26 基幹科目 ２前 高齢者福祉論Ⅰ ◎ ◎ ◎

27 基幹科目 ２後 高齢者福祉論Ⅱ ◎ ◎ ◎

28 基幹科目 ２前 障害者福祉論Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ◎

29 基幹科目 ３前 就労支援論 ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○

30 基幹科目 １通 ソーシャルワーク演習Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○

31 基幹科目 ３通 社会福祉研究演習Ⅰ ◎ ◎ ◎

32 基幹科目 ２前 ソーシャルワーク論Ⅲ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

33 基幹科目 ２後 ソーシャルワーク論Ⅳ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

34 基幹科目 １後 介護福祉論 ◎ ◎ ◎

35 基幹科目 ２後 児童福祉論Ⅱ ◎ ◎ ◎

36 基幹科目 ２後 障害者福祉論Ⅱ ◎ ◎ ○ ◎ ○

37 基幹科目 ２前 女性福祉論 ◎ ◎ ◎

38 基幹科目 ２前 介護技術論 ◎ ◎ ◎

39 基幹科目 ２後 臨床心理学 ◎ ◎ ◎

40 基幹科目 ２前 精神医学Ⅰ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

41 基幹科目 ２後 精神医学Ⅱ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

42 基幹科目 ２後 保健医療サービス論 ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

43 基幹科目 ３前 医療福祉論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

44 基幹科目 ２前 精神保健福祉相談援助の基盤 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

45 基幹科目 ３前 公的扶助論Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ◎

46 基幹科目 ３後 公的扶助論Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ◎

47 基幹科目 ３前 社会調査概論 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

48 基幹科目 ３前 精神保健 ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

49 基幹科目 ２後 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅰ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

50 基幹科目 ３前 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅱ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○

51 基幹科目 ２通 ソーシャルワーク演習Ⅱ ◎ ◎ ◎

52 基幹科目 ３通 ソーシャルワーク演習Ⅲ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○

53 基幹科目 ３通 ソーシャルワーク実習 ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

54 基幹科目 ３通 ソーシャルワーク実習指導 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

55 展開科目 ３後 権利擁護と成年後見制度 ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎
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卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

56 展開科目 ４通 社会福祉研究演習Ⅱ ◎ ◎ ◎

57 展開科目 ３前 家族福祉論 ◎ ◎ ◎

58 展開科目 ３後 社会福祉施設経営論 ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎

59 展開科目 ３前 福祉行財政と福祉計画 ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

60 展開科目 ３前 司法福祉論 ◎ ◎ ◎

61 展開科目 ３後 更生保護制度論 ◎ ◎ ◎

62 展開科目 ３後 国際福祉論 ◎ ◎ ◎

63 展開科目 ３前 ソーシャルワーク論Ⅴ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

64 展開科目 ３後 ソーシャルワーク論Ⅵ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

65 展開科目 ３前 精神保健福祉論Ⅰ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

66 展開科目 ３後 精神保健福祉論Ⅱ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○

67 展開科目 ３後 精神保健福祉の理論と相談援助の展開Ⅲ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

68 展開科目 ３通 精神保健福祉援助演習Ⅰ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○

69 展開科目 ４通 精神保健福祉援助演習Ⅱ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎

70 展開科目 ３後 精神保健福祉援助実習Ⅰ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

71 展開科目 ３後 精神保健福祉援助実習指導Ⅰ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

72 展開科目 ４通 精神保健福祉援助実習Ⅱ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

73 展開科目 ４通 精神保健福祉援助実習指導Ⅱ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

74 展開科目 ４通 卒業研究 ◎ ◎ ◎
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　⑷　栄養学科
　【栄養学科履修表（学則別表５カリキュラム）】
　対象学生：平成30年度以後に入学する学生、平成31年度以後に栄養学科に編入する学生
　＜人間総合科学科目＞　

科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

人
間
総
合
科
学
科
目

人
間
と
存
在

１ 思想と歴史 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 人間と歴史 講義 ２ ←→
３ キャリアデザイン 講義 ２ ←→
４ 教育と人間 講義 ２ ←→
５ 個人と組織 講義 ２ ←→
６ 生涯スポーツ（NT） 演習 ２ ←→
７ 生涯発達とライフスタイル 講義 ２ ←→
８ 人間と心理 講義 ２ ←→
９ 人間関係論 講義 ２ ←→

科
学
と
論
理

１ ラーニングスキル 演習 １ ←→ ３単位必修
１単位以上選択２ 人間総合科学演習 演習 １ ←→

３ 統計リテラシー 講義 １ ←→
４ 英語リーディング 講義 １ ←→
５ 医療系科学の基礎 講義 １ ←→
６ 情報機器の操作（Ⅰ）（NT） 講義 １ ←→
７ 情報機器の操作（Ⅱ）（NT） 講義 １ ←→
８ 科学と創造（理論編） 講義 １ ←→
９ 科学と創造（実践編） 講義 １ ←→
10 調査と科学的方法 講義 １ ←→
11 生活と化学 講義 １ ←→

芸
術
と
創
造

１ 人間と音楽 演習 １ ←→ １単位以上選択
２ 人間と美術 演習 １ ←→
３ 人間と文学 演習 １ ←→
４ 人間と演劇 演習 １ ←→

現
代
社
会
と
生
活

１ 生活と環境 講義 ２ ←→ ４単位以上選択
２ 情報社会と対人援助 講義 ２ ←→
３ 災害と地域 講義 ２ ←→
４ 青森の風土と生活 講義 ２ ←→
５ 社会の動態と生活形態 講義 ２ ←→
６ 社会生活と法 講義 ２ ←→
７ メディアリテラシー 講義 ２ ←→
８ 経済と生活 講義 ２ ←→
９ グローバル社会と文化 講義 ２ ←→
10 ジェンダーと社会 講義 ２ ←→

言
語
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

１ 人間関係とコミュニケーションＢ 講義 ２ ←→ ８単位必修
No.７～12のうち、
２単位以上選択

２ English １（NT） 演習 ２ ←→
３ English ２　 演習 ２ ←→
４ English ３ 演習 １ ←→
５ English ４ 演習 １ ←→
６ English Communication 演習 ２ ←→ ←→ ←→ ←→
７ 韓国文化と言語 講義 ２ ←→
８ 中国文化と言語 講義 ２ ←→
９ ロシア文化と言語 講義 ２ ←→
10 スペイン文化と言語 講義 ２ ←→
11 ろう文化と手話 講義 ２ ←→
12 フランス文化と言語 講義 ２ ←→

人間総合科学科目　合計
必修10単位
選択13単位以上
計　23単位以上

       



―　38　―

　＜健康科学部共通科目＞　
科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

健
康
科
学
部
共
通
科
目

ヘ
ル
ス
リ
テ
ラ
シ
ー
科
目

１ ヘルスプロモーション概論 講義 ２ ←→ ９単位必修　　　　
２ ヘルスプロモーション演習 演習 １ ←→
３ 健康情報リテラシー 講義 １ ←→
４ 職業倫理とヘルスコミュニケーション 講義 １ ←→
５ セーフティプロモーション 講義 １ ←→
６ 地域包括支援論 講義 １ ←→
７ ヘルスケアマネジメント論 講義 １ ←→
８ ヘルスケアマネジメント実習 実習 １ ←→

共
通
選
択
科
目

１ ヒューマンケア特殊講義Ⅰ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→ ２単位以上選択
２ ヒューマンケア特殊講義Ⅱ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
３ ヒューマンケア特殊講義Ⅲ 講義 １ ←→ ←→ ←→ ←→
４ グローバルヘルス 講義 １ ←→
５ 性とセクシュアリティ 講義 １ ←→
６ 看護学概論Ⅰ 講義 １ ←→
７ 人間発達援助論 講義 １ ←→
８ 家族援助論 講義 １ ←→
９ 認知症高齢者ケア 講義 １ ←→
10 災害看護学 講義 １ ←→
11 看護関係法規 講義 １ ←→
12 ペイシェント・セーフティ 講義 １ ←→
13 ぺリネイタルケア 講義 １ ←→
14 理学療法原論 講義 １ ←→
15 一般臨床医学 講義 １ ←→
16 画像診断学 講義 １ ←→
17 神経内科学 講義 ２ ←→
18 障害予防概論 演習 １ ←→
19 家族社会学 講義 ２ ←→
20 行政法 講義 ２ ←→
21 ボランティア活動支援論 講義 ２ ←→
22 女性福祉論 講義 ２ ←→
23 医療福祉論　 演習 ２ ←→

健康科学部共通科目　合計
必修９単位　
選択２単位以上
計　11単位以上

　＜専門科目＞　
科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

１ 社会福祉学概論 講義 ２ ←→ 41単位必修
１単位以上選択２ 公衆衛生学Ⅰ 講義 ２ ←→

３ 公衆衛生学Ⅱ 講義 ２ ←→
４ 栄養疫学 講義 １ ←→
５ 解剖生理学Ⅰ 講義 ２ ←→
６ 解剖生理学実験Ⅰ 実験 １ ←→
７ 解剖生理学Ⅱ 講義 ２ ←→
８ 解剖生理学実験Ⅱ 実験 １ ←→
９ 運動生理学 講義 １ ←→
10 生化学Ⅰ 講義 ２ ←→
11 生化学実験Ⅰ 実験 １ ←→
12 生化学Ⅱ 講義 ２ ←→
13 生化学実験Ⅱ 実験 １ ←→
14 微生物学 講義 ２ ←→
15 分子栄養学 講義 １ ←→
16 臨床病態学 講義 ２ ←→
17 薬理学 講義 １ ←→
18 食品学総論 講義 ２ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

専
門
支
持
科
目

19 食品学各論 講義 ２ ←→
20 食品機能論 講義 １ ←→
21 食品学実験Ⅰ 実験 １ ←→
22 食品学実験Ⅱ 実験 １ ←→
23 食品衛生学 講義 ２ ←→
24 食品衛生学実験 実験 １ ←→
25 食品加工学 講義 ２ ←→
26 食品加工学実習 実習 １ ←→
27 調理学 講義 ２ ←→
28 調理学実習Ⅰ 実習 １ ←→
29 調理学実習Ⅱ 実習 １ ←→

基
幹
科
目

１ 基礎栄養学 講義 ２ ←→ 39単位必修
２ 基礎栄養学実験 実験 １ ←→
３ 食事摂取基準論 講義 ２ ←→
４ 栄養アセスメント論 講義 １ ←→
５ ライフステージ栄養学 講義 ２ ←→
６ ライフスタイル栄養学 講義 １ ←→
７ 健康スポーツ栄養学 講義 １ ←→
８ 応用栄養学実習 実習 １ ←→
９ 栄養教育論Ⅰ 講義 ２ ←→
10 栄養教育論Ⅱ 講義 ２ ←→
11 栄養カウンセリング論 講義 ２ ←→
12 栄養教育実習Ⅰ 実習 １ ←→
13 栄養教育実習Ⅱ 実習 １ ←→
14 健康と栄養管理 講義 １ ←→
15 臨床栄養学総論 講義 ２ ←→
16 臨床栄養学各論Ⅰ 講義 ２ ←→
17 臨床栄養学各論Ⅱ 講義 ２ ←→
18 臨床栄養学演習 演習 １ ←→
19 臨床栄養学実習Ⅰ 実習 １ ←→
20 臨床栄養学実習Ⅱ 実習 １ ←→
21 公衆栄養学 講義 ２ ←→
22 地域栄養活動論 講義 ２ ←→
23 公衆栄養学実習 実習 １ ←→
24 給食経営管理論Ⅰ 講義 ２ ←→
25 給食経営管理論Ⅱ 講義 ２ ←→
26 給食経営管理実習 実習 １ ←→

展
開
科
目

１ 総合演習Ⅰ 演習 １ ←→ ９単位必修
２ 総合演習Ⅱ 演習 １ ←→
３ 卒業研究 演習 ３ ←→ ←→
４ 公衆栄養学臨地実習Ⅰ 実習 １ ←→
５ 公衆栄養学臨地実習Ⅱ 実習 １ ←→
６ 給食経営管理臨地実習 実習 １ ←→
７ 臨床栄養学臨地実習Ⅰ 実習 １ ←→
８ 臨床栄養学臨地実習Ⅱ 実習 １ ←→
９ 臨床栄養学臨地実習Ⅲ 実習 １ ←→
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科
目
群

番
号 授業科目名

授業
の
形態　

区分及び
単位数

配当年次
卒　業　要　件１年次 ２年次 ３年次 ４年次

必修 選択 前期 後期 前期 後期 前期 後期 前期 後期

専
門
科
目

栄
養
教
諭
科
目

１ 日本国憲法（NT） 講義 ２ ←→ 24単位選択必修
２ 教職論（NT） 講義 ２ ←→
３ 教育基礎論（NT） 講義 ２ ←→
４ 教育心理学（NT） 講義 １ ←→
５ 教育行政学（NT） 講義 １ ←→
６ 教育課程論（NT） 講義 １ ←→
７ 道徳教育・特別活動論（NT） 講義 １ ←→
８ 教育方法論（NT） 講義 ２ ←→
９ 生徒指導論（NT） 講義 ２ ←→
10 教育相談（NT） 講義 ２ ←→
11 教職実践演習（栄養教諭）（NT） 演習 ２ ←→
12 学校栄養教育論（NT） 講義 ２ ←→
13 食育実践論（NT） 講義 ２ ←→
14 栄養教育実習事前事後指導（NT） 実習 １ ←→
15 栄養教育実習（NT） 実習 １ ←→

専門科目　合計
89単位必修
１単位以上選択
計　90単位以上

卒業要件単位 124単位以上

注）　授業科目名中、（ＮＴ）の表示がある科目は、栄養教諭免許取得希望学生必修科目。
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【カリキュラムマップ】別表５カリキュラム（栄養学科）
＜栄養学科専門科目＞
◎は、その科目で主に教授している力（３つ）、○はこれ以外で該当するもの。

卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養

主
体
的
学
習
力

表
現
力

専
門
的
知
識

専
門
的
技
術

倫
理
的
態
度

キ
ャ
リ
ア
形
成

問
題
解
決
力

ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ

健
康
科
学
リ
テ
ラ
シ
ー

地
域
健
康
課
題
の
理
解

多
職
種
協
働
力

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
トNo. 科目群 開講時期 講義名

１ 専門支持科目 １前 社会福祉学概論 ○ ◎ ◎ ◎ ○

２ 専門支持科目 １後 公衆衛生学Ⅰ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

３ 専門支持科目 ２前 公衆衛生学Ⅱ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

４ 専門支持科目 ３後 栄養疫学 ◎ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○

５ 専門支持科目 １前 解剖生理学Ⅰ ◎ ◎ ○

６ 専門支持科目 １後 解剖生理学実験Ⅰ ◎ ◎ ○ ○ ◎

７ 専門支持科目 １後 解剖生理学Ⅱ ◎ ◎ ○

８ 専門支持科目 ２前 解剖生理学実験Ⅱ ◎ ◎ ○ ○ ◎

９ 専門支持科目 １後 運動生理学 ◎ ◎

10 専門支持科目 １前 生化学Ⅰ ◎ ◎ ○ ◎

11 専門支持科目 ２前 生化学実験Ⅰ ○ ○ ◎ ◎ ◎

12 専門支持科目 １後 生化学Ⅱ ◎ ◎ ○ ◎

13 専門支持科目 ２後 生化学実験Ⅱ ○ ○ ◎ ◎ ◎

14 専門支持科目 ２後 微生物学 ◎ ◎

15 専門支持科目 ３後 分子栄養学 ◎ ◎ ○ ◎

16 専門支持科目 ２後 臨床病態学 ◎ ◎ ○

17 専門支持科目 ４前 薬理学 ◎

18 専門支持科目 １前 食品学総論 ◎ ◎ ◎

19 専門支持科目 １後 食品学各論 ◎ ◎ ◎

20 専門支持科目 ３後 食品機能論（選択） ○ ◎ ◎

21 専門支持科目 １前 食品学実験Ⅰ ◎ ○ ◎ ◎

22 専門支持科目 １後 食品学実験Ⅱ ○ ◎ ◎ ◎

23 専門支持科目 ２前 食品衛生学 ◎ ◎ ◎

24 専門支持科目 ２後 食品衛生学実験 ◎ ◎ ◎

25 専門支持科目 ３前 食品加工学 ◎ ◎ ◎

26 専門支持科目 ３後 食品加工学実習 ◎ ◎ ◎

27 専門支持科目 １前 調理学 ◎ ◎ ◎

28 専門支持科目 １後 調理学実習Ⅰ ◎ ◎ ◎

29 専門支持科目 ２前 調理学実習Ⅱ ◎ ◎ ◎

30 基幹科目 １後 基礎栄養学 ○ ◎ ◎ ◎

31 基幹科目 ２前 基礎栄養学実験 ○ ◎ ◎ ◎

32 基幹科目 ２前 食事摂取基準論 ◎ ◎ ◎ ○ ○

33 基幹科目 １後 栄養アセスメント論 ◎

34 基幹科目 ２前 ライフステージ栄養学 ◎ ◎ ◎

35 基幹科目 ２後 ライフスタイル栄養学 ○ ◎ ◎ ◎

36 基幹科目 ３前 健康スポーツ栄養学 ◎ ◎ ◎

37 基幹科目 ２後 応用栄養学実習 ◎ ◎ ◎

38 基幹科目 ２後 栄養教育論Ⅰ ◎ ◎ ◎

39 基幹科目 ３前 栄養教育論Ⅱ ◎ ◎ ◎

40 基幹科目 ３後 栄養カウンセリング論 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

41 基幹科目 ３前 栄養教育実習Ⅰ ○ ◎ ◎ ○ ○

42 基幹科目 ３後 栄養教育実習Ⅱ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○

43 基幹科目 １前 健康と栄養管理 ◎ ◎ ◎

44 基幹科目 ２前 臨床栄養学総論 ◎ ◎ ◎

45 基幹科目 ２後 臨床栄養学各論Ⅰ ◎ ◎ ○

46 基幹科目 ３前 臨床栄養学各論Ⅱ ◎

47 基幹科目 ３前 臨床栄養学演習 ◎ ○ ◎ ◎

48 基幹科目 ３前 臨床栄養学実習Ⅰ ◎ ◎ ◎

49 基幹科目 ３後 臨床栄養学実習Ⅱ ◎ ◎ ◎

50 基幹科目 ２前 公衆栄養学 ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎

51 基幹科目 ２後 地域栄養活動論 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

52 基幹科目 ３前 公衆栄養学実習 ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

53 基幹科目 １後 給食経営管理論Ⅰ ◎ ◎ ◎

54 基幹科目 ２前 給食経営管理論Ⅱ ◎ ◎ ◎

55 基幹科目 ２後 給食経営管理実習 ◎ ◎ ◎
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卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力

学習キーワード

教
養
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体
的
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力

専
門
的
知
識

専
門
的
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理
的
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度
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成
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解
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力
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ィ
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・
シ
ン
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ン
グ
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康
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解
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力
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ー
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ー
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ッ
プ
・
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トNo. 科目群 開講時期 講義名

56 展開科目 ３通 公衆栄養学臨地実習Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎

57 展開科目 ３通 給食経営管理臨地実習 ◎ ◎ ◎

58 展開科目 ３後４前 卒業研究 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○

59 展開科目 ３後 公衆栄養学臨地実習Ⅱ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

60 展開科目 ４前 総合演習Ⅰ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

61 展開科目 ４後 総合演習Ⅱ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

62 展開科目 ４通 臨床栄養学臨地実習Ⅰ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

63 展開科目 ４通 臨床栄養学臨地実習Ⅱ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎

64 展開科目 ４通 臨床栄養学臨地実習Ⅲ ◎ ◎ ◎

１ 栄養教諭 １後 日本国憲法 ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

２ 栄養教諭 １後 教育心理学 ◎ ◎ ◎

３ 栄養教諭 ２前 教育基礎論 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

４ 栄養教諭 ２前 生徒指導論 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ○

５ 栄養教諭 ２前 教育相談 ◎ ◎ ◎

６ 栄養教諭 ２後 教育課程論 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

７ 栄養教諭 ２後 教育方法論 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

８ 栄養教諭 ３前 道徳教育・特別活動論 ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○

９ 栄養教諭 ３前 学校栄養教育論 ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

10 栄養教諭 ３前 食育実践論 ○ ◎ ◎ ○ ○

11 栄養教諭 ３後 教職論 ◎ ◎ ◎

12 栄養教諭 ３後 教育行政学 ◎ ◎ ◎

13 栄養教諭 ４通 栄養教育実習事前事後指導 ◎ ◎ ◎

14 栄養教諭 ４通 教職実践演習（栄養教諭） ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○

15 栄養教諭 ４通 栄養教育実習 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○
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【カリキュラムマップ】別表５カリキュラム（看護学科、理学療法学科、栄養学科）、別表６カリキュラム（社会福祉学科）
＜学科共通（人間総合科学科目、ヘルスリテラシー科目、共通選択科目）＞
◎は、その科目で主に教授している力（３つ）、○はこれ以外で該当するもの。

卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力
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識
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トNo. 科目群 開講時期 講義名

１ 人間と存在 １前 思想と歴史 ◎

２ 人間と存在 １前 人間と歴史 ◎

３ 人間と存在 １前 キャリアデザイン ◎ ◎ ◎

４ 人間と存在 １前 教育と人間 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

５ 人間と存在 １前 個人と組織 ◎ ◎

６ 人間と存在 １後 生涯スポーツ ◎ ◎ ○ ◎ ○

７ 人間と存在 １後 生涯発達とライフスタイル ◎ ◎

８ 人間と存在 １後 人間と心理 ◎ ◎ ◎

９ 人間と存在 ２後 人間関係論 ◎ ◎ ○ ◎

10 科学と論理 １前 ラーニングスキル ◎ ◎

11 科学と論理 １前 人間総合科学演習 ◎ ◎ ◎

12 科学と論理 １前 統計リテラシー ○ ○ ◎ ◎ ◎

13 科学と論理 １前 英語リーディング ◎ ◎ ◎ ○

14 科学と論理 １前 医療系科学の基礎 ◎ ◎ ◎

15 科学と論理 １前 情報機器の操作（Ⅰ） ◎ ◎

16 科学と論理 １後 情報機器の操作（Ⅱ） ◎ ◎

17 科学と論理 １後 科学と創造（理論編） ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

18 科学と論理 １後 科学と創造（実践編） ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

19 科学と論理 １後 調査と科学的方法 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○

20 科学と論理 ２前 生活と化学 ◎ ○ ◎

21 芸術と創造 ２前 人間と音楽 ◎ ◎ ◎

22 芸術と創造 ２前 人間と美術 ◎ ◎

23 芸術と創造 ２前 人間と文学 ◎ ◎

24 芸術と創造 ２前 人間と演劇 ◎ ◎ ○ ○

25 現代社会と生活 １後 生活と環境 ◎ ◎ ○ ◎

26 現代社会と生活 １後 情報社会と対人援助 ◎ ○ ◎ ◎ ○

27 現代社会と生活 １後 災害と地域 ◎ ◎ ○

28 現代社会と生活 １後 青森の風土と生活 ◎ ○

29 現代社会と生活 １後 社会の動態と生活形態 ◎ ◎

30 現代社会と生活 １後 社会生活と法 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

31 現代社会と生活 １後 メディアリテラシー ◎ ◎ ◎

32 現代社会と生活 ２前 経済と生活 ◎ ◎

33 現代社会と生活 ２前 グローバル社会と文化 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○

34 現代社会と生活 ２前 ジェンダーと社会 ◎ ◎

35 言語とコミュニケーション ２前 人間関係とコミュニケーション ◎ ◎ 〇 ◎

36 言語とコミュニケーション １前 English １ ◎ ◎ ○ ○

37 言語とコミュニケーション １後 English ２　 ◎ ◎ ○ ○

38 言語とコミュニケーション ２前 English ３ ◎ ◎ ◎ ○ ○

39 言語とコミュニケーション ２後 English ４ ◎ ◎ ◎ ○ ○

40 言語とコミュニケーション １～４通年 English Communication ◎ ◎ ◎ ○ ○

41 言語とコミュニケーション １前 韓国文化と言語 ◎ ◎ ◎

42 言語とコミュニケーション １前 中国文化と言語 ◎ ◎

43 言語とコミュニケーション １前 ロシア文化と言語 ◎ ◎ ◎

44 言語とコミュニケーション １前 スペイン文化と言語 (30) ◎ ○ ◎

45 言語とコミュニケーション １後 ろう文化と手話 ◎ ◎ ◎

46 言語とコミュニケーション １後 フランス文化と言語 (30) ◎ ○ ◎

47 ヘルスリテラシー科目 １前 ヘルスプロモーション概論 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎

48 ヘルスリテラシー科目 １前 ヘルスプロモーション演習 ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

49 ヘルスリテラシー科目 １後 健康情報リテラシー ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

50 ヘルスリテラシー科目 ２前 職業倫理とヘルスコミュケーション ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ○

51 ヘルスリテラシー科目 ２後 セーフティプロモーション ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎

52 ヘルスリテラシー科目 ３前 地域包括支援論 ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○

53 ヘルスリテラシー科目 ４前 ヘルスケアマネジメント論 ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎

54 ヘルスリテラシー科目 ４後 ヘルスケアマネジメント実習 ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

55 共通選択科目 １～４通 ヒューマンケア特殊講義Ⅰ ◎ ◎ ○
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卒業時身につけている能力（ディプロマ・ポリシーより） 自らを高める力 専門的知識に根差した実践力 創造力 統合的実践力
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トNo. 科目群 開講時期 講義名

56 共通選択科目 １～４通 ヒューマンケア特殊講義Ⅱ ◎ ◎ ◎ ○

57 共通選択科目 １～４通 ヒューマンケア特殊講義Ⅲ ○ ◎ ○

58 共通選択科目 １前 グローバルヘルス ※看護学科専門科目の頁を参照

59 共通選択科目 １後 性とセクシュアリティ

60 共通選択科目 １前 看護学概論Ⅰ

61 共通選択科目 １後 人間発達援助論

62 共通選択科目 ２後 家族援助論

63 共通選択科目 ３前 認知症高齢者ケア

64 共通選択科目 ３後 災害看護学

65 共通選択科目 ２後 看護関係法規

66 共通選択科目 ３後 ペイシェント・セーフティ

67 共通選択科目 ３後 ペリネイタルケア

68 共通選択科目 １前 理学療法原論 ※理学療法学科専門科目の頁を参照

69 共通選択科目 １後 一般臨床医学

70 共通選択科目 ２後 画像診断学

71 共通選択科目 ２後 神経内科学

72 共通選択科目 ３前 障害予防概論

73 共通選択科目 １後 家族社会学 ※社会福祉学科専門科目の頁を参照

74 共通選択科目 ２前 行政法

75 共通選択科目 １後 ボランティア活動支援論

76 共通選択科目 ２前 女性福祉論

77 共通選択科目 ３後 国際ボランティア論

78 共通選択科目 ３前 医療福祉論

79 共通選択科目 １後 日本国憲法 ※栄養学科専門科目の頁を参照

80 共通選択科目 ３後 食品機能論
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2018年度（平成30年度）青森県立保健大学 学事暦表
＜前期＞

日 月 火 水 木 金 土

３
月

18 19 20 21
春分の日

22 23 24

25 26 27 28 29 ４年ガイダンス
４年健康診断

30 ２・３年ガイダンス
２・３年健康診断

31

４
月

１ ２ ３
入学式

４
前期授業開始
１年ガイダンス
１年健康診断

５
１年導入時教育

６
１年導入時教育

７
新入生研修

８
新入生研修

９
（１年のみ全日休講）

10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29
昭和の日

30
振替休日

１ ２ ３
憲法記念日

４
みどりの日

５
こどもの日

５
月

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26
公開講座

27 28 29 30 31 １ ２ 開学20周年
記念式典

６
月

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 公開講座
（アウガ会場）

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23 公開講座
（下北会場）

24 25 26 27 28 29 30

７
月

１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
公開講座

８ ９ 10 11 12 13 14

15 16
海の日

17 18 19 20 21
公開講座

22 23 24 25
定期試験

26
定期試験

27
定期試験

28

29 30
定期試験

31
定期試験

１
補講日

２ 補講日
じょっぱり隊

３
じょっぱり隊

４
じょっぱり隊

８
月

５
オープンキャンパス

６ ７ ８ ９ 10 11
山の日

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25 編入学・社会人
特別選抜試験

26 27
追・再試験

28
追・再試験

29
追・再試験

30
集中講義

31
集中講義

１

９
月

２ ３
集中講義

４
集中講義

５
集中講義

６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15
AO２次試験

16 17
敬老の日

18 19 20
１・２年ガイダンス

21
３・４年ガイダンス

22

実　習　計　画

看護 理学療法 社会福祉 栄養

臨
床
評
価
学
実
習
（
３
年
）
月
・
木
午
後

総
合
臨
床
実
習
（
４
年
）
Ⅰ
期

精
神
保
健
福
祉
士
援
助
実
習
Ⅱ
（
４
年
）

看護マネジメント実習
（４年）

看護統合実習
（４年）

経
過
別
・
発
達

援
助
実
習
Ⅰ

（
３
年
）

総
合
臨
床
実
習
（
４
年
）
Ⅱ
期

臨
床
栄
養
学
臨
地
実
習
Ⅰ
・
Ⅱ
（
４
年
）

栄
養
教
育
実
習
（
４
年
）

在
宅
看
護
実
習
（
４
年
）

地
域
保
健
継
続
実
習
（
４
年
）

経
過
別
・
発
達

援
助
実
習
Ⅰ

（
３
年
）

給
食
経
営
管
理

臨
地
実
習
（
３
年
）

公
衆
栄
養
学

臨
地
実
習
Ⅰ
（
３
年
）

経
過
別
・
発
達

援
助
実
習
Ⅰ

（
３
年
）

社会福祉
基礎実習
Ⅰ（１年）

地域保健
展開実習
（４年）

社
会
福
祉
基
礎
実
習
Ⅱ
（
２
年
）

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実
習
（
３
年
）

精
神
保
健
福
祉
士
援
助
実
習
Ⅱ
（
４
年
）

給
食
経
営
管
理
臨
地
実
習

（
３
年
）

助
産
学
実
習
（
４
年
）

地
域
保
健
展
開
実
習

（
４
年
）

（注）　　　　　　授業日 ・前期履修登録期間　　　　　　平成30年３月29日～４月13日（最終日正午まで）
・前期履修登録確認期間　　　　平成30年４月16日～４月20日
・青森ねぶた祭　　　　　　　　平成30年８月２日～８月７日
・ケア付きねぶたじょっぱり隊　平成30年８月２日～８月４日
・オープンキャンパス　　　　　平成30年８月５日

＜後期＞
日 月 火 水 木 金 土

９
月

23
秋分の日

24
振替休日

25
後期授業開始

26 27 28 29
AO3次試験

30 １ ２ ３ ４ ５ 大学祭準備
（午後休講）

６
大学祭

10
月

７
大学祭

８
体育の日

９ 10 11 12 13
大学院入試1期

14 15 16 17 18 19 20

21 22 23 24 25 26 27

28 29 30 31 １ ２ ３

11
月

４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
文化の日

11 12 13 14 15 16 17 センター入試
プレテスト

18 19 20 21 22 23 勤労感謝の日
特別選抜試験

24

25 26 27 28 29 30 １

12
月

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８

９ 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23
天皇誕生日

24
振替休日

25 26 27 28 29

30 31 １
元日

２ ３ ４ ５

１
月

６ ７ ８ ９ 10 11 12

13 14
成人の日

15 16 17 18 センター試験準備
（午後休講）

19 大学入試
センター試験

20 大学入試
センター試験

21 22 23 24 25
補講日

26

27 28
定期試験

29
定期試験

30
定期試験

31
定期試験

１
定期試験

２

２
月

３ ４
集中講義

５
集中講義

６
集中講義

７
集中講義

８
集中講義

９
大学院入試2期

10 11
建国記念の日

12 13 14 15 16

17 18 19
追・再試験

20
追・再試験

21
追・再試験

22 23

24 25
前期日程試験

26 27 28 １ ２

３
月

３ ４ ５ ６ ７ 卒業証書・
学位記授与式

８ ９

10 11 12
後期日程試験

13 14 15 16

17 18 19 20 21
春分の日

22 23

24 25 26 27 28 29 30

31

実　習　計　画

看護 理学療法 社会福祉 栄養

基
礎
看
護
実
習
Ⅰ
（
１
年
）

助
産
学
実
習

（
４
年
）

地
域
保
健
継
続
実
習
（
４
年
）

ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
実
習

（
３
年
）

精神保健福
祉士援助実
習Ⅱ（４年）

臨
床
栄
養
学
実
習
Ⅲ
（
４
年
）

栄
養
教
育
実
習

（
４
年
）

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
習
（
４
年
）

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
習
（
４
年
）

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
習
（
４
年
）

ヘ
ル
ス
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

実
習
（
４
年
）

基
礎
看
護
実
習
Ⅱ
（
２
年
）

経
過
別
発
達

援
助
実
習
Ⅱ

（
３
年
）

経
過
別
発
達

援
助
実
習
Ⅱ

（
３
年
）

助
産
学
実
習
（
４
年
）

経
過
別
発
達

援
助
実
習
Ⅱ

（
３
年
）

地
域
看
護
学
実
習

（
３
年
）

初
期
総
合
臨
床
実
習
（
３
年
）

精
神
保
健
福
祉
士
援
助
実
習
Ⅰ

（
３
年
）

公
衆
栄
養
学
臨
地

実
習
Ⅰ
（
３
年
）

・後期履修登録期間　　　平成30年９月20日～９月28日（最終日正午まで） 
・後期履修登録確認期間　平成30年10月１日～10月５日 
・消防訓練　　　　　　　平成30年９月28日 
・海外授業　　　　　　　平成31年２月22日～３月17日 

＜入学者選抜試験日程＞  ※学内立ち入り禁止
 ・編入学試験及び特別選抜（社会人）　平成30年８月25日 
 ・大学院入学試験　　　　　　　　　 平成30年10月13日、平成31年２月９日
 ・ＡＯ２次選抜試験　　　　　　　　 平成30年９月15日
 ・ＡＯ３次選抜試験　　　　　　　　 平成30年９月29日
 ・センター入試プレテスト　　　　　 平成30年11月10日
 ・特別選抜（推薦入試 ･帰国子女）　　平成30年11月23日
 ・大学入試センター試験　　　　　　 平成31年１月19日、１月20日
 ・前期日程入学試験　　　　　　　　 平成31年２月25日
 ・後期日程入学試験　　　　　　　　 平成31年３月12日
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Ⅲ　学　事　暦

 2 0 1 8年度（平成30年度）　学 事 暦 

　◆前期◆
　　　　　　　　　　定期健康診断（１年生）：４月４日（水）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（２年生）：３月30日（金）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（３年生）：３月30日（金）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（４年生）：３月29日（木）
　　　　　　　　　　　ガイダンス（１年生）：４月４日（水）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（２年生）：３月30日（金）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（３年生）：３月30日（金）
　　　　　　　　　　　　 〃　　　（４年生）：３月29日（木）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 入学式：４月３日（火）
　　　　　　　　　　　　　　 前期授業開始：４月４日（水）
　　　　　　　　　　　　　　 履修登録期間：３月29日（木）～４月13日（金）正午
　　　　　　　　　　　　 履修登録確認期間：４月16日（月）～４月20日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　 新入生研修：４月７日（土）～４月８日（日）
　　　　　　　　　　　　　　 前期定期試験：７月25日（水）～７月31日（火）
　　　　　　　　　　　　　　　　 夏季休業：８月３日（金）～９月19日（水）
　　　　　　　　　　　　　　　　 集中講義：８月30日（木）～９月５日（水）
　　　　　 ＜備考＞　前期追試験及び再試験：８月27日（月）～８月29日（水）

　◆後期◆
　　　　　　　　　　　ガイダンス（１年生）：９月20日（木）
　　　　　　　　　　　　　〃　　 （２年生）：９月20日（木）
　　　　　　　　　　　　　〃　　 （３年生）：９月21日（金）
　　　　　　　　　　　　　〃　　 （４年生）：９月21日（金）
　　　　　　　　　　　　　　 後期授業開始：９月25日（火）
　　　　　　　　　　　　　　 履修登録期間：９月20日（木）～９月28日（金）正午
　　　　　　　　　　　　 履修登録確認期間：10月１日（月）～10月５日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　　 大学祭：10月６日（土）・10月７日（日）
　　　　　　　　　　　　　　　　 冬季休業：12月25日（火）～１月４日（金）
　　　　　　　　　　　　　　 後期定期試験：１月28日（月）～２月１日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　 集中講義：２月４日（月）～２月８日（金）
　　　　　　　　　　　　　　　　 春季休業：２月12日（火）～３月31日（日）
　　　　　　　　　 卒業証書・学位記授与式：３月７日（木）
　　　　　 ＜備考＞　後期追試験及び再試験：２月19日（火）～２月21日（木）
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Ⅳ　履修の概要

１　単位制

　大学における学修は、単位制で行われます。授業科目にはそれぞれ所定の単位数が定
められています。
　学生は、在学期間内に卒業に必要な単位を修得しなければ卒業できません。

２　学年・学期

　学年は４月１日から始まり、翌年３月31日で終わります。本学では学期を、次のよう
に前期及び後期の二学期に分けています。この学期を本学では「セメスター」と呼び、
大学の４年間は８セメスターからなっています。

　　注）カリキュラムの進行上、授業の開始・終了時期が一部、複数のセメスターにまた
　　　がることがあります。

３　授業時間

４　教育課程（カリキュラム）

　授業は、学則その他で定められた教育課程（カリキュラム）に基づいて行われます。
本学では、平成30年度（2018年度）からカリキュラムの一部を改正し、平成30年度入学
生から適用しています。
　学科別に、入学及び編入学年度ごとに適用されるカリキュラムが異なりますので、学
生便覧26頁以降の「授業科目一覧表・カリキュラムマップ」及び大学ホームページの「シ
ラバス」をよく確認して、計画的な履修を行ってください。

前　期 　４月１日　～　９月３０日

後　期 １０月１日　～　３月３１日

時　　限 授　　業　　時　　間

第１時限 　８：４０～１０：１０

第２時限 １０：２０～１１：５０

第３時限 １２：４０～１４：１０

第４時限 １４：２０～１５：５０

第５時限 １６：００～１７：３０

第６時限 １７：４０～１９：１０
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【入学等の年次別適用カリキュラム】

5　授業科目の区分

　　授業科目は、次のとおり区分されます。
　⑴　授業形態による区分
　　　授業科目は、授業の形態により３つに区分されます。
　　　：講義科目、演習科目、実習（実験）科目

　⑵　教育課程による区分
　　　授業科目は、教育課程により大きく次のように区分されます。
　　　　　　人間総合科学科目
　　　　　　健康科学部共通科目

　　　　　　専門科目　　　　　専門支持科目
　　　　　　　　　　　　　　　基幹科目
　　　　　　　　　　　　　　　展開科目
　　　　　　　　　　　　　　　保健学コース（看護学科選択）
　　　　　　　　　　　　　　　助産学コース（看護学科選択）
　　　　　　　　　　　　　　　栄養教諭科目（栄養学科選択）

入学生
（平成30年度以後入学）

編入学生
（平成26年度以後編入学）

編入学生
（平成31年度以後編入学）

編入学生
（平成32年度以後編入学）

看　 護　 学　 科
別表５

カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表４カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表４カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表５カリキュラム適用

理 学 療 法 学 科
別表５

カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表４カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表４カリキュラム適用
＜３年次編入＞

別表５カリキュラム適用

社 会 福 祉 学 科
別表６

カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表５カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表６カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表６カリキュラム適用

栄　 養　 学　 科
別表５

カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表４カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表５カリキュラム適用
＜２年次編入＞

別表５カリキュラム適用

ヘルスリテラシー科目
共通選択科目
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　　①　人間総合科学科目
　人間として総合的に理解できる科学的な知識や、人に接する豊かな心、人間性を　　
育むための科目群です。

　　②　健康科学部共通科目
　保健医療福祉の連携、協力の意識を高め、共通の価値観を養うことを目的として　　
いる科目群です。

　　　ア　ヘルスリテラシー科目
　地域ヘルスリテラシー向上の側面から、４学科の専門職性を超えたチームケア　　　
の基礎を学び、ヒューマンケアを実践・統合できる豊かな人間性を備えた人材の　　　
育成を目指す科目群です。

　　　イ　共通選択科目
　他学科において開講されている専門科目や、専門領域以外の関連する公開講座、　　　
特別講義等を選択することにより、他領域の理解を深めることを目指す科目群で　　　
す。

　　③　専門科目
　専門科目とは、看護、理学療法、社会福祉、栄養の各分野間での連携ができるプ　　
ロフェッショナリズムの涵養を目指す科目群であり、次の６分類から構成されてい　　
ます。

　　　ア　専門支持科目
　　　　　専門教育を支持する基礎的知識及び関連する知識を学ぶための科目群です。
　　　イ　基幹科目
　　　　　専門科目の中で核となる科目群です。
　　　ウ　展開科目
　　　　　基幹科目を中心に、応用・実践してゆく科目群です。
　　　エ　保健学コース
　　　　　卒業時に保健師の国家試験受験資格を希望する学生が選択するコースです。
　　　オ　助産学コース
　　　　　卒業時に助産師の国家試験受験資格を希望する学生が選択するコースです。
　　　カ　栄養教諭科日
　　　　　栄養教諭一種免許状を取得するための科目群です。

　⑶　履修要件による区分
　　　授業科目は、履修要件により次の２つに区分されます。
　　①　必修科目
　　　　卒業のために必ず履修しなければならない科目です。
　　②　選択科目

　一定の教育目的を持つ科目群の中から、任意に選択して履修できる科目であって、　　
卒業のために一定数以上の単位を修得しなければならない科目です。
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　⑷　授業を受ける際の注意事項
　本学では、授業の開始・終了時にチャイムがなりません。学生は、各自自分の責任　　
において開始時刻を確認し、数分前までに着席して静かに授業の開始を待ってくださ
い。
　授業開始後に入室したり、やむを得ず退室する際は、必ず教員の了解を得てから行っ
てください。なお、その際は授業の妨げにならないよう最大限の注意を払うことが学
生としてのマナーです。
　授業中も、教員の指示に従い、真摯な態度で授業を受けることが必要です。私語、　
携帯電話の使用、居眠り等は厳に慎み、授業の進行を妨げることのない授業態度で望　　
むことは、学生としての基本的マナーです。
　また、教室内では飲食は全面禁止ですので、食べ物、飲み物は持ち込んではいけま　
せん。

６　単位の算定基準

　卒業するためには、所定の修学年限を満たすとともに、以下の定められた時間を学習
し、試験等に合格して得られた単位数が各学科の定めた単位数を満たす必要があります。
　大学設置基準第21条において、「１単位の授業科目を45時間の学習を必要とする内容
をもって構成すること」とされています。これを基準とし、授業の方法（講義・演習、
実習・実験）に応じ、授業時間外の学習を考慮し、単位を定めています。
　具体的には、１単位を学修するために下記のとおりの学習時間が必要です。
　◎講義・演習：15時間（授業時間外に必要な学習時間は30時間以上）
　　　　　　　　～30時間（授業時間外に15時間以上）の授業をもってｌ単位
　◎実習・実験：30時間（授業時間外15時間以上）
　　　　　　　　～45時間（授業時間外に０時間以上）の授業をもって１単位
　大学における授業時間は、原則として１コマ２時間（120分）です。したがって、講
義１単位15時間の場合は7.5コマ、演習１単位30時間の場合は15コマ、実験実習１単位
45時間の場合は22.5コマの授業時間が必要となりますが、本学では現在１コマを90分で
時間割を編成しています。このため、２時間との時間差30分は、学生自らが自主的、主
体的に各時限の授業科目の予習及び復習に充てることが不可欠です。また、さらに、こ
れに加えて上記の授業時間外の学習時間が必要となります。

７　入学前の既修得単位の認定

⑴　本学入学前に、他の大学または短期大学を卒業あるいは中途退学し、新たに本学に　
入学した学生は、その履修単位について教育上有益と認めるときは、60単位を超えな
い範囲で本学において履修したものとして単位認定を受けることが可能です（学則第
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40条参照）。
⑵　編入学生の既修得単位の認定については、編入学規程第７条及び健康科学部編入学　
生の履修に関する取扱内規に規定されています。

　　看護学科及び理学療法学科編入学生は82単位、社会福祉学科及び栄養学科編入学生　　
にあっては62単位を超えない範囲内と規定されています。

⑶　既修得単位の認定申請は、入学及び編入学後の最初の履修登録期間内に行わなけれ　　
ばなりません。４月に入学した学生及び編入学生は最初の年度の４月の履修登録期間　
内に、希望する全ての科目を認定申請する必要があります。

　　申請期間や方法等の詳細については、管理・図書館棟１階の掲示板に掲示すると共
に、４月に行われる学部の履修ガイダンスの際に説明します。

　　これ以降の申請は受け付けられませんので、申請を希望する学生は掲示等に注意し
申請を行ってください。

⑷　審査結果については、個別にお知らせします。
⑸　入学前の既修得単位として認定された科目であっても、履修登録は他の授業科目と　
同様に学生本人が行わなければなりません。申請した時点で、必ず履修登録を行って　　
ください。

８　卒業要件

　卒業に最低限必要な単位数について、各学科ごとの状況は以下のとおりです。
　次の年次で履修しようとしても、学外実習等で授業に出席できなかったり、上級年次
の必修科目と時間割が重複して履修できないことがあります。それぞれ配当されている
年次に修得できるように、計画的な履修を心掛けてください。

　　○平成30年度以後入学生

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科
別表５ 別表５ 別表６ 別表５

必修 選択 合計 必修 選択 合計 必修 選択 合計 必修 選択 合計

人間総合科学科目 10 13 23 10 13 23 10 13 23 10 13 23

健康科学部共通科目 9 2 11 9 2 11 9 2 11 9 2 11

専
門
科
目

専門支持科目 19 2 21 28 3 31 7 9 16 41 1 42

基 幹 科 目 57 5 62 30 2 32 30 26 56 39 39

展 開 科 目 8 8 26 1 27 8 10 18 9 9

合　　　　計 103 22 125 103 21 124 64 60 124 108 16 124
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　　○平成30年度入学編入学生

９　履修登録について

　⑴　履修登録とは
　本学学生が卒業及び学位の認定を受けるためには、学則に定められた所定の科目を　
履修し、単位を修得しなければなりません。そのために必要なのが『履修登録』です。
　履修登録は学則の他、本学履修規程第２条に定められています。指定された期日ま　
でに所定の手続きを行うことが必要です。
　履修登録を行わなかった場合は、たとえ授業に出席していても、その科目の単位を　
修得できません。

　⑵　履修の特例（「再履修」と「再受験」）
　　①　「再履修」

　ある年度に履修登録したが、その履修登録した年度に単位を修得できなかった場　　
合、翌年度以降に「再履修」することができます。

　　②　「再受験」
　「再履修」においても、通常の履修の場合と同様に、単位取得のためには授業実　　
施時間数の３分の２以上出席しなければなりません。
　しかし、再履修しようとする科目が、他の必修科目・選択科目、実習等と重複し　　
ている等により、必要とされる出席数が確保できない場合があります。
　授業に出席できない理由がやむを得ないと認められる場合に限り、授業の一部に　　
出席しないで試験を受けて評価を受けることができます。
　これを「再受験」といいます。「再受験」の申請要件は、次の３つです。

　　　○　前年度に履修した科目であること。
　　　○　前年度に履修した際の出席数が授業実施時間数の３分の２以上であること。
　　　○　当該科目の前年度の成績がＤ評価であること。

　「再受験」の可否は、提出された申請書に基づき、科目責任者等が判断します。　　　

看護学科 理学療法学科 社会福祉学科 栄養学科
別表４ 別表４ 別表５ 別表４

必修 選択 合計 必修 選択 合計 必修 選択 合計 必修 選択 合計

人間総合科学科目 13 15 28 13 15 28 13 15 28 13 15 28

健康科学部専門科目 4 2 6 4 2 6 4 2 6 4 2 6

専
門
科
目

専門支持科目 18 3 21 30 3 33 13 8 21 40 1 41

基 幹 科 目 44 8 52 27 2 29 36 20 56 40 40

展 開 科 目 9 8 17 27 1 28 8 5 13 9 9

合　　　　計 88 36 124 101 23 124 74 50 124 106 18 124
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３科目以上の申請の場合は、全ての科目が可となるとは限りません。
　　　　申請の時期や手続き方法については、履修登録期間に掲示板に掲示します。

　⑶　履修登録の時期
　履修登録は、各セメスター（通年配当科目にあっては前期）の始めに設定されてい　
る『履修登録期間』内に行わなければなりません（本学履修規程第２条第１項参照）。
　この『履修登録期間』は各年度の学事暦（学生便覧参照）に記載されています。

　⑷　履修登録の方法
　履修登録はコンピューターによるキャンパスメイトからのオンライン入力により、
学生本人が行います。
　この端末からの入力は、履修登録期間内（最終日については正午まで）に、情報処
理教室、ＬＴ教室、自習室、図書館にて行うことができます（いずれも各施設の利用
時間内に限る。）。

　⑸　履修登録内容の確認と修正
①　『履修登録期間』終了後、教務学生課では登録された履修内容を「履修登録確認　　
表」として印刷し、学生に対し配付します。

②　これを教務学生課窓口で受け取った学生は、自らの責任において履修登録確認表　　
に記載されている全ての内容を確認し、必要があれば事務局に対し、修正の申し出
を行ってください。

③　前記②に定める確認及び修正の期間は、「履修登録確認期間」として、学事暦に　　
記載されています。この履修登録確認期間内に事務局窓口の取扱時間内に申し出て
ください。

④　履修登録確認期間経過後の登録内容の変更は、原則として認められませんので、　　
必ず履修登録確認期間内に確認を行ってください。

　⑹　他大学との単位互換
　本学では平成22年度から他の大学等との単位互換を行っています。詳細は各学期の　
履修ガイダンスで周知します。

　　①　履修の方法
ア　単位互換を希望する学生は、受入大学が開講する授業科目のシラバス、時間割　　　
等を事務局（教務学生課）で受領し、定められた期限内に手続きを行ってください。
イ　履修にあたっては、本学と受入大学の時間割を十分に考慮し、無理のない履修　　　
計画を立てるようにしてください。
ウ　受入大学では、「特別聴講学生」として履修することになります。

　　②　修得した科目・単位等の扱い
ア　修得した科目は、人間総合科学科目、健康科学部共通科目、専門科目のいずれ　　　



Ⅳ　

履
修
の
概
要

―　59　―

かの「選択科目」とします。
イ　修得した単位は、60単位を越えない範囲で本学の卒業要件単位数に算入されま　　　
す。

　　③　授業料の免除
　単位互換制度に基づき、受入大学の科目を履修する場合の授業料は免除されます。

10　履修登録上限単位数（ＣＡＰ制）について

　　１単位あたりの学習時間数を実質的に確保するための制度です。
　取得できる単位数は、セメスター（前期・後期）それぞれ24単位を上限とします。
　なお、栄養教諭コースは上限を超えての履修が可能です。
　また、学習時間の確保等の条件を満たすことで学部長が許可した場合は特例として、
上限を超えての履修が可能です。この場合は、各学科の教務委員と相談のうえ、履修登
録期間中になるべく速やかに手続きしてください。

11　看護学科における資格取得

⑴　保健師
　卒業時に保健師の国家試験受験資格を希望する学生が選択するコースです。３年次
夏季休業中に希望をとります。下記の方法で選抜します。保健学コースを選択できる
学生は30名（編入生を含む）です。なお、保健学コースと助産学コースの２つは選択
できないことになっています。

　①　選抜方法
　３年次前期までに行われた『公衆衛生学』、『保健統計学』、『健康教育論』、『疫学』
および３年次前期に行われる『地域看護学』の試験等の成績を中心に、１年前期か
ら３年前期までのその他の科目の成績、選択志望書、面接により総合的に評価し、
選抜します。　　　

　②　卒業要件と保健師国家試験受験資格
　看護学科の卒業に必要な単位は125単位ですが、保健師国家試験受験資格を得る
ためには、それに加えて、保健学コース指定科目７科目12単位を履修することが必
要です。保健学コースを志望する学生は、選抜前までに次の選択科目を履修または
登録してください。
　『疫学』、『健康政策学』（それ以外の科目は必修科目になっています。）　　

　③　その他の留意事項
　保健学コース指定科目12単位のうち４単位は、学外実習です。実習は４年次の６
月から11月まで月１回程度継続的に行う実習と４年次前期（７月、８～９月夏季休
暇期間中）に、県内の保健所及び市町村等に出向いて行う集中実習（３週間）があ
ります。実習施設への通学費用や宿泊費は自己負担となります。
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　３年次後期に行われる『個人・家族・集団の生活支援論』は保健学コース、『地
域保健活動論』は保健学コースおよび助産学コースの学生のみに開講します。
　保健師免許取得者には申請により養護教諭２種免許が交付されます。ただし養護
教諭２種免許申請を希望する学生は、保健学コースの科目の他に「情報機器の操作
Ⅰ」、「情報機器の操作Ⅱ」、「日本国憲法」、「生涯スポーツ」の単位を修得する必要
があります。

　⑵　助産師
　看護学科の学生で、卒業時に助産師の国家試験受験資格取得を希望する学生（編入
生を含む。）は、３年次に助産学コースの学内選抜を行います（同時に保健学コース
は応募・選択できません。）。
　所定の単位を修得した場合、看護師及び助産師の国家試験受験資格を得ることがで
きます。なお、国家試験受験資格が認められるのは女性のみとなっています。

　　①　選抜方法
　看護学科３年生の希望者を対象に、3年次前期までの成績等に基づき、選抜を行
います。定員は10名程度です。

　　②　卒業要件と助産師国家試験受験資格
　看護学科の学生が卒業に必要な単位は125単位となっていますが、助産師国家試
験受験資格を得るためには、更に助産学コース指定科目９科目19単位を修得する必
要があります（詳しくは別表５履修表を参照して下さい。）。

　　③　その他の留意事項
　　　ア　学外実習について

ａ　助産学コース指定科目19単位のうち７単位は、助産学実習です。
ｂ　実施時期は、４年次の前期（夏季休暇期間中）と後期の予定です。
ｃ　実習では10例を目安に分娩介助を行うため、夜間実習を行います。また、介
助数によっては土日の実習を行う場合もあります。
ｄ　実習施設への交通費や宿泊費等は自己負担となります。

　　　イ　科目履修上の留意事項について
　　　　助産学コース選択にあたっては、以下の科目の単位を選択・修得して下さい。
　　　　・母性心理社会学
　　　　・ペリネイタルケア
　　　　・女性のヘルスケア
　　　　・周産期医学Ⅰ
　　　　・周産期医学Ⅱ
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12　社会福祉学科における資格取得

　⑴　社会福祉士
　　○　学則別表６カリキュラム適用学生

　必修科目のほか、以下の選択科目を履修し、単位修得をした場合、国家試験受験　　　
資格を得ることができます。

　　　　「社会調査概論」　　　　　　　　「ソーシャルワーク論Ⅲ～Ⅵ」
　　　　「福祉行財政と福祉計画」　　　　「社会福祉施設経営論」
　　　　「公的扶助論Ⅰ」　　　　　　　　「保健医療サービス論」
　　　　「更生保護制度論」　　　　　　　「ソーシャルワーク演習Ⅱ・Ⅲ」
　　　　「ソーシャルワーク実習」　　　　「ソーシャルワーク実習指導」

　⑵　精神保健福祉士
　上記⑴の社会福祉士国家試験受験資格取得に必要な科目の履修・単位取得に加えて、
精神保健福祉士養成課程科目を履修し、単位を修得した場合、精神保健福祉士の国家
試験受験資格を得ることができます。
　なお、精神保健福祉士養成課程科目のうち、学則別表カリキュラムにおける以下の　　
科目については、受講を希望する者に対して、３年次後期までに受講者の選抜を行い　　
ます。

　　○　学則別表６カリキュラム適用学生
　　　　「精神保健福祉援助演習Ⅱ」　　　「精神保健福祉援助実習Ⅰ」
　　　　「精神保健福祉援助実習Ⅱ」　　　「精神保健福祉援助実習指導Ⅰ」
　　　　「精神保健福祉援助実習指導Ⅱ」

　⑶　任用資格
　本学所定の単位を習得し、社会福祉学科を卒業した者は、卒業と同時に次のような　　
任用資格が取得できます。

　　①　名　　称　社会福祉主事
　　　　根拠法令　社会福祉法第19条
　　②　名　　称　児童福祉司
　　　　根拠法令　児童福祉法第11条第２項及び第５号
　　③　名　　称　児童指導員
　　　　根拠法令　児童福祉施設最低基準第43条第２号
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13　栄養学科における資格取得

　⑴　栄養教諭一種免許状
　栄養教諭一種免許状を取得するためには、学士の学位および管理栄養士養成課程
修了（＋栄養士免許）が基礎資格となります。本学において、管理栄養士免許を取
得するために必要な科目を修得し、さらに「教職に関する科目」（教職論、教育基礎
論、教育心理学、教育行政学、教育課程論、道徳教育・特別活動論、教育方法論、生
徒指導論、教育相談、教職実践演習、栄養教育実習、栄養教育実習事前事後指導）18
単位、「栄養に係る教育に関する科目」（学校栄養教育論、食育実践論）４単位、「教
育職員免許法施行規則第66条の６に定める科目」（生涯スポーツ、情報機器の操作Ⅰ・
Ⅱ、English 1、日本国憲法）８単位を修得することにより、取得することができます。
履修に関しては、管理栄養士養成課程科目及び栄養教諭科目の時間割確認とともに、
ＣＡＰ制についての留意が必要です。

　⑵　任用資格
　本学所定の単位を修得し、栄養学科を卒業した者は、卒業と同時に次のような任用
資格が取得できます（平成30年度編入学生を除く）。

　　○　名　　称　食品衛生管理者及び食品衛生監視員
　　　　根拠法令　食品衛生法第48条第６項第３号及び同法施行令第９条第１項第１号

14　成績評価とＧＰＡ制度

　⑴　評価と評点
　それぞれの授業科目の成績評価は、「授業要項」（シラバス）の各頁に、「成績評価方法」
として記載されています。
　各セメスターが終了し、成績登録が終了すれば、キャンパスメイトの画面上から各　　
個人の成績が確認できます。

判　　定 合　　　　　　格 不　　合　　格
評　　価 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ
評　　点 100～80点 79～70点 69～60点 59～40点 39点以下
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　⑵　ＧＰＡ制度について

　　　【ＧＰＡ制度とは】
　世界標準的な大学での成績評価の方法。欧米の大学で一般的に使われており、
留学の際など学力を測る指標となる。公平な成績評価指標として導入する大学が
増えている。
　科目毎の評点に応じたポイント（Grade Point=GP）にその科目の単位数を乗
じた値の合計値を、履修総単位数で除し算定する。

　　①　ＧＰＡの算定方法

　　　・ＧＰ　=　　（評点－55）÷10　（≧０）　　※0.5未満は切捨て

　　　・ＧＰＡ　=　　（科目のＧＰ×単位数）の合計
　　　　　　　　　　　　　総履修登録単位数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※小数点第３位以下は切捨て　

　　　【例】
　人間総合科学演習（１単位）75点、韓国文化と言語（２単位）78点、ヘルスプロ
モーション概論（２単位）85点、実践基礎看護技術Ⅰ（３単位）59点である場合

　　　　　ＧＰＡ＝2.0×１＋2.3×２＋3.0×２＋０×３　＝　1.57
　　　　　　　　　　　　　　１＋２＋２＋３
　　②　ＧＰＡの使用目的について

　学生に通知することにより学習意識の向上・啓発を図るとともに、授業料減免にお
ける学力基準判定等に用います。

　　③　通知方法
　キャンパスメイトＷｅｂ成績照会画面において評点、評価とともに表示します。

　　④　留意点
ア　再履修、再受験により履修する科目については、ＧＰＡ算定上評価を上書きす　　
るのではなく、不可となった評価部分も算定します。

　　　イ　以下の科目は対象外となります。
ａ　既修得単位認定科目及び学外で単位取得する科目
ｂ　ａ以外の科目で、その科目の性質上ＧＰＡの対象とすることが適当でない科　　　
目。

　　　　　　＜人間総合科学科目＞
　　　　　　　English Communication
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　　　　　　＜健康科学部共通科目＞
　　　　　　　ヒューマンケア特殊講義Ⅰ
　　　　　　　ヒューマンケア特殊講義Ⅱ
　　　　　　　ヒューマンケア特殊講義Ⅲ
　　　　　　＜看護学科専門科目＞
　　　　　　　保健学コース科目群に属する科目
　　　　　　　助産学コース科目群に属する科目
　　　　　　＜理学療法学科専門科目＞
　　　　　　　総合臨床実習Ⅰ
　　　　　　　総合臨床実習Ⅱ
　　　　　　　総合臨床実習Ⅲ
　　　　　　＜社会福祉学科専門科目＞
　　　　　　　除外科目は設けない
　　　　　　＜栄養学科専門科目＞
　　　　　　　栄養教諭科目群に属する科目

15　試　　験

　試験には、大きく分けて定期試験と臨時試験の２つがあります。
　また、定期試験で不合格（Ｄ評価）となった場合及びやむを得ない理由で欠席した場　
合、それぞれ再試験、追試験があります。
　なお、不合格の場合は、翌年度以降に再履修のうえ、合格しないと単位習得できません。
　いずれの試験においても、受験中に不正行為を行った者は、履修規程第10条により、　
当該学期の全授業科目の履修を無効とし、学則第52条に規定する懲戒の対象となります。
　試験中は、試験監督者の指示に従い、不正行為並びに紛らわしい行為は、一切行わな　
いでください。
　不正行為とは、次に掲げるような行為です。
①　受験資格を有する者に成り代わって受験すること、または本人以外の者に受験さ　　　
せること。

②　答案を交換すること。
③　使用・閲覧が許可されていない文献メモ及びそれに準ずるものを見ること、あ　　　
るいは所持品、身体、机、壁等に記録し、それを見ること。

④　使用・閲覧が許可されている文献等を貸借すること。
⑤　他人の答案を盗み見て写すこと、または他人に意図的に写させること。
⑥　声、動作、携帯電話（E-mail 機能も含む。）その他の方法で回答を伝達すること、　　　
あるいは伝達を受けること。

⑦　不正な方法で試験問題を予め入手すること、あるいは入手させること。
⑧　試験監督者の指示に従わないこと。
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　⑴　定期試験
　定期試験は、期間を予め定めて行う試験で、試験期間は学事暦に記載されています。
　その実施方法は筆記、実技、口頭試問又は演習の形式により行われます。
　定期試験を行う科目及び時間割は、試験開始日の約２週間前に管理・図書館棟１階　
掲示板に掲示し、お知らせします。
　なお、定期試験期間中（追試験、再試験を含む。）の各時限の開始・終了時間は、　
通常の授業の開始・終了とは異なりますので、受験する際にはよく注意して着席して　
ください。

　⑵　定期試験の受験に当たっての注意事項
　定期試験の受験に当たっては、試験開始時刻から20分を経過すると入室できません。
　また、原則として試験終了時刻20分前は退室できません。
　なお、次のいずれかに該当する者は定期試験を受験できません。
①　履修登録をしていない者
②　出席数が、授業実施時間数の３分の２を満たしていない者（病気等で、科目責任　　
者が受験を認めた者を除く。）
③　学生証を提示しない者
　　学生証は試験時間中、机上の見やすいところに提示しておかなければなりません。
　　やむを得ず学生証を忘れた者は、予め教務学生課において「仮学生証」交付の手
続きを行ってください。

④　試験開始時刻に20分を超えて遅参した者

　⑶　再試験及び再試験科
　定期試験の結果、評価Ｄ（評点40～59点）により不合格となった科目については、　
科目責任者等の判断により再試験を行うことがあります。
　再試験を希望する学生は、別に指定する日までに再試験料を納入し、かつ、再試験　
願を提出しなければなりません。

区　　分 授　　業　　時　　間 試験期間中の開始・終了時刻

１時限目 　８：４０～１０：１０ 　８：４０～１０：１０

２時限目 １０：２０～１１：５０ １０：３０～１２：００

昼 休 み １０：５０～１２：４０ １２：００～１３：００

３時限目 １２：４０～１４：１０ １３：００～１４：３０

４時限目 １４：２０～１５：５０ １４：５０～１６：２０

５時限目 １６：００～１７：３０ １６：４０～１８：１０

6時限目 １７：４０～１９：１０
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　　①　手続方法
　教務学生課備え付けの「再試験願」に必要事項を記入し、再試験料として１科目　　
につき1,000円を納入して、申し込んで下さい。
　再試験をレポートとした場合も、必ず申し込みをしなければなりません。
　再試験料は、これを納入した学生が再試験を受けない場合においても、返還しま　　
せん。

　　②　再試験願受付期間・実施日等
ア　再試験期間は、学事暦で確認してください。
イ　再試験を実施する科目、対象者、再試験の実施方法については、定期試験の採　　　
点終了後に管理・図書館棟１階掲示板に掲示してお知らせします。また、再試験
願受付締切の期日も併せて掲示します。これ以降の再試験願は一切受け付けませ
ん。
ウ　申し込みの際、再試験許可書兼領収書を発行します。受験の際は学生証と再試　　　
験許可書を必ず机上の見えやすいところへ提示して下さい。

　⑷　追試験
　定期試験について、病気その他特別な理由により、やむを得ず受験できなかった者　
を対象に、追試験を行うことがあります。ただし、追試験は１回しか行いません。
　追試験を希望する者は、当該試験終了の日から７日以内に、追試験願（教務学生課　
で配布。）に理由を証明する資料を添付して、教務学生課に提出しなければなりません。
　追試験の実施の有無、実施科目及び対象者については、追試験願受付期限経過後に　
管理・図書館棟１階の掲示板に掲示してお知らせします。

　　【理由と添付資料の参考例】
　　◎受験のため登校できない程度の病気、怪我…医師の診断書等
　　◎同居している家族、親族及びそれ以外で
　　　概ね３親等以内の親族の葬儀等 ……………… 会葬礼状等、参加が確認できるもの
　　◎災害 ……………………………………………… 被災証明書
　　◎本人の交通事故 ………………………………… 事故証明書、医師の診断書等
　　◎個人的な事由に依らない交通機関の延着 …… 交通機関の延着証明書
　　◎就職試験、面接等 ……………………………… それを証明できるもの

　⑸　臨時試験
　各科目の授業期間中または臨時の日時を設定して、科目担当者が試験を行うことが　　
あります。その実施方法は筆記、実技、口頭試問又は演習の形式により行われますが、　　
日時等について掲示されないことがあります。
　随時試験については各科目担当者の指示に従って受験してください。
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16　レポート、実習ファイル等の提出

　科目担当教員等から提出提示のあったレポートや実習ファイルについては、提出先や　
提出方法をよく確認して、指示に従って提出してください。
　提出先が『事務局　教務学生課』となっているものは、管理・図書館棟１階の事務局　
教務学生課の窓口横に、レポート提出ボックス（自動ドア入って右奥。）が設置されて　
います。
　各ボックスには、提出すべき科目名が表示されていますので、指示されたボックスに　
提出してください。
　また、科目によっては窓口に直接提出するものやキャンパスメイトから提出するもの
もあります。

　　　◎　レポート等提出の受付時間
　　　　事務局の学生窓ロ開設時間内です。
　　　　（特に科目責任者等から指示があった場合はこの限りではありません。）

　レポート、実習ファイル等の提出について不明な点は、教務学生課窓口の職員にお尋　
ねください。

17　教務事務に関する情報の伝達

　授業の時間割は常時管理・図書館棟１階の掲示板に掲示しています。その他、授業変　
更、休講、補講、集中講義、実習に関する連絡事項の他、履修に関する事項、成績に関　
する事項、レポートに関する事項、試験に関する事項、教材の購入に関する事項等につ　
いては、原則として管理・図書館棟１階掲示板に掲示します。
　個別の案件によっては、学内に設置されている学内情報ネットワーク上の各種システ　
ム（キャンパスメイト、E-mail 等）も併用してお知らせすることがあります。
　管理・図書館棟１階の掲示板及び本学から付与されたアドレスの E-mail は、毎日必
ず確認すると共に、キャンパスメイトも確認してください。

18　各学科進級判定基準

　青森県立保健大学健康科学部進級判定基準は次のとおりとする。
　３年次に進級できるのは、原則として２年次までの必修科目の単位を修得している場　
合とする。
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19　学生による授業改善アンケートについて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育改善委員会

　本学では「学生による授業改善アンケート」を実施しています。
　授業改善アンケートは、学生と教員が共に授業をより改善することを目指して実施す　
るものです。これまで学生からのアンケートをもとにして、教員は担当授業の改善に、　
また、大学全体としてはカリキュラムなどに係る課題の改善に努力してきましたが、ア　
ンケートの結果をみると、授業に対する学生自身の取り組む姿勢、予習・復習、授業に　
対する満足度などが年々高くなっており、授業改善にむけた努力が成果につながってい　
ると推測できます。
　アンケートの結果は、学内電子掲示板（学内WWWサーバ）に公開するとともに、
結果を受けての授業の改善点をシラバスに記載しています。
　今後もより良いアンケートの方法を検討しながら、授業だけでなく大学教育全体の質　
的向上に取り組んでいきますが、いうまでもなく、大学教育の質的改善は、学生と教職　
員の絶えざる努力によってかなえられるものです。
　学生の皆さんもアンケートに主体的に参加し、自分自身の授業への取り組みについて　
振り返りと、これからの学業に役立てるとともに、教職員と一緒になって、本学教育の　
向上のため前向きに取り組んでいきましょう。
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Ｖ　主体的学習者をめざして

　変動の時代といわれる21世紀、人々の生命や生活にかかわる保健医療福祉の専門職には、
倫理観に富む豊かな人間性と理論的知識に基づいた判断力および専門的技術を駆使し、多
職種間連携によって問題を解決し、専門性を発展させるポテンシャルを有する主体的学習
者としての態度と行動力が求められます。それらは学生時代に自らの主体的な学習によっ
て培われるものであり、保健医療福祉の専門職を目指す学生にとって重要な基礎となりま
す。
　本学では、【主体的学習者育成システム】として、主体的学習者育成を主軸とした「カ
リキュラム編成」と「主体的学習態度育成の教育活動」、加えて教員の力量形成、評価制度、
ならびに支援体制に全学をあげて取り組んでいます。そのねらいは、学生自らが自己の目
標を定め、問題（課題）を発見・判断し、解決方法を見出して対処できる能力と生涯学習
する主体的学習態度を培うことによって、将来、保健医療福祉の専門職としての社会貢献
を期待するものです。
　「カリキュラム」は、教養を育む４学科共通の人間総合科学科目と健康科学部専門科目、
専門科目を襖形配置とし、講義、演習、実習を段階的に組み、知識・技術・態度の統合を
はかり、主体的学習態度を意図した編成となっています。
　「主体的学習態度の視点」は、次の６点です。
①　問題（学習課題）を見出すことができる。
②　学習目標や内容を自ら認識することができる。
③　学習資源や壬法を知り活用できる。
④　自己学習を進めることができる。
⑤　成果や結果を口頭や文章で表現することができる。
⑥　学び方をさまざまな場で活用することができる。

　本システムは、組織的な取組みですが、教員と学生の相互作用によってこそ成果が現れ
ます。21世紀に活躍する保健医療福祉の専門職をめざして、ａ．学習における自らの主体
性を育む、ｂ．自分達の目指す専門性を高める、ことに学生一人ひとりの主体的な取組み
を期待します。
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主体的学習者の育成システム

主体的学習育成システムの組織的取り組み
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Ⅵ　学生生活

１　本学の学生生活支援のネットワーク体制について

　本学では、学生諸君が学習環境に適応し、スムーズな修学と充実した学生生活を送る　
ことが出来るように、教職員一丸となり、全学的な学生生活支援のネットワーク体制を　
整えています。ネットワークを構成する各種委員会と部会は、各学科から選出された教　
員と事務局担当者から構成されています。
　４年間の大学生活において、講義・実習、試験・成績など学業に関することは主とし　
て教務委員会が、日常の生活支援、各種トラブル（交通事故、不審者、悪徳商法等）、　また、
学生の課外活動としてサークル、大学祭などは主として学生委員会が担当します。
　精神的・身体的な悩みや相談については保健管理委員会が対応し、さらにカウンセラー　
（心理相談員）を配置して、より専門的なアドバイス体制を整えています。就職サポー　
トに関しては全学の就職対策委員会のもとに各学科で就職対策チームを編成し、学科の　
特性に即した就職指導、面接、小論文対策を実施しています。
　　各学科においては、学生一人ひとりの様々な状況を把握して４年間適切に対処する
ため、看護学科ではチューター制（個別指導制）、理学療法学科・栄養学科では担任制、　
社会福祉学科ではゼミ制、と学科で支援体制は異なりますが身近なサポート体制で対応　
しています。
　これから皆さんが送る４年間、或いは３年間、２年間、１年間の学生生活、ただ単に
学業に専念するだけでなく、一人ひとりにとって有意義な大学生活となるように期待し
ています。

２　オフィスアワー

　本学では、学生の皆さんが本学の教員に気軽に相談し、助言を受けられるように、本　
学の教員（助手を含む）によるオフィスアワーを設けています。
　オフィスアワーでは、授業に関することや、生活に関することなど、大学生活を送る
上でのさまざまな問題について相談し、助言を受けることができます（ただし、病気の　
治療法に関することなどは、病院で専門の医師に相談してください。）。
　自分が所属する学科の教員に限らず、他学科の教員に相談することもできます。
　各教員が相談に応ずる曜日・時間帯・場所は、モーリーズルームに設置してあるファ　
イル「オフィスアワー」を参照してください。また、予約が必要かどうかは教員によっ　
て異なりますので、事前に確認してください。
　この設定日以外は相談を受けられないということではありませんが、教員は多忙な毎　
日を送っていますので、なかなか時間がとれない場合もあります。相談があるときは、　
できるだけこのオフィスアワーを利用するようにしてください。
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本学の学生生活支援のネットワーク体制

学 生 委 員 会
教 務 学 生 課

教 務 委 員 会
教 務 学 生 課

教 授 会
教 務 学 生 課

学 生 委 員 会
教 務 学 生 課

保 健 室
交 流 セ ン タ ー

保 健 室
カ ウ ン セ ラ ー

保健管理委員会
保 健 室

図 書 館 委 員 会
図書館司書・嘱託員

学科国試対策委員

教 務 学 生 課

人権に関する委員会

売 店

就職対策委員会
学科就職対策チーム
教 務 学 生 課

保健管理委員会
教務・学生委員
担任・指導教員等
保 健 室
教 務 学 生 課

サ ー ク ル
ボランティア

ア パ ー ト
学 生 寮

困 り ご と
不 安 ・ 悩 み

健康診断・管理

栄 養 ・ 料 理

卒 業

就 職

資 格

図 書 ・ 資 料

文 具 そ の 他

学 費 等
奨 学 金
ア ル バ イ ト
各種トラブル
保 護 者 対 応

学 生 生 活

学業・進路

課 外 活 動

心身の健康

住

食

生 活 用 品

ハラスメント

学 生 相 談

学　

生　

生　

活　

支　

援

履 修 登 録
試 験・ 成 績

休 学・ 退 学
転 学 科

心

各種国家試験

学科ガイダンス
合同就職説明会
論文・面接指導

生 活

学 業
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３　個人情報保護ポリシー

　青森県立保健大学では、「青森県個人情報保護条例」に基づき、大学が取得した個人
情報については、個人の権利を尊重し、適切に取り扱います。

　⑴　個人情報とは
　個人情報とは、氏名、生年月日、健康状態、成績、学歴、職業等に関する情報で、　
特定の個人を識別できる情報をいい、コンピューターなどにおいて体系化された個人　
データを含みます。
　本学で取り扱う個人情報には、学生・教職員に関するもののほか、実習や研究及び　
大学が実施する事業・行事において取得する学生・教職員以外の方の情報があります。

　⑵　利用目的の登録
　個人情報を取り扱う事務の名称、利用目的は、「個人情報取扱事務登録簿」に登録　　
します。
　登録簿は、事務局に備え付けていますので、閲覧できます。

　⑶　保有の制限・廃棄
　個人情報を保有するに当たっては、利用目的を特定し、その利用目的の達成に必要　
な範囲内で保有します。
　また、利用目的達成後は適切な方法により廃棄します。

　⑷　取得の制限
　個人情報を取得するときは、適正かつ公正な手段で、原則として本人から取得しま　
す。教員又は学生から個人情報を取得する際は、採用時又は入学時に同意を得た上で、　
取得します。

　⑸　利用及び提供の制限
　本学が保有する個人情報（以下「保有個人情報」といいます。）は、原則として、　
利用日的以外に利用したり、提供したりすることはありません。

　⑹　安全性及び正確性の確保等
　保有個人情報の漏えい、滅失又はき損の防止、その他の保有個人情報の適切な管理　
のために必要な措置を講じ、安全性及び正確性の確保に努めます。
　保有個人情報は、取扱責任者及び取り扱う者の範囲を決定し管理します。
　大学がデータの加工を外部へ依頼する場合は、契約書の中に個人情報保護の条項を　
加えて締結するなど適切な方法を用います。
　また、教員等が依頼をする場合にも同様の取り扱いをするよう周知します。
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　⑺　学生への指導
　学生が実習施設で個人情報を収集する場合は、その実習施設が定める個人情報保護　
の取り扱いに従い、適切に取り扱うよう十分な指導を行います。

　⑻　情報の開示
　本学の個人情報は自分自身に関する保有個人情報について、開示請求することがで　
きます。開示請求できるのは、保有個人情報の本人又はその法定代理人です。ただし、　
法律上提供すべき義務を負う場合や学生・教職員の生命、身体等の権利利益を保護す　
るために大学が必要と判断した場合には、例外的に個人情報を提供することがありま　
す。あらかじめ御了承ください。

　⑼　その他
　本学の個人情報の取り扱いにつきまして、御意見、御質問等がございましたら、本　
学の個人情報窓口まで御連絡ください。

　　個人情報窓口
　　　　青森県立保健大学　総務課
　　　　電話　017-765-2000（大学代表）
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４　学生への通知・連絡

　学生への通知、連絡は、掲示、電話、キャンパスメイト、大学から付与されたアカウ　
ントの電子メール等により行いますので、キャンパスメイト、着信履歴、電子メールを　
１日に１度は必ず見るようにしてください。掲示した事項は、全学生に周知したものと　
して扱いますので、掲示等を見なかったことが原因で不利益を被ることがないよう、注
意してください。

掲　示　内　容
　　　・大学の行事に関すること
　　　・教務に関すること（休講、補講、試験、時間割変更等）
　　　・学生生活に関すること（奨学金、授業料の減免等、各学科からの連絡事項等）　
　　　・学生の呼出し
　　　・規則などの公示
　　　・催し物の案内

・　大学では、学生個人やサークル等に対する学内外からの電話呼出しや学生個人あて
の郵便物については、緊急の場合を除き一切取扱いませんので、御家族等その他によ
く周知してください。

・　学内で金銭や物品等の拾得物があった場合は、直ちに教務学生課へ届け出てくださ　
い。

・　事務局の学生窓口開設時間は次のとおりです。
　　なお、事務手続では学生証と印章（ハンコ）を必要とすることが多いので、持参に
努めてください。

　　　４月～７月　　　　　８：30～17：15
　　　８月　　　　　　　　８：30～16：30
　　　９月～３月　　　　　８：30～17：15
　　　　　　　　　　　　（土曜日、日曜日、休日は取り扱いません。）

・　学生窓口開設時間終了後、学内において、事故・火災・病気など緊急事態が生じた
場合は、防災センター（管理・図書館棟１階）へ連絡してください。

　　　防災センター：直　通☎０１７－７６５－２１１１番（大学内線☎２１１１番）
　　　　　　　　　　災害日☎０１７－７４４－１２１５番
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〔青森県立保健大学　課外活動等　緊急時連絡系統図〕

●平日時間内の場合
青森県立保健大学　教務学生課　Tel　017‒765‒2007

●平日時間外、休日の場合
青森県立保健大学　防災センター　Tel　017‒765‒2111

保 健 室

学 部 長学　長

保 護 者

学 科 長
指導教員

学 　 生

学 生 部 長

事務局
教務学生課

医療機関等
関係期間

学 　 生

学 生 部 長

保 護 者

事務局
教務学生課

医療機関等
関係期間

県立保健大学
防災センター

学 部 長学　長 学 科 長
指導教員
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５　各種証明手続等

　各種証明書（在学証明書、成績証明書など）の交付を申請するときは、教務学生課備
え付けの所定の用紙に必要事項を記入し、教務学生課へ提出してください。
　証明書の交付は通常、申請から３日（土曜日、日曜日及び休日を除く。）程度かかり　
ます。
　証明書によっては、交付まで１か月程度かかる場合もありますので、余裕をもって申
し込むようにしてください。
　なお、電話等による申し込みは、原則として受け付けません。
　また、卒業後の各種証明書は有料となりますので、あらかじめ教務学生課に問い合わ
せるか、本学ホームページで確認してください。

事　　項 摘　　　　　　要 関連規定 提出書類
学生証 　学生証は常に携帯し学生証を紛失、汚

損した場合等は再交付申請をしてくださ
い。
　卒業、退学、除籍、処分等により学籍
を離れる場合には、直ちに返却してくだ
さい。

学生生活規程
第６条

学生証再交
付（書換）願

通学許可証 　ＪＲやバスの通学定期券購入時に学生
証を添えて提出してください。
　通学定期券は大学への通学にのみ使用
できます。
　実習用の通学証明書が必要な場合は、
特別な手続が必要なため、必ず実習初日
の１か月前までに教務学生課に相談して
ください。

学生生活規程
第７条

通学証明書
交付願

学生旅客運賃割引
証（学生証）

　ＪＲの乗車区間が片道100㎞を超える
区間を利用する場合（帰省、正規の教育
活動、課外活動、就職活動等の目的。）。
　有効期間は、発行の日から３か月です。
　紛失したときは駅に届け出ること。
　学割証は記名人に限って使用できるも
のです。乗車券購入時には学生証を提示
してください。
　不正使用したときは、本人がＪＲから
制裁を受けるとともに、学校に対して学
割証の交付がされなくなることもありま
すので、不正使用は絶対にしないでくだ
さい。

学生生活規程
第８条

学生旅客運
賃 割 引 証
（学割証）交
付願
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６　各種届・願出（→教務学生課へ提出）

事　　項 摘　　　　　　要 関連規定 提出書類
在学証明書
成績証明書
卒業（見込）証明書
単位修得証明書
その他各種証明書

　使用目的・提出先は具体的に記入する
こと。
　日数がかかる場合があるので、早めに
申しこむこと。

学生生活規程
第９条

証明書等交
付願

英語表記の証明書 　英語表記の証明書は発行まで２週間程
度かかるので、早めに教務学生課に相談
してください。

事　　項 摘　　　　　　要 関連規定 提出書類
保証人の
変更

　保証人の届出内容に変更が生じたときは届け
出てください。

学生生活規程
第３条第４項

保証人等変
更届
誓約書・保証書

氏名、住所
等の変更

　学生個人票の記載事項に変更があったとき
は、学生証を添えて届け出てください。

学生生活規程
第４条第２項

学生住所変
更届

　氏名を変更したときは、戸籍抄本を添付して
ください。

学生生活規程
第４条第２項

氏名変更届

休学 　疾病その他特別の理由により、引き続き２か月
以上修学することができない場合は、あらかじ
め所属する学科の担当教員に相談するとともに、
保証人と連署のうえ、願い出てください。疾病
による休学の場合は医師の診断書が必要です。
　休学期間は１年以内ですが、特別の理由があ
る場合は延長することができます。
　休学期間は通算して４年を超えることができ
ません。

学則第42条、
第43条

学生生活規程
第10条

休学（期間
延長）願

復学 　休学の理由がなくなり復学しようとするとき
は、あらかじめ所属する学科の担当教員に相談
するとともに、保証人と連署のうえ、願い出て
ください。疾病のため休学した場合は、医師の
診断書を添付してください。

学則第44条
学生生活規程
第11条

復学願

転学 　他の大学等への入学又は転入学を志願しよう
とする場合は、あらかじめ所属する学科の担当
教員に相談するとともに、保証人と連署のうえ、
願い出てください。

学則第45条
学生生活規程
第12条

転学願

転学科 　他の学科に転学科を志願しようとする場合
は、あらかじめ所属する学科の担当教員に相談
するとともに、保証人と連署のうえ、願い出て
ください。

学則第32条
学生生活規程
第13条

転学科願
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事　　項 摘　　　　　　要 関連規定 提出書類
留学 　留学を志願しようとする場合は、あらかじめ

所属する学科の担当教員に相談するとともに、
保証人と連署のうえ、願い出てください。

学則第46条
学生生活規程
第14条

留学願

退学 　退学しようとする場合は、あらかじめ所属す
る学科の担当教員に相談するとともに、保証人
と連署のうえ、願い出てください。
　事情によっては、大学が問題解決の援助がで
きる場合がありますので、あらかじめ相談して
ください。

学則第47条
学生生活規程
第15条

退学願

欠席 　疾病その他やむを得ない理由により引続き７
日以上欠席しようとする場合は、届け出てくだ
さい。

学生生活規程
第16条

欠席届

自動車によ
る通学

　駐車場の使用を希望する者は、駐車許可証（許
可基準は別に定める。）が必要ですので、申請
してください。
　駐車許可証の記載事項に変更のあった場合も
同様に申請してください。

駐車場管理要
領第４

学内駐車場
使 用 許 可
（変更）申請
書

再試験 　定期試験の評価がＤ評価（不合格）の場合、
当該科目の科目責任者等が必要と認めるときは
再試験を行うことがあります。
　再試験を実施する科目、対象者、再試験の実
施方法については、管理・図書館棟１階掲示板
に掲示します。
　再試験料として１科目につき、1,000円を納
入して申し込んで下さい。

履修規程
第６条

再試験願

追試験 　病気その他特別な理由により、やむを得ず定
期試験を受験できなかった場合に限り、科目責
任者等の判断により、追試験を行うことがあり
ます。
　追試験の受験を希望する学生は、当該科目の
定期試験が終了してから７日以内に願い出てく
ださい。
　追試験実施の有無は、願い出のあった後に、
掲示によりお知らせします。

履修規程
第７条

追試験願
（理由を証
明する書類
添付）

再受験科目 　前年度に履修し、単位を修得できなかった科
目について再履修しようとしたとき、他の必修
科目や選択科目と時間割が重複している、ある
いは実習等と日程が重複しているため再履修し
た科目の授業に出席できない場合等やむを得な
い理由がある場合に限り、重複した授業に出席
せず試験及びレポート等のみの受験により評価
を受けることができます（詳細は26頁「再受験」
の項目を参照。）。
　再受験科目としての認定を希望する学生は、
履修登録確認期間開始日の３日前（土曜日、日
曜日及び休日を除く。）までに申し出てくださ
い。

履修規程
第９条第１項

再受験科目に
関する取扱内
規

再受験科目
認定申請書
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７　授業料

　⑴　納入額及び納入期限

　　　（注）在学中に授業料が改定された場合には、改定後の授業料となります。
　なお、その期の初日（前期であれば４月１日、後期であれば10月１日）に在学　　　
している学生はその期の授業料を全額納付することとなります。

　⑵　納入方法
　毎年４月中旬及び10月中旬に納入通知書を学生本人宛てに送付しますので、この納　
入通知書により最寄りの金融機関で納入してください。
　なお、納入の際の振込手数料は、学生の自己負担となります。
　また、各期の納入期限に遅れないように注意してください。

　⑶　授業料の免除等
　「入学する日の前1年以降において学費負担者の死亡等があった」、「入学する日の　
前１年以降において学費負担者が天災、火災等その他の災害を受けた」等、経済的理　
由によって授業料の納人が困難であり、かつ、学業が優秀であると認められる者、そ　
の他特に必要があると認められる者については、授業料の全部若しくは一部を免除し、　
又は徴収を猶予する制度があります。
　詳しくは、申請期間前に掲示される掲示物により確認してください。また、教務学　
生課に随時、相談してください。

　　①　申請方法
　「授業料免除等申請書」に各種証明書などを添えて申請してください。
　免除期間は、その申請した学期に限られていますから、次の学期も引き続き希望
する場合は新たに申請しなければなりません。

　　②　申請先
　　　　教務学生課
　　③　申請期間
　　　　前期：４月上旬～４月中旬
　　　　後期：10月上旬～10月中旬

※　授業料は各期に定められた時期に納入しなければなりませんが、授業料の免除等
を申請した者については、審査結果が出るまでの期間は徴収猶予となります。

区　　分 納　　入　　額 納　入　期　限

前　　期 ２６７，９００円 ４月30日

後　　期 ２６７，９００円 10月31日
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　⑷　授業料未納による除籍
　　①　除籍について

　授業料の未納者に対して納入の督促を行いますが、それでも授業料を納入しない　　
ときは、下表に定める日付をもって当該未納者は除籍となりますので十分注意して　　
ください。
　除籍となった者の在学の最終日付は、既に授業料を納付した学期の末日となりま　　
す。

　　※「徴収猶予学生」とは、授業料の徴収猶予や減免申請をした学生をいいます。
　「卒業期にある学生」とは、当該学期末において、修業年限以上在学し、現に履
修中の科目の修得をもって、所定の課程を修了する者をいいます。

　　②　復籍について
　除籍となった者から、前期授業料にあっては９月30日までに、後期授業料にあっ　　　
ては３月31日までに当該除籍事由となった未納の授業料を納付して復籍の願い出が　　　
あった場合は、同一人について１回に限り、復籍を許可する場合があります。

８　奨学金

　⑴　日本学生支援機構奨学金
　日本学生支援機構では、人物・学業ともに優れた学生であって経済的に修学が困難　　
な学生に対して奨学金を貸与しており、概要は次のとおりとなっています。

　　①　在学定期採用
　大学入学後に奨学金の貸与を申し込みたい方を対象に毎年４月に説明会を行いま　
すので、在学定期採用を希望する方は必ず出席してください。説明会は学内掲示で　
お知らせします。

対象学生 対象授業料 納入期限 除 籍 日

執行猶予以外の学生
前期分 ４月30日 ９月１日

後期分 10月31日 ３月１日

徴収猶予学生

卒業期でない学生
前期分 ９月15日 ９月30日

後期分 ３月１日 ３月15日

卒業期にある学生
前期分 ９月15日 ９月30日

後期分 ２月１日 ２月15日
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　　②　予約採用
　入学の前年度に奨学金採用候補者に決定の方 ( 予約採用者 ) は、大学入学後、「進　
学届」を提出する必要があります。大学で指示する所定の期限までに「採用候補者　
決定通知」を教務学生課に提出し、渡されたパスワードを使用してインターネット　
で進学届の手続きを行ってください。

　　③　緊急採用（第一種）・応急採用（第二種）
　主たる家計支持者の失職、破産、事故、病気、死亡等若しくは火災、風水害等の　
災害等により家計が急変し、緊急に奨学金の必要が生じた場合は、随時申込みを受　
け付けています。ただし、家計が急変した事由が発生した月から12か月以内である　
場合に限り申し込み可能です。緊急採用はその年度末まで、応急採用は標準修業年　
数が終了するまでの期間について奨学金の貸与を受けることができます。
　詳しくは教務学生課までご相談ください。

　　④　奨学金の種類

　　⑤　奨学金継続願
　学業を続けていくために、奨学金が継続して必要か否かを学生自身が判断して、　　
引き続き奨学金の貸与を希望する場合は、毎年１回「奨学金継続願」を提出します。
　提出は、インターネットにより行います。提出時期は毎年12月中旬～１月末です。
　なお、「奨学金継続願」を決められた期限までに提出しない場合は、奨学生とし　　
ての資格が廃止されます。

奨学金の
種　　類 第一種　奨学金 第二種　奨学金

貸与月額

学　
　

部

自宅 20,000円､ 30,000円、
45,000円から選択

20,000円～ 120,000円の中から
選択。（10,000円毎に変更）

自宅外
20,000円､ 30,000円、
45,000円、51,000円
から選択

大　

学　

院

博士
前期

50,000円、88,000円
から選択 50,000円、80,000円、100,000

円、130,000円、150,000円 の
中から選択。博士

後期
80,000円、122,000円
から選択

利　　子 無利子 有利子（年３％以内）

貸与対象者
人物・学業ともに、特に優れた学
生で経済的理由により著しく修学
困難な者

第一種奨学金より緩やかな基
準によって選考された者
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　⑵　その他の奨学金
　日本学生支援機構以外の奨学金で本学に募集があったものについては学内掲示で周　
知しますが、地方公共団体や民間団体などが独自に募集するものについては、各団体　
へ直接お問い合わせください。

９　学生の保健

　本学では、健康で快適な学生生活を送れるよう、健康診断や健康相談を行っています。

　⑴　健康診断
　学校保健安全法に基づいて、毎年1回全学年を対象に定期健康診断を実施します。
定期健康診断結果は各自に通知し、必要があれば個別指導を実施します。

　　〔定期健康診断の検査項目〕
　　　・身体計測　　・視力測定　・聴力検査（１年次のみ）　・血圧測定
　　　・心電図検査　・尿検査　　・貧血検査（１年次のみ）　・胸部Ｘ線間接撮影
　　　・肝炎・小児感染症抗体価検査

　⑵　予防接種
　本学ではすべての学科において実習があり、実習における感染症予防安全対策を講
じています。小児感染症に関しては、入学前に母子手帳による１歳以降の予防接種歴
と入学してからの抗体価検査値から、医療従事者としての基準値を満たしていない場
合は、予防接種を義務づけ ( 特別の事情を除く）ています。予防接種の有無について
は保健室保健相談員より連絡があり、予防接種は学校医等で受けることになります。

　　　※小児感染症：麻疹、風疹、ムンプス、水痘
　　　＜義務となっている予防接種の項目＞
　　　○看護学科、理学療法学科：小児感染症、B型肝炎
　　　○社会福祉学科、栄養学科：小児感染症

　⑶　応急処置
　学内で気分が悪くなったり、けがをしたときなどの一時的な休養や応急処置、保健　
指導が受けられます。保健室の保健相談員に申し出てください。

　⑷　心や体、障害に関する相談
　私たちの心は、体と同じように元気がなくなったり、病気になったりすることもあ　　
ります。そんなときは一人で悩まず、保健室や学生相談（週一回カウンセラーが来校
します。）を利用してください。
　また、体のことや性に関することは、学校医や産婦人科医とも連携し、支援の充実　　
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を図っています。心身の障害のことで困っていることも相談することができます。相　
談内容など個人のプライバシーは固く守られますので、安心してご相談ください。

　⑸　感染症り患に伴う出校停止措置の方法
　学校保健安全法に従って、インフルエンザや感染性胃腸炎などの感染症にり患した　
場合は、本人の体調回復と学内での感染症まん延防止のため、出校停止措置の手続を　　
して休養を図る必要があります。まずは、保健室に電話で連絡を入れてください。保　
健室の指示に従って、一定の期間、自宅で休養・回復を図ります。出校停止期間解除　
後は、速やかに保健室に来室し、出校停止手続関係書類に記入してください。
　なお、保健室相談員が不在のときは、教務学生課で対応しますのでご相談ください。

　　　〔電話番号〕保健室　O17-765-2112　教務学生課　O17-765-2007

＜出校停止開始時＞
①学生から保健室へ感染症の診断を受け
た旨、電話で報告する。
　保健室は、聞き取りをする。
　（保健室不在時は①’の経路とする。）

②保健室から教務学生課へ伝える。

③教務学生課が出校停止者情報を関係者
へ伝達する。

＜出校停止解除時＞
④学生は治癒したら保健室に来室し、感
染症治癒を報告し、保健室にて出校停
止の証明を受ける。

⑤学生から教務学生課へ証明書を提出す
る。

⑥教務学生課は出校停止者情報を更新
し、関係者に伝達する。

⑦教務学生課から学生へ
　「感染症り患に伴う出校停止について
（通知）」を交付する。

⑧学生から出席できなかった科目の科目
責任者へ上記通知の写しを提出し、出
席できなかった授業の代替措置につい
て指示を仰ぐ。

学生

保健室

教務学生課

科目
責任者

①

②

④ ⑤

①’

⑥

⑦

⑧

全教員

③
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10　学生の傷害保険・賠償保険

　学生が教育研究活動中の事故により身体に傷害等を被った場合の補償のための傷害保
険及び学外実習等で患者さんにケガをさせてしまった場合や預かり物を故障、紛失させ
てしまった場合等の補償のための賠償保険に全員加入していただいております。
　詳細については、入学手続の際に配付した資料を参照するか、または、教務学生課ま
でお問い合わせください。

11　学生・障害学生相談

　皆さんが４年間の学生生活を送る問には、いろいろな問題に直面することと思います。
　教務学生課では、皆さんが学生生活を円滑で有意義に送れるように助言・指導・支援
に努めています。また、奨学金、アルバイト、アパートなど学生生活全般についての窓
口です。皆さんのプライバシーの保護につきましては十分に配慮いたしますので、学生
生活で問題が生じたときは、遠慮せず気軽に相談してください。
　さらに、本学では障害のある学生に対し教務学生課を窓口として、入学から日頃の学
習や学生生活、そして就職支援等まで一貫した支援を行っています。学習、学生生活、
就職支援等において、正当な理由のない差別的な対応を受けていると感じるとき、また、
障害に応じた配慮を大学にお願いしたいときなどは、教務学生課に申し出てください。
身体障害、精神障害、発達障害、病弱・虚弱等に関することがらであれば、障害者手帳
の有無は問いません。本人が意思表示できないときは、保護者等、代理の方からの相談
も受け付けますので、気軽に相談してください。

12　ＶＯＩＣＥボックスの設置について

　⑴　趣旨
　学生生活をより良く、快適なキャンパスとするため、在学学生の意見・感想・要望　　
などの投書を受け付けることを目的として「ＶＯＩＣＥボックス」を設置しています。

　⑵　設置場所
　　　管理・図書館棟1階学生センター（証明書等交付願記入用テーブルの上）

　⑶　投書用紙
　管理・図書館棟１階学生センター（モーリーズルーム）に記入用紙を設置していま　　
す。責任ある意見と行動を期待する観点から、記名式（学科名・学籍番号・氏名）と　　
します。ただし、投書者の氏名等を公表することはありません。
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　⑷　回答
　回答は交流センター内エントランスホール掲示板に掲示してお知らせします。掲示　　
の期間は１週間とします。また、無記名や他人を誹諺、中傷する内容の投書について　　
は、回答しないこととします。回答については通常１週間後から１か月以内に回答す　　
ることとしますが、時間を要する場合もあります。また、内容によっては直接個人に　　
問い合わせ、回答する場合もあります。

　⑸　その他
　　　プライバシーの保護には十分配慮して取り扱うものとします。

13　学生自治会・学生団体（サークル等）

　⑴　学生自治会
　本学には、大学に在籍する学生によって構成される学生自治会があります。学生自　　
治会は、学生活動が活発で有意義なものとなるように積極的に支援することで学生生　　
活の資質向上を目指します。
　学生自治会では本部会を中心に、各委員会が大学祭の運営やサークル活動に係るさ　　
まざまな調整と支援を行っていますので、積極的に参加することで学生生活を有意義　　
に過ごしましょう。自治会会則は巻末に記載していますので、必ずお読みください。

　⑵　学生団体（サークル等）
　スポーツや文化などの課外活動に参加することも大切です。課外活動によって各自　　
の自主的創造力を発揮し、集団活動での実践的な体験を通して豊かな人間性を育てて　　
ください。サークルの新設については、学内の教員を顧問におき、教務学生課に所定　　
の書類を提出することによって認定され、同時に学生自治会のサークル代表者委員会　　
に属することになります。学内や学外での活動を行う場合には、次の事項について届　　
出や願い出などの所定の手続きが必要となります。不明な点は教務学生課に相談して　　
ください。
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事　　項 摘要 関連規定 提出書類

学　
　

生　
　

団　
　

体

設　　立 　学生団体を設立しようとする場合は、
願い出てください。

学生生活規程
第17条第１項

学生団体設立
願
（様式第19号）

更　　新
　学生団体の設立を更新したい場合は、
当該学年の末日までに願い出てくださ
い。

学生生活規程
第18条

学生団体設立
更新願
（様式第20号）

活動報告
　学生団体は、毎年３月末日までに当
該年度の活動報告書を提出してくださ
い。

学生生活規程
第19条第１項

学生団体活動
報告書
（様式第21号）

構 成 員
名　　簿

　学生団体は、毎年５月末日までに構
成員名簿を提出してください。

学生生活規程
第19条２項

学生団体構成
員名簿
（様式第22号）

記載事項
変　　更

　学生団体設立願の記載事項を変更し
ようとする場合は、願い出てください。

学生生活規程
第20条第１項

学生団体設立
願記載事項等
変更願
（様式第23号）

解　　散 　学生団体を解散しようとする場合は、
届け出てください。

学生生活規程
第20条第２項

学生団体解散
届
（様式第24号）

学外団体
への加入

　学生団体が、学外の団体に加入しよ
うとする場合は、願い出てください。

学生生活規程
第21条

学外団体加入
願
（様式第25号）

学内での集会
　学内で集会、催物等を行おうとする
場合は、７日前までに願い出てくださ
い。

学生生活規程
第23条

学内集会（催）
願
（様式第26号）

学外者招へい 　学外者を招へいする場合は、７日前
までに願い出てください。

学生生活規程
第25条第１項

学外者招へい
願
（様式第27号）

学外活動 　学外活動を行う場合は、７日前まで
に届け出てください。

学生生活規程
第26条

学外活動届
（様式第28号）

学内掲示
　学内においてポスター、立て看板等
を掲示しようとする場合は、願い出て
ください。

学生生活規程
第27条第１項

学内掲示願
（様式第29号）

寄付募集、
物品の販売

　学内において寄付募集、物品販売等
を行おうとする場合は、願い出てくだ
さい。

学生生活規程
第31条

寄付募集等願
（様式第30号）

施設（物品）
使　　　用

　授業以外の目的で施設・設備を使用
しようとする場合は、願い出てくださ
い。

学生生活規程
第33条

施設（物品）
使用願
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学生団体一覧表（平成30年度分）

№ 分類 サークルの名称 活　　　　　動　　　　　内　　　　　容

1 体育 サッカーサークル
サッカーを楽しみ、技術を磨き自己の心身を鍛え、大学
生活を有意義にすることを目的としています。
（練習・交流試合等）

2 体育 バスケットボールサークル
バスケットボールを通じて仲間と交流し、心身ともに健
康になることを目的としています。
（練習・試合等）

3 体育 ソフトテニスサークル ソフトテニスを通じて学生間の交流を図ります。
（練習・試合等）

4 体育 バレーボールサークル バレーボールを楽しみます。
（練習・試合等）

5 体育 バドミントンサークル バドミントンを通じて、学生間の交流を図ります。
（練習・試合等）

6 体育 野球サークル 野球技術の向上および、体力の増強を目的としています。
（練習・大会等）

7 体育 陸上競技サークル
自己の体力増強を目指すとともに、陸上競技を楽しみ、
大学生活を有意義にすることを目的としています。
（練習・大会参加等）

8 体育 ソフトボールサークル
ソフトボールを楽しむこと、技術を磨き自己の心身を鍛
え大学生活を有意義にすることを目的としています。
（練習・交流試合等）

9 体育 硬式テニスサークル
硬式テニスを楽しみ、大学生活を有意義にすることを目
的としています。
（練習・交流試合・大会参加等）

10 体育 テクニカルサークル
ダンスなどの技術を身に付け、自己の心身を鍛えること
を目的としています。
（ダンス等）

11 体育 ダーツサークル ダーツを楽しむことを目的としています。
（ダーツの技術向上等）

12 体育 バトントワリングサークル 学内・学外へのバトントワリングの啓発を目的としてい
ます。

13 体育 女子サッカーサークル サッカーを通じて学生の交流を図ります。

14 体育 Y'sRoad
健康的な体づくりを目的とし、自転車を通して人や自然
と触れ合い日常的にできない体験をすることができま
す。

15 体育 卓球サークル
サークルを通して体力や卓球に関する知識・技術を身に
つけるとともに、仲間との交流を図ることを目的として
います。

16 体育 ハンドボールサークル
ハンドボールを心から楽しみ、より多くの人にハンド
ボールの楽しさを知ってもらうことを目的としていま
す。

17 体育 ダブルダッチサークル ダブルダッチの練習を通して仲間との交流を図ることを
目的としています。

18 文化 サークルコパン 料理、お菓子作りなどの分野でお互いに協力し合い、作
る喜びを知り、共に分かち合うことを学びます。

19 文化 津軽三味線サークル 津軽三味線の演奏を通し青森の文化に理解を深め、演奏
で慰問活動を行います。
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№ 分類 サークルの名称 活　　　　　動　　　　　内　　　　　容
20 文化 ステレオカンパニー 音楽を通して仲間との交流の輪を広げます。
21 文化 最遊記 各種イベントの企画・実行で学科内の友好を深めます。
22 文化 ＥＬＬＥサークル 英語に親しむことで、英会話技術の向上を目指します。

23 文化 めいと

ボランティアの情報をメールでお知らせしたり、学生が
ボランティアに参加しやすい環境を整えるための活動を
しています。様々なボランティアがありますので、興味
を持たれた方は是非参加してください！

24 文化 発達保障研究会 18歳以上の軽度の知的障碍者を対象に、オープンカレッ
ジやお花見交流会の企画・運営を行っています。

25 文化 スマイルサークル

中学校などを訪問し、ピアカウンセラーとして思春期の
子たちの心に寄り添い、「自分で決める力」や「自分自
身で問題を解決する力」を養うことをサポートしていま
す。一緒にピアカウンセリング活動を広げていきましょ
う！

26 文化 手話サークル

手話の楽しさ、魅力を知り、手話を趣味として習得しま
す。
（手話を覚える・ろうあ者との交流を深める・聴覚障害
の理解）

27 文化 吹奏楽サークル 音楽に親しむことを第一の目的とし、楽器の演奏を通し
て協力、その楽しさを学びます。

28 文化 キャリアサポート研究会
コミュニケーション能力、プレゼンテーション能力、人
間関係構築能力、業務遂行能力の向上と、高校生の本気
ややる気を引き出す。（研修・実践活動等）

29 文化 コーラスサークル 合唱を通じて、学生間の交流を図ります。
（練習・福祉施設への慰問・大学祭での発表等）

30 文化 書道 Guy's サークル 書を通して感性を磨き、日本文化に親しむ。

31 文化 in chapel
（イン　チャペル）

アカペラ活動を楽しみながら他学科の人たちとの交流を
深めることを目的としています。

32 文化 りんごの会 将来医療に携わる学生が「医療」について話し合い、よ
りよい医療従事者を追求することを目的としています。

33 文化 A-knot
（エーノット）

食、生活体験を通し、地域への知見を深めます。
（青森県内の散策、イベント参加、広報等）

34 文化 ＳＷ研究会
ソーシャルワーク（ＳＷ）を現場の人（実践者）たちと
共に学びながら、主に高齢者を対象としたボランティア
も行っています。

35 文化 児童福祉研究会 青森市内のひとり親家庭の子どもを対象に、学習支援や
季節の行事を通じての交流活動などを行っています。

36 文化 Bible Study Circle ～
聖書研究会

テキストを使い、ディスカッションしながら聖書を学ぶ
ことを目的としています。

37 文化 またたび倶楽部 青森県内外を実際に見て回り、その地域の特色や文化を
知り、見聞を広げます。

38 文化 芸術研究サークル
Porta

世界に浸透する様々な芸術を感じ、豊かな人間性を育み、
想像力を養い、柔軟な思考力を身につける。
（創作活動）
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14　学内施設の利用

　学生又は学生団体が、課外活動等の目的で体育施設、演習室等大学の施設、物品等を　
使用する場合は、教務学生課で所定の手続きをして、許可を受けてください。
　使用にあたっては、次のことを遵守してください。
①　許可された使用目的以外には使用しないこと。
②　許可を受けた期間及び時間帯を厳守すること。
③　火気及び化学薬品の取扱いは、定められた方法を厳守すること。
④　施設又は施設内の物品を破損しないこと。万一破損した場合は、直ちに教務学生　　　
課を通じて総務課又は防災センターに届け出ること。

⑤　使用後は整理清掃し、もとの状態に復元すること。
⑥　使用を中止し、又は使用を終わったときは、その旨を教務学生課を通じて総務課　　　
又は防災センターに連絡すること。

15　その他

　⑴　学内情報システム
　本学においては、教育・研究活動等を支援するため、大学校舎全体にコンピュータ　　
ネットワークが整備されています。
　学内に設置されているコンピュータは全てこの学内コンピュータネットワークに接　　
続され、学内の各種システム及びインターネットを利用することができます。
　また、学生の皆さん全員にインターネットのメールアカウントが付与されますので、　　
教員等との電子メールによる情報交換が自由にできます。
　利用方法の詳細、トラブル時の連絡先等については、別に配布する利用マニュアル　　
を参照してください。

　　○　パソコンの設置場所及び台数
　　　・　情報処理教室（教育研究Ａ棟２階）　　　76台
　　　・　ＬＴ教室２（　　　 〃 　　　）　　　34台
　　　・　自　習　室（　　　 〃 　　　）　　　23台
　　　・　大学院情報処理室（教育研究Ｃ棟３階）　12台
　　　・　図　書　館　　　　　　　　　　　　 ９台

　情報処理教室及び自習室に設置されているパソコンは、大学の閉鎖期間等を除き　　　
原則として下記の時間内は自由に利用できます（図書館内のパソコンの利用は図書　　　
館利用規程によります。）。

　　　　　月～金曜日　７：３０～２１：００　　土曜日　７：３０～１９：００
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　⑵　食堂・売店の利用
　　　食堂・売店の営業時間は、下の表のとおりです。

※　ただし、休業日でも、授業、イベント、会合等がある場合には、要望があれば
営業しています。また、臨時に営業時間を変更する場合もありますので、詳しく
はお問い合わせください（Tel　Ol7-744-2201）。

　⑶　学生センター（Molley's Room）
　管理図書館棟１階にある学生センター（Molley's Roomモーリーズルーム）は学生
の皆さんが自由に使えるスペースです。在学証明書や学割等の発行申請書等と共に、
就職関連の情報提供を行っています。就職関連についてはⅧ就職対策も参照してくだ
さい。

　⑷　駐車場の利用
　自家用車等（自動車、オートバイ及び原付自転車）による通学は、できる限り避け　
るようにしてください。
　自動車通学で学内駐車場を使用するためには、「学内駐車場使用許可願」を教務学　
生課に提出して、「駐車許可証」の交付を受けなければなりません。
　駐車許可証の有効期間は、当該年度中です。利用期間を更新したいときは、期間満　
了20日前までに前述と同様に申請し、許可を受けてください。
　ただし、通学距離が片道２㎞未満の場合は、駐車許可証を交付しません。
　また、車種、登録番号等を変更したときは、「学内駐車場使用変更願」を教務学生　
課に提出してください。
　なお、駐車場の使用にあたっては、次のことを遵守してください。

　　①　指定された場所に整然と駐車し、他の駐車に支障をきたさないこと。
　　②　職員又は警備係員から指示があった場合には、その指示に従うこと。
　　③　駐車許可証は、必ず外部から確認できるように掲示すること。
　　④　駐車許可証を転貸又は譲渡しないこと。
　　⑤　駐車許可証を紛失又は汚損したときは、速やかに教務学生課に届け出ること。

　また、自家用車等による通学をする場合には、万一の事故に備えて、任意保険等に　
加入するようにしてください。

食　　　堂

月～金曜日 10：30～15：00

土曜日 休　業

日曜日・祝日、年始年末等 休　業

売　　　店

月～金曜日 ８：20～17：00

土曜日 休　業

日曜日・祝日、年始年末等 休　業
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　⑸　学生寮の概要
　　①　設置の目的

　学生寮は、本学の教育施設の一つとして、本学の理念や使命によりかなう人材を　　
育成する上で必要とされる教育（コミュニケーション、実習、演習等）の基礎を作　　
るとともに、社会人基礎力を育成することを目的としています。

　　②　入寮対象学生及び定員
　１年次の学部学生（社会人、学士入学生を除く。）及びレジデントアシスタント（上　　
級生）

　　　　　学部男子学生　　20名
　　　　　学部女子学生　　80名

　　③　入寮期間
　　　　原則として１年間

　　④　場所
　　　　学生棟２～４階

　　⑤　特色
ア　学部新入生を対象とした導入時教育の一環として開設されています。
イ　１室２名の共同生活による協調性、コミュニケーション能力等の養成が期待さ　　　
れています。
ウ　学生寮の管理運営を学生寮自治会が中心となって行うことにより、集団生活に　　　
おける自立心、主体性等の形成が期待されています。
エ　学生寮アドバイザー、レジデントアシスタント（上級生）が寮生活をサポート
します。

　　⑥　入寮申込み
　　　　原則として、入学前に受付を行っています。

　⑹　アパート等の情報提供
　自宅からの通学が困難な方のために、アパートなどの情報を提供していますので、　
教務学生課窓口にある「アパート等物件台帳」や掲示板のアパート情報を参考にして　
ください。　
　なお、契約については十分に確認のうえ、当事者間の責任において締結してくださ
い。
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　⑺　青森県立保健大学簡易宿泊施設（ドミトリー）の概要
　遠隔地から来学する方のために簡易宿泊施設（ドミトリー）を設置しています。
　国際交流や研修、非常勤講師の方々などのための宿泊施設ですので、そのような方　
が優先となります。ただし、空き状況等によっては学生の利用も可能ですので、ご相　
談ください。

　　①　利用できる方
　　　　以下に該当する者で、遠隔地から来学する等の理由で宿泊を要する者

ア　本学の非常勤講師、招へい教授、共同研究者等
イ　本学が実施する研修会、講習会等を受講する者
ウ　大学交流時に係る教員、学生、院生等
エ　宿泊待機が必要な実習時等に適当な宿泊施設が確保できない学生、院生等
オ　その他本学の授業や事業に関係のある者で、理事長が適当と認める者

　　②　施設概要
・　場所：青森県立保健大学学生棟２階
・　宿泊室数：10室（１室１人定員）
・　宿泊室面積：16.2㎡
・　宿泊室設備：ベッド、机、イス、クローゼット、ＦＦ式ストーブ、扇風機
・　共有設備：全自動洗濯乾燥機（１階）、掃除機、洗面所、炊事場（冷蔵庫、電

子レンジ、トースター、炊飯器、ＩＨ調理器、電気ケトル）、トイレ、　
シャワー室（ヘアドライヤー備付）

　　③　使用料等
　　　　利用案内（総務課にあります。）をご覧ください。

　　④　その他
ア　所定の申込書により原則として利用希望開始日の７日前までに申込みし、前納　　　
となります。
イ　禁酒・禁煙です。
ウ　門限は、原則として23時です。
エ　詳しくは利用手続案内等（総務課にあります。）をご覧ください。

　⑻　交通事故の防止
　本学の西門・東門ともに自動車等の交通量が多く、事故が度々発生しており、通学　
の際には徒歩、自転車、自動車等を問わず、十分に留意して事故防止に努める必要が　
あります。特に、本学西門側にある浜館跨線橋の自動車等の通行については、次のこ　
とに注意してください。
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①　駒込（戸山団地）方面（南）から合浦方面（北）へ進行の車両が、直接右折で本　　
学西門に進入することはできません。一旦跨線橋左側の側道に進入し、突き当たり　　
を右折Ｕターンして反対側の側道を通り、一時停止後、左折で西門に進入してくだ　　
さい。

②　大学西門から跨線橋合浦方面（北）への直接の右折はできません。

　　また、歩行者・自転車の横断歩道以外での道路の横断は大変危険ですので、絶対
にやめてください。

合浦方面（北）

（西門）

（
側　

道
）

（
側　

道
）

（東門）

青い森鉄道線 至　
浅
虫
温
泉
駅

浜
館
跨
線
橋

青
森
県
立
保
健
大
学

一
時
停
止 一

時
停
止

至　
青
森
駅

→←

駒込（戸山団地）方面（南）
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　⑼　学生のボランティア活動に係るガイドライン
　本学が実施するボランティア活動以外に、学外の団体からも様々なボランティア情
報が寄せられています。ボランティア活動に参加する際にご一読ください。

　１　ボランティア活動に参加するにあたって
　　⑴　ボランティア活動の心得

①　ボランティア活動への参加は、自己責任・自己管理となります。
②　ボランティア活動にかかる費用（交通費、食事代など）は、原則自己負担とな
ります。
③　活動の際は、責任者やリーダーの話をよく聞き、規律ある行動を心がけ、勝手
な行動は慎みましょう。不明な点は責任者やリーダーに確認するようにしましょ
う。
④　時間は厳守しましょう。やむを得ず遅刻・欠席する場合は、ボランティア情報
に記載されている連絡先に必ず事前に連絡しましょう。
⑤　活動開始前は、体調管理に気を付け、体調不良の場合は無理をして参加しない
ようにしましょう。

　　　⑥　活動中に知り得た個人情報は、許可なく開示してはいけません。
　　⑵　その他注意事項

①　ボランティア活動に参加することによって、学業に支障がでないようにしてく
ださい。
　　なお、授業のある日にボランティア活動に参加しても公欠扱いにはなりません。
②　ボランティア活動中の万が一の事故に備えて、ボランティア保険に加入してく
ださい。
③　ボランティア活動に参加する場合は、学生生活規程第26条に基づき、活動日の
７日前までに学外活動届を教務学生課に提出してください。（※）

　２　ボランティア募集情報の掲示
　学外の団体から寄せられたボランティア情報は、管理・図書館棟１階のボランティ
ア関係掲示板に掲示しています。内容を確認し、参加する場合は、原則として、直接、
募集団体に参加を申し込んでください。
　ただし、本学が主催または共催として実施するボランティア活動（ケア付きねぶた、
野田村ボランティア等）については、別途お知らせします。

　３　ボランティア保険
　本学学生が入学時に加入する各学科指定の保険では、ボランティア活動中の事故等
が補償対象とならない場合があります（※）。ボランティア活動中の万が一の事故等
に備え、各自で活動前にボランティア保険に加入するようにしてください。
　ボランティア保険の加入の手続きは、各自治体の社会福祉協議会ボランティアセン
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ターで行っており、ボランティアに関する相談も受け付けています。青森市内では、
次の通りです。

　　　◆社会福祉法人　青森県社会福祉協議会（県ボランティア・市民活動センター）
　　　　住所：〒030-0822 青森県青森市中央３丁目20－30（県民福祉プラザ２階）
　　　　電話：017‒723‒1391（月～金　８：30～17：00)
　　　◆社会福祉法人　青森市社会福祉協議会（事務局内青森市ボランティアセンター）
　　　　住所：〒030-0802 青森市本町４‒１‒３青森市福祉増進センター
　　　　　　　（しあわせプラザ）内
　　　　電話：017‒723‒1340（月～金　９：00 ～17：00）

青森市社会福祉協議会では、ボランティア活動保険料の助成制度がありま
す。

　　　【ガイドラインに関する問い合わせ先】
　　　青森県立保健大学　C棟１階　地域連携推進課
　　　TEL：017‒765‒4085 ／ＦＡＸ：017‒765‒2021 ／メール：volunteer@auhw.ac.jp

※学外活動届の提出、現在自分が加入している学科指定の保険の内容、ボランティ
ア参加に係る単位認定（ヒューマンケア特殊講義Ⅱ、Ⅲ）については、教務学生
課に確認してください。
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Ⅶ　図書館の利用について

１　利用資格
　　・本学学生
　　・本学教職員
　　・その他調査・研究を目的とする18歳以上の者（高校生を除く）

２　開館時間
　　・通常
　　　　月曜日から金曜日まで　　８：45～20：00
　　　　土曜日　　　　　　　　　10：00～16：00

　　・夏季・冬季・春季休業期間中
　　　　月曜日から金曜日まで　　８：45～17：00

３　休館日
　　・日曜日、祝日
　　・年末年始
　　・休業期間中の土曜日
　　・館長が定める臨時休館日
　　※詳しくは館内掲示又は図書館ホームページの開館カレンダーをご覧ください。
　　　http://www.auhw.ac.jp/library/index.html

４　館内閲覧
　館内は開架式で、自由に閲覧することができます。利用後の資料は、必ず各自正しい　
位置に戻してください。

５　館外貸出
　　カウンターで手続きをするか、自動貸出装置で貸出手続きを行ってください。
　　・貸出冊数　制限なし
　　・貸出期間　２週間

※参考図書、指定図書、禁帯出の図書、雑誌、新聞、視聴覚資料は館外貸出できませ　　　
ん。

６　返却
　　カウンターに資料を持参するか、図書館入口横にある「返却口」に入れてください。
　　※22時から朝５時までは大学の建物に入れません。
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７　延滞者への督促
　返却期限を過ぎても図書が返却されない場合は、メール等で督促します。延滞中は、
新規の貸出・予約を行うことはできません。

８　My Library　（図書館webサービス）
　ログインするには、ログインＩＤ＝学籍番号（又は教職員番号）とパスワードが必要
です。パスワードがわからない場合は、カウンターに申し出てください。詳しいマニュ
アルは http://campus.auhw.ac.jp/tosyo/（学内限定）に掲載しています。

　⑴　貸出・予約状況の確認
　　　現在借りている図書や予約中の図書を確認できます。
　⑵　予約

　利用したい図書が貸出中の場合、予約することができます。予約した図書が返却さ　
れ次第、メールでお知らせします。取り置き期間は２週間です。

　⑶　貸出期間の更新（延長）
　貸出期間の更新は、貸出期間内で予約者がいない場合、１回だけ行うことができま　
す。貸出期間は、更新手続きをした日から２週間となります。

　⑷　文献複写物の取り寄せ（文献複写サービス）
　図書館間の相互協力により、当館で所蔵していない文献の複写物を取り寄せること　
ができます（有料）。

　⑸　図書のリクエスト
　利用したい図書が図書館にない場合、リクエストすることができます。図書館で検　
討のうえ購入し、準備ができ次第メールでお知らせします。

　⑹　図書の取り寄せ（現物貸借サービス）
　利用したい図書が図書館にない場合、取り寄せることができます（県立図書館から　
の取り寄せは無料、他大学図書館からの取り寄せは有料）。

９　コピー
　図書や雑誌論文等の著者の権利は、「著作権法」によって保護されています。複写希
望者が調査研究のために使用する場合のみ、同一文献につき一人１部、その図書資料の
一部分（半分以下）のコピーが可能です。

　　コピーの際は文献複写申込書に記入し、カウンターへ提出してください。
　　※図書館資料以外のコピーはできません。
　　※図書館では両替はできません。
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10　所蔵資料の検索
　所蔵資料の検索は、各階の検索コーナーにあるパソコンを使って検索できます。書名、　
著者名などから検索することができ、資料の状況（貸出中など）もわかります。

　　※所蔵資料の検索は、学外からも可能です。
　　　http://library.auhw.ac.jp/intrasite/CARINWEBOPAC.HTM（パソコン用）
　　　http://library.auhw.ac.jp/CARIN/k/index.html（携帯用）

11　パソコン・プリンターの使用
　図書館内の検索用パソコンではＵＳＢフラッシュメモリなどの外部記憶媒体を使用す
ることはできません。
　蔵書検索結果などをプリントアウトできます。用紙（Ａ４）は各自持参してください。
　※図書館では用紙の販売はしていません。

12　データベース・電子ジャーナル・電子書籍の利用
　雑誌論文や新聞記事を探すためのデータベース「医中誌Web」、「最新看護索引」、
「CINAHL」、「聞蔵」、「ELNET」が利用できます。また、「メディカルオンライン」、　
「ProQuest Health and Medical Collection」などの電子ジャーナル・電子書籍も利用で
きます。

13　レファレンス・サービス
　資料についてわからないことは、お気軽にカウンターへお尋ねください。

14　他大学等の図書館を利用したいときには
　図書館によっては、公開していないことや紹介状が必要な場合がありますので、必ず　
事前にカウンターでご相談ください。

15　図書館設備予約システム
　下記設備の利用時は予約システムへ入力し、利用開始時にカウンターで学生証を提示　
してください。

　⑴　メディアスペース（利用対象：本学学生・大学院生）
　Word、Excel、PowerPointをインストールしたパソコンを９台設置しています。デー
タベース検索や電子ジャーナルを閲覧しながらレポート作成することが可能です。
　Ａ４モノクロでプリントアウトが可能です。用紙（Ａ４）は各自持参してください。
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　⑵　グループ学習室
　　　原則として２名以上で利用してください。

　⑶　ｉＰａｄ・ノートパソコン・プロジェクター（利用対象：本学学生・大学院生）
　利用は図書館内限定です。ｉＰａｄとノートパソコンはインターネットに接続でき
ます。

16　その他
　⑴　グループワークルーム・研究個室・自習室
　　　利用の際の手続きは不要です。
　⑵　ＡＶブース

　図書館で所蔵しているＤＶＤやビデオを視聴できます。視聴の際は、カウンターで
館内貸出の手続きをしてください。利用後の資料は必ずカウンターに返却してくださ
い。

　⑶　注意事項
　　・入館の際には学生証（又は教職員カード、利用者カード）を必ず携帯してください。
　　・借りた図書の転貸（又貸し）は禁止です。
　　・館内における携帯電話での通話は禁止です。

・館内は原則として飲食禁止ですが、密閉できる容器に入った水・お茶などの持ち込　　　
みと飲用は可能です。ただし、検索コーナー・メディアスペース・ＡＶコーナー・　　　
書庫・コピー室では禁止しています。

・図書館資料を紛失又は汚損した場合、館内機器を損傷した場合は弁償となることが
あります。

・他の利用者の迷惑となる行為はしないでください。
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17　案内図
１　　階：指定図書、参考図書、ＤＶＤ、ビデオ、ＣＤ、　ＣＤ -ＲＯＭ、新着図書、

当日の新聞、大学関連発行物、博士・修士論文、展示コーナー

２　　階：看護学・理学療法学・社会福祉学・栄養学関係図書、国家試験関連資料、　　　　　　
今年の雑誌、前日～今月の新聞

３　　階：人間総合科学関係図書、一般図書

３階書庫：咋年以前の雑誌、先月以前の新聞、紀要・県行政資料、洋書、和書（旧版）
※電動書架の開け方：他のボタンが点灯していないことと、開いている書棚の通路　　　　　　

内に人がいないこと、踏み台が残されていないことを確かめ　　　　　　
てから、開けたい書棚のボタンを押してください。

　　　※手動書架の使い方：利用するときは忘れずにロックしてください。
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書架番号 書架案内（主なもの）
階段側 社会学、社会心理学

14
地域社会、社会保障、生活・消費者
問題、労働問題、家族問題、女性問
題

15 男性・女性問題、家・家族問題、老
人問題、社会病理

16 社会病理、社会福祉、ケースワーク

17 ケースワーク、福祉従事者、老人福
祉

18 老人福祉、障害者福祉、精神障害者
福祉、災害

19 児童福祉、地域福祉（ボランティア）、
医療社会福祉、医学、医学哲学

20 基礎医学、解剖学、生理学、生化学、
薬理学

21 薬理学、病理学、臨床医学、診断学

22
救急処置、化学療法、放射線医学、
理学療法（物理療法）、看護学、看
護心理学

23

基礎看護技術、看護診断、看護過程、
看護業務計画、救命救急・集中看護、
慢性期疾患看護、母子看護、産科看
護、母性看護、小児看護、成人看護

24 精神科看護、老人看護、看護行政・
管理、地域看護、内科学

25
内科学、一般的疾病（糖尿病、老人
医学）、循環器疾患、呼吸器疾患、
消化器疾患

26 消化器疾患、運動器疾患、神経科学・
精神医学

27
神経科学・精神医学（神経症、老人
性痴呆）、感染症・伝染病学、小児
科学

28 小児科学、外科学（癌）、脳神経外
科学、整形外科学

29
整形外科学、リハビリテーション、
皮膚科学、泌尿器科学、婦人科学、
婦人病

30 産科学、助産学、眼科学、耳鼻咽喉
科学、衛生学・公衆衛生、衛生行政

31
衛生行政、病院経営、民族衛生、個
人衛生（健康法）、環境衛生、食品・
栄養

壁側 栄養学、薬学

中央

国試関連資料コーナー ( 管理栄養士、
社会福祉士、精神保健福祉士、理学
療法士、看護師、保健師、助産師 )
★日本看護学会論文集【492.9││
N71】
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書架番号 書架案内（主なもの）
１ 総記、情報科学、図書館

２ 叢書・全集、哲学各論（東洋思想、
西洋哲学）

３ 心理学
４ 心理学、倫理学、宗教、歴史（日本史）

５ 歴史（日本史、アジア史、東洋史、
西洋史）、地理、社会科学、政治

６ 政治、法律
７ 法律、経済、財政、統計、教育
８ 教育

９ 教育、民俗学、自然科学（物理学、
化学、生物科学）

10 自然科学（遺伝学）、技術・工学（公
害環境工学）

11 技術・工学（電気工学、家政学）、産業、
芸術（スポーツ、体育）

12 言語
13 文学
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Ⅷ　就職対策

１　就職活動について

　就職活動は、原則として学生の皆さん一人一人が自主的に行うものです。
　大学では学生の皆さんの就職活動を支援するため、就職対策委員会を設置し、就職に　
関する情報提供をはじめ、以下のような事業を行っています。いずれも利用・参加は任　
意ですが、積極的に活用してください。

２　主な就職対策事業について

　⑴　就職情報の提供
　　①　Ａ・Ｂ・Ｃ棟１階の就職情報掲示板

　各棟の学科に合わせてインターンシップや合同説明会、セミナー情報や主に県　　　
内の求人票を掲示します。随時張り替えていますので、こまめにチェックしましょ　　　
う。

　　②　モーリーズルーム（学生センター）
　　　ア　求人票の閲覧

　大学に送られてきた求人票が学科別・都道府県別に分類してあり、いつでも閲　　　　
覧できます。（咋年度分はキャビネットを横移動させると奥にあります）ハロー　　　　
ワークに出ていない求人も多くありますので、定期的にチェックしてください。

　　　イ　掲示板
　卒業した先輩からのメッセージや公務員・民間企業を目指す方や障害のある人　　　　
向けの就職情報を掲示しています。

　　　ウ　持ち帰り可能な就職関連冊子
　　　　　テーブルに持ち帰り可能な就職関連冊子や公務員試験要項などがあります。
　　　エ　過去就職試験受験結果報告書の閲覧・印刷申請

　モーリーズルームのＰＣには先輩方が過去に受験した就職試験受験結果がＰＤ　　　　
Ｆ保存されており、自由に閲覧し、欲しいページを印刷申請できます。利用につ　　　　
いてのお問合せは事務局（就職相談専門員等）に気軽に相談してください。

　⑵　就職活動ガイドブック・就職の手引き
　「就職活動ガイドブック」は、就職のための心構えを始め、応募書類の書き方や面　　
接についてなど具体的に説明しており、倒で触れる就職活動セミナーではテキストと　　
して使用します。「就職の手引き」は、就職活動に関するスケジュール、手続きや流　
れについて説明しています。どちらも本学独自に作成している冊子で、事務局受付カ　　
ウンターに常時設置してあります。有効に活用してください。
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　⑶　就職ガイダンスの開催
　卒業生や就職活動を終えた４年生等に、就職活動のことや進路決定までの具体的な　
方法、これからの学習方法について語ってもらいます。日時等は決まり次第、学科毎　　
にお知らせします。

　⑷　就職合同説明会の開催
　本学主催の、就職合同説明会を年に４回、主に３～４年生を対象に開催しています。
毎年多くの事業所等が参加しています。早期に情報収集をすることがスムーズな就職
に結びつきますので４年生はもちろん、３年生も積極的に参加しましょう。
①　春季就職合同説明会
②　夏季就職合同説明会
③　秋季就職合同説明会

　⑸　就職活動セミナーの開催
　キャリアカウンセラー等の外部講師による就職活動セミナーを開催しています。主　　
に、１～２年生は就職活動の全体像を知り、キャリアプランを考え、３年生はビジネ　
スマナーを身につけ、自己分析をし、４年生は応募書類の書き方や面接の受け方等を　
学びます。学科・学年・時期に沿って、グループワークやロールプレイングを中心に　
開催しています。

　⑹　その他の支援
　その他、「公務員試験対策学内講座」や「ハローワーク出張相談会」など、学科や
業種別の講座等も開催しています。開催案内はメールや掲示板などで随時お知らせし
ます。

３　相談について

　学生の皆さんが就職活動を進めていく上で様々な疑問や悩みが出てくることと思いま
す。不安を抱えたままでは納得のいく就職活動はできません。各学科では就職対策委員
の教員が窓口となり、皆さんの相談に対応します。また、教務学生課には就職相談専門
員もおりますので、遠慮せずに相談してください。
　なお、本学では障害のある学生に対し教務学生課を窓口として、入学から就職支援等
まで一貫した支援を行っています。詳細については「Ⅵ　学生生活－11　学生・障害学
生相談」をご参照ください。
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Ⅸ　学生関係規程

１　学則

青森県立保健大学学則

　　目次

　　　第１章　総則（第１条～第20条）
　　　第２章　学年、学期及び休業日（第21条～第23条）
　　　第３章　学部学生
　　　　第１節　修業年限及び在学年限（第24条・第25条）
　　　　第２節　入学等（第26条～第33条）
　　　　第３節　教育課程及び履修方法等（第34条～第41条）
　　　　第４節　休学、復学、転学、留学、退学及び除籍（第42条～第48条）
　　　　第５節　卒業及び学位（第49条・第50条）
　　　　第６節　賞罰（第51条・第52条）
　　　第４章　研究生等（第53条～第58条）
　　　第５章　入学検定料、入学料、授業料及び研修料（第59条）
　　　第６章　受託研究及び共同研究（第60条）
　　　第７章  大学の開放（第61条）
　　　第８章  福利厚生施設（第62条）
　　　第９章  その他（第63条）
　　　附則

　第１章　総則

　（目的）
第１条　青森県立保健大学（以下「本学」という。）は、高度の専門的知識と技術を備え、
保健医療・福祉の連携、協力に向けて、社会の幅広い領域で中核的な役割を果たすこと
のできる優れた人材を育成し、もって地域の人々の健康及び福祉の向上に寄与すること
を目的とする。

　（評価）
第２条　本学は、教育研究水準の向上を図り、前条の目的及び社会的使命を達成するため、
教育研究活動等の状況について、自ら又は外部の点検及び評価（以下「自己評価及び外
部評価」という。）を行うものとする。
２　自己評価及び外部評価に関し必要な事項は、別に定める。
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　（学部、学科及び学生定員）
第３条　本学に、健康科学部を置く。
２　健康科学部の学科、入学定員及び収容定員は、次の表のとおりとする。

　（大学院）
第４条　本学に、大学院を置く。
２　大学院に、健康科学研究科を置く。
３　大学院に関し必要な事項は、この学則に定めるもののほか、別に定める。

　（附属図書館）
第５条　本学に、附属図書館（以下「図書館」という。）を置く。
２　図書館に関し必要な事項は、別に定める。

　（附属の教育施設及び研究施設）
第６条　本学に、地域連携・国際センター及び研究推進・知的財産センターを置く。
２　地域連携・国際センター及び研究推進・知的財産センターに関し必要な事項は、別に
定める。

　（事務局）
第７条　本学に、大学の事務を処理するため、事務局を置く。

　（職員）
第８条　本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員及び技術職員その他
必要な職員を置く。

２　前項に規定するもののほか、副学長を置くことができる。

　（事務局長等）
第９条　本学に、学長のほか、事務局長、研究科長、学部長、学生部長、附属図書館長、
地域連携・国際センター長、研究推進・知的財産センター長、学科長及び科長を置く。

学　　　科 入 学 定 員 第 ２ 年 次
編入学定員

第 ３ 年 次
編入学定員 収 容 定 員

看 護 学 科 １００人 １０人 ４２０人

理学療法学科 　３０人 　２人 １２４人

社会福祉学科 　５０人 ４人 ２１２人

栄 養 学 科 　３０人 ３人 １２９人

合　　　計 ２１０人 ７人 　１２人 ８８５人
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　（学長等の職務等）
第10条　学長は校務を掌理し、所属職員を統督する。
２　副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。
３　事務局長は、事務局の事務を掌理し、所属職員を指揮監督する。
４　研究科長は、当該研究科に関する事項を掌理する。
５　学部長は、学部の教授をもって充て、当該学部に関する事項について掌理する。
６　学生部長は、本学の教授をもって充て、学生の厚生補導に関する事項を処理する。
７　附属図書館長は、本学の教授をもって充て、図書館に関する事項を処理する。
８　地域連携・国際センター長は、本学の教授をもって充て、地域連携・国際センターに
関する事項を掌理し、所属職員を指揮監督する。

９　研究推進・知的財産センター長は、本学の教授をもって充て、研究推進・知的財産セ
ンターに関する事項を掌理し、所属職員を指揮監督する。

10　学科長は、各学科の教授をもって充て、当該学科に関する事項を掌理し、所属職員を
指揮監督する。

11　科長は、本学の教授又は准教授をもって充て、地域連携・国際センター又は研究推進・
知的財産センターの当該科に関する事項を掌理し、所属職員を指揮監督する。

12　第３項を除く前各項に規定する者の選考、任期その他必要な事項については、別に定
める。

　（名誉教授）
第11条　学長は、本学に勤務し、教育上又は学術上功績のあった者に名誉教授の称号を授
与することができる。　

２　名誉教授に関し必要な事項は、別に定める。

　（客員教授等）
第12条  本学に、客員教授及び臨地教授等を置くことができる。
２　客員教授及び臨地教授等に関し必要な事項は、別に定める。

　（教授会）
第13条　本学に、教授会を置く。
２　教授会は、学長が次に掲げる事項について決定を行うに当たり意見を述べるものとす
る。

　⑴　学生（大学院学生を除く。）の入学及び卒業
　⑵　学位の授与
　⑶　前２号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴く

ことが必要なものとして学長が定めるもの
３　教授会は、前項に規定するもののほか、学長及び学部長がつかさどる教育研究に関す
る事項について審議し、及び学長の求めに応じ、意見を述べることができる。



―　109　―

Ⅸ　

学
生
関
係
規
定

４　教授会は、学長及び教授をもって構成する。ただし、学部長が必要と認める場合は、
准教授その他の職員を加えることができる。

５　第８条第２項の規程により副学長を置く場合は、当該副学長を教授会の構成員とする。
６　教授会の運営に関し必要な事項は、別に定める。

　（研究科委員会）
第14条　本学に、研究科委員会を置く。
２　研究科委員会に関し必要な事項は、別に定める。

　（学部運営連絡会議）
第15条　本学に、学部の重要な事項について総合的な連絡調整を図るため、学部運営連絡
会議を置くことができる。

２　学部運営連絡会議に関し必要な事項は、別に定める。

　（教員会議）
第16条  本学に、本学の重要な事項について全体的な連絡調整を図るため、教員会議を置
く。

２　教員会議に関し必要な事項は、別に定める。

　（学科運営会議）
第17条　本学に、学科の重要な事項について連絡調整等を図るため、学科に学科運営会議
を置くことができる。

２　学科運営会議に関し必要な事項は、別に定める。

第18条　削除

　（各種委員会）
第19条　本学に、特定の分野に関する重要事項を調査し、又は審議するため、教務委員会
その他必要な委員会を置くことができる。

２　委員会に関し必要な事項は、別に定める。

　（大学運営協議会）
第20条　本学に、学外有識者の意見を聴取し社会的要請に応え、ひいては本学の発展や円
滑な運営に資するため、大学運営協議会を置くことができる。

２　大学運営協議会に関し必要な事項は、別に定める。
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　第２章　学年、学期及び休業日

　（学年）
第21条　学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。

　（学期）
第22条　学年を分けて２期とする。
　⑴　前期　４月１日から９月30日まで
　⑵　後期　10月１日から翌年３月31日まで
２　前項の規定にかかわらず、学長は、必要と認める場合には、教授会の議を経て前期及
び後期の期間を変更することができる。

　（休業日）
第23条　授業を行わない日（以下「休業日」という。）は、次のとおりとする。
　⑴　日曜日及び土曜日
　⑵　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
　⑶　開学記念日
　⑷　春季休業
　⑸　夏季休業
　⑹　冬季休業
２　前項第４号から第６号までに規定する休業日は、１年を通じ18週以内で学長が定める
日とする。

３　第１項の規定にかかわらず、必要がある場合は、学長は臨時に休業日を設け、又は休
業日を変更し、若しくは休業日に授業を行うことができる。

　第３章　学部学生

　　第１節　修業年限及び在学年限

　（修業年限）
第24条　本学の修業年限は、４年とする。

　（在学年限）
第25条　在学年限は、修業年限又は在学すべき年限の２倍を超えることができない。
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　　第２節　入学等

　（入学の時期）
第26条　入学の時期は、学年の始めとする。ただし、次条第３号、第４号及び第６号に該
当する者（同条第６号に該当する者にあっては、国際バカロレア資格を有する者、アビ
トゥア資格を有する者又はバカロレア資格を有する者で各々 18歳に達した者に限る。）
及び第31条の規定により入学する者については、学期の始めとすることができる。

　（入学資格）
第27条　本学に入学することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
　⑴　高等学校若しくは中等教育学校を卒業した者
　⑵　通常の課程による12年の学校教育を修了した者
　⑶　外国において学校教育における12年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で文部

科学大臣の指定したもの
　⑷　文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教育

施設の当該課程を修了した者
　⑸　専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定め

る基準を満たすものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が
定める日以後に修了した者

　⑹　学校教育法施行規則第150条第４号の規定により文部科学大臣が指定した者
　⑺　高等学校卒業程度認定試験規則（平成17年文部科学省令第１号）による高等学校卒

業程度認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）
　⑻　学校教育法（昭和22年法律第26号）第90条第２項の規定により大学に入学した者で

あって、本学における教育を受けるにふさわしい学力があると認めたもの
　⑼　本学において、個別の入学資格審査により、高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、18歳に達したもの

　（入学志願の手続）
第28条　本学に入学を志願する者は、指定する期日までに、入学志願票に所定の入学検定
料及び別に定める書類を添えて学長に提出しなければならない。

　（入学者の選考）
第29条　入学志願者に対しては、別に定めるところにより選考を行う。

　（入学手続及び入学の許可）
第30条　前条の選考の結果に基づき、合格の通知を受けた者は、指定する期日までに、別
に定める書類を提出するとともに、所定の入学料を納入しなければならない。

２　学長は、前項の入学手続を完了した者については、入学を許可する。
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　（編入学、転入学、再入学）
第31条　学長は、次の各号のいずれかに該当する者で、本学への入学を志願する者がある
ときは、別に定めるところにより選考を行い、相当年次に入学を許可することができる。
ただし、転入学及び再入学の場合については、原則として定員に欠員がある場合に限る
ものとする。

　⑴　大学を卒業した者、退学した者又は第48条第３号の規定により除籍となった者。
　⑵　大学に在学している者
　⑶　短期大学、高等専門学校、国立工業教員養成所又は国立養護教諭養成所を卒業した

者
　⑷　学校教育法第132条の規定に基づき専修学校の専門課程を修了した者
　⑸　学校教育法施行規則附則第７条第１項の表の上欄に掲げる従前の規定による学校の

課程を修了し、又は卒業した者

　（転学科）
第32条　学長は、他の学科に転学科を志願する者があるときは、別に定めるところにより
選考を行い、これを許可することができる。

２　前項の志願手続、選考及び許可に関し必要な事項は、別に定める。

　（転入学等の取扱い）
第33条　前２条の規定により入学又は転学科を許可された者の既に履修した授業科目及び
単位数の取扱い並びに在学すべき年数については、学長が決定する。

　　第３節　教育課程及び履修方法等

　（授業科目）
第34条　本学で開講する授業科目は、人間総合科学科目、健康科学部共通科目及び専門科
目とする。

　（単位の計算方法）
第35条　授業科目の単位数は、１単位45時間の学修を必要とする内容をもって構成するこ
とを標準とし、授業の方法に応じ、当該授業による教育効果、授業時間外に必要な学修
等を考慮して、次の基準により算定するものとする。

　⑴　講義及び演習は、15時間から30時間までの範囲の授業をもって１単位とする。
　⑵　実験、実習及び実技については、30時間から45時間までの範囲の授業をもって１単

位とする。

　（単位の授与）
第36条　授業科目を履修し、試験に合格した者には、所定の単位を与える。
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　（履修科目の登録の上限）
第36条の２　学長は、学生が各年次にわたって適切に授業科目を履修するため、卒業の要
件として学生が修得すべき単位数について、学生が１年間又は１学期に履修科目として
登録することができる単位数の上限を定めることができる。

　（成績の評価）
第37条　授業科目の成績の評価は、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ及びＥの評語をもって表し、Ａ、Ｂ及
びＣを合格とする。ただし、必要と認める場合は、合格及び不合格の評語を用いること
ができる。

　（他大学等における授業科目の履修等）
第38条　学長は、教育上有益と認めるときは、他の大学又は短期大学との協議に基づき、
学生に当該他の大学又は短期大学の授業科目を履修させることができる。

２　前項の規定により履修した授業科目について修得した単位は、60単位を超えない範囲
で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

　（他の教育機関における学修に対する単位の授与）
第39条　学長は、教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専
攻科における学修その他大学設置基準第29条第１項の規定により大学が単位を与えるこ
とのできる学修（平成３年文部省告示第68号）に定める学修を、本学における授業科目
の履修とみなし、単位を与えることができる。

２　前項により与えることのできる単位数は、前条第２項により本学において修得したも
のとみなす単位数と合わせて、60単位を超えないものとする。

　（入学前の既修得単位の認定）
第40条　学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大
学において履修した授業科目について修得した単位を、本学に入学した後の本学におけ
る授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。

２　学長は、教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に
規定する学修を、本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。

３　前２項の規定により、修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編
入学又は転入学の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、６０
単位を超えないものとする。

　（授業科目の名称及び単位数等）
第41条　各学科の授業科目の名称、配当年次及び単位数は、別表３、別表３の２、別表３
の３、別表４、別表４の２、別表４の３、別表５又は別表６のとおりとする。
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２　その他履修に関し必要な事項は、別に定める。

　　第４節　休学、復学、転学、留学、退学及び除籍

　（休学）
第42条　疾病その他特別の理由により、引き続き２月以上修学することができない者は、
学長の許可を得て休学することができる。

２　疾病のため修学することが適当でないと認められる者については、学長は休学を命ず
ることができる。

３　疾病のため休学を願い出る者は、医師の作成する診断書を添付しなければならない。

　（休学期間）
第43条　休学期間は、１年以内とする。ただし、特別の理由がある場合は、休学期間の延
長を認めることができる。

２　休学期間は、通算して４年を超えることができない。
３　休学期間は、第25条に定める在学年限には算入しない。

　（復学）
第44条　休学した者が、休学期間が満了したとき、又は休学期間中にその理由が消滅した
ときは、学長の許可を得て復学することができる。

２　疾病のため休学した者が復学しようとするときは、医師の診断書を添付して願い出な
ければならない。

　（転学）
第45条　他の大学等への入学又は転入学を志願しようとする者は、学長の許可を受けなけ
ればならない。

　（留学）
第46条　外国の大学等に留学することを志願する者は、学長の許可を得て留学することが
できる。

２　学長は、前項の規定により留学した者について、当該留学した期間を第49条第１項に
規定する期間に含めることができる。

３　第１項の規定による留学により修得した単位の取扱いについては、学長が別に定める。

　（退学）
第47条　学生は、退学しようとするときは、学長の許可を受けなければならない。
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　（除籍）
第48条　学長は、次の各号のいずれかに該当する者については、除籍することができる。
　⑴　第25条に定める在学年限を超えた者
　⑵　第43条第１項又は第２項の規定による休学期間を超えて、なお復学することができ

ない者
　⑶　授業料又は入学料の納入を怠り、催促してもなお納入しない者
　⑷　死亡した者又は長期間にわたり行方不明の者

　（復籍）
第48条の２　前条第３号に該当し除籍となった者から当該除籍の事由となった授業料を納
付して復籍の願い出があったときは、学長は復籍を許可することができる。

２　復籍に関し必要な事項は、別に定める。

　　第５節　卒業及び学位

　（卒業）
第49条　学長は、４年（第31条又は第32条第１項の規定により入学又は転学科した者につ
いては、第33条の規定により定められた在学すべき年数）以上在学し、別表３、別表３
の２、別表３の３、別表４、別表４の２、別表４の３、別表５又は別表６に定める授業
科目を履修し、青森県立保健大学履修規程（平成20年規程第105号）で定める卒業要件
単位を修得した者に対し、卒業を認定する。

２　学長は、前項の規定により卒業を認定した者に対し卒業証書を授与する。

　（学位）
第50条　学長は、前条第１項の規定により卒業を認定した者に対し、学士の学位を授与す
る。

２　学位の授与に関し必要な事項は、別に定める。

　　第６節　賞罰

　（表彰）
第51条　学長は、表彰に値する行為のあった学生を、表彰することができる。

　（懲戒）
第52条　学長は、学則その他本学の定める諸規程に違反し、又は学生としての本分に反す
る行為をした学生を、懲戒することができる。

２　懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。
３　前項の退学は、次の各号のいずれかに該当する者に対して行うことができる。
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　⑴　性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　⑵　学力劣等で成業の見込みがないと認められる者
　⑶　正当な理由なくして出席常でない者
　⑷　本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に反した者

　第４章　研究生等

　（研究生）
第53条　学長は、本学において特定の専門事項について研究することを志願する者がある
ときは、本学の教育研究に支障のない範囲において、別に定めるところにより選考を行
い、研究生として入学を許可することができる。

２　研究生を志願することのできる者は、大学を卒業した者又はこれと同等以上の学力が
あると学長が認めた者とする。

　（科目等履修生）
第54条　学長は、本学において特定の授業科目を履修することを志願する者があるときは、
本学の教育研究に支障のない範囲において、別に定めるところにより選考を行い、科目
等履修生として入学を許可することができる。

２　科目等履修生を志願することのできる者は、当該授業科目を履修するに十分な学力が
あると認められた者とする。

３　学長は、科目等履修生に対し、単位を与えることができる。

　（特別聴講学生）
第55条　学長は、他の大学又は短期大学の学生で、本学において特定の授業科目を履修す
ることを志願する者があるときは、当該大学又は短期大学との協議に基づき、別に定め
るところにより選考を行い、特別聴講学生として入学を許可することができる。

２　学長は、特別聴講学生に対し単位を与えることができる。

　（研修生）
第56条　学長は、大学その他の団体からその所属する職員に特定の専門事項について研修
させるため、本学に派遣の申し出のあるときは、本学の教育研究に支障のない範囲にお
いて、別に定めるところにより選考を行い、研修生として受け入れることができる。

　（外国人留学生）
第57条　学長は、外国人で本学に特別の留学を志願する者があるときは、別に定めるとこ
ろにより選考を行い、外国人留学生として入学を許可することができる。
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　（研究生等の規程）
第58条　この章に規定するもののほか、研究生、科目等履修生、特別聴講学生、研修生及
び外国人留学生に関し必要な事項は、別に定める。

２　大学院の研究生、科目等履修生、特別聴講学生、研修生及び外国人留学生については、
この章の規定は適用しない。

　第５章　入学検定料、入学料、授業料及び研修料

　（授業料等）
第59条　入学検定料、入学料、授業料及び研修料に関し必要な事項は、別に定める。

　第６章　受託研究及び共同研究

　（受託研究及び共同研究）
第60条　本学の学術研究に資するため、受託研究及び共同研究を行うことができる。
２　受託研究及び共同研究に関し必要な事項は、別に定める。

　第７章　大学の開放

　（大学の開放）
第61条　研究成果を地域社会に還元し、広く県民の教養を高め、文化の向上に資するため、
公開講座の開設その他の大学開放の事業を行うことができる。

２　大学の開放に関し必要な事項は、別に定める。

　第８章　福利厚生施設

　（福利厚生施設）
第62条　本学に、福利厚生に資するため、食堂その他の福利厚生施設を設ける。

　第９章　その他

　（委任）
第63条　この学則に定めるもののほか、この学則の施行に関し必要な事項は、学長が別に
定める。

　附　則
１　この学則は、平成20年４月１日から施行する。
２　平成20年度から平成22年度までの各年度における健康科学部の学生収容定員は、第３
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条第２項の規定にかかわらず、次に掲げるとおりとする。

　附　則
この学則は、平成21年４月１日から施行する。
　附　則
この学則は、平成21年７月29日から施行する。
　附　則
この学則は、平成23年４月１日から施行する。
　附　則
この学則は、平成23年９月21日から施行し、平成24年４月１日から適用する。
　附　則
この学則は、平成23年11月16日から施行し、平成24年４月１日から適用する。
　附　則
この学則は、平成24年１月16日から施行し、平成24年４月１日から適用する。
　附　則
この学則は、平成27年４月１日から施行する。
　附　則
この学則は、平成30年４月１日から施行する。

区 分 平成20年度 平成21年度 平成22年度

看 護 学 科 ４２０人 ４２０人 ４２０人

理 学 療 法 学 科 　９４人 １０４人 １１４人

社 会 福 祉 学 科 １８２人 １９２人 ２０２人

栄 養 学 科 　３０人 　６３人 　９６人

合　　　計 ７２６人 ７７９人 ８３２人
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２　学生生活規程

青森県立保健大学学生生活規程

　第１章　総則

　（趣旨）
第１条　青森県立保健大学（以下「本学」という。）の学生が守るべき事項については、　
本学の他の諸規程に定めるもののほか、この規程の定めるところによる。

　第２章　誓約書、保証人及び学生記録

　（誓約書）
第２条　新たに本学学生となる者は、本人及び保証人連署の誓約書・保証書（様式第１号）　
を学長に提出しなければならない。

　（保証人）
第３条保証人は２人とし、それぞれ独立の生計を営む成年者でなければならない。
２　前項の保証人のうち１人は、一親等の親族又はこれに準ずる者でなければならない。
３　保証人は、保証する学生の身上及び授業料の納入について、連帯してその責に任ずる。
４　保証人を変更し、又は保証人の住所に変更があったときは、当該変更後の保証人は、　
当該学生を経て、その都度速やかに保証人等変更届（様式第２号）を教務学生課に提出　
しなければならない。

　（学生個人票）
第４条　学生は、必要事項を記入した学生個人票（様式第３号）を、入学後速やかに教務　
学生課に提出しなければならない。

２　氏名の変更、住所の変更等、前項の学生個人票の記載事項に変更があったときは、当　
該学生は、その都度速やかに氏名変更届（様式第４号）、学生住所変更届（様式第５号）　
を教務学生課に提出しなければならない。

　第３章　健康診断

　（健康診断）
第５条　学生は、毎学年定期又は臨時に健康診断を受けなければならない。
２　学生は、前項の健康診断の結果、本学が行う保健指導上の指示に従わなければならな
い。

３　本学が行う健康診断の結果の証明を希望する学生は、健康診断書交付願（様式第６号）　
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を教務学生課に提出し、健康診断書の交付を受けることができる。

　第４章　学生証

　（学生証）
第６条　学生は、入学の際、学生証（様式第７号）の交付を受けるものとする。転学科の　
場合は、従前の学生証を返還し、新たな学生証の交付を受けるものとする。

２　学生は、構内に入るときは、学生証を携帯しなければならない。
３　学生は、本学の教職員から学生証の提示を求められたときは、直ちにこれを示さなけ　
ればならない。

４　学生は、学生証を紛失し、若しくは汚損したとき、又は学生証の有効期限を延長する　
必要が生じたときは、学生証再交付（書換）願（様式第８号）を教務学生課に提出し、　
再交付を受けなければならない。

５　学生は、学生証を他人に貸与し、又は譲渡してはならない。
６　学生は、卒業、修了、退学、除籍等により学籍を離れたときは、直ちに学生証を返還　
しなければならない。

　第５章　諸証明

　（通学証明）
第７条　公共輸送機関の通学定期乗車券を購入するため、通学証明書の交付を希望する学　
生は、通学証明書交付願（様式第９号）を教務学生課に提出し、その交付を受けること　
ができる。

　（学生旅客運賃割引証）
第８条　旅行するため、学生旅客運賃割引証の交付を希望する学生は、学生旅客運賃割引　
証交付願（様式第10号）を教務学生課に提出し、その交付を受けることができる。

　（その他の証明等）
第９条　学生が、在学証明書、成績証明書、卒業（見込）証明書、修了（見込）証明書、　
単位修得証明書、就職推薦書等の交付を希望するときは、証明書等交付願（様式第11号）
を、教務学生課に提出し、それらの交付を受けることができる。

　第６章　休学、復学、転学、転学科、留学及び退学

　（休学）
第10条　青森県立保健大学学則（以下「学則」という。）第42条第１項又は青森県立保健
大学大学院学則（以下「大学院学則」という。）第27条第１項の規定により休学しよう



―　121　―

Ⅸ　

学
生
関
係
規
定

とする学生は、本人及び保証人連署の休学（期間延長）願（様式第12号）を教務学生課
に提出しなければならない。

２　学則第43条第１項又は大学院学則第28条の規定により休学期間を延長しようとする学
生も、同様とする。

　（復学）
第11条　学則第44条第１項又は大学院学則第29条第１項の規定により復学しようとする学
生は、本人及び保証人連署の復学願（様式第13号）を教務学生課に提出しなければなら
ない。

　（転学）
第12条　学則第45条又は大学院学則第30条の規定により他の大学等へ入学又は転入学を志
願しようとする学生は、本人及び保証人連署の転学願（様式第14号）を教務学生課に提
出しなければならない。

　（転学科）
第13条　学則第32条第１項の規定により他の学科に転学科を志願する学生は、本人及び保
証人連署の転学科願（様式第15号）を教務学生課に提出しなければならない。

　（転領域）
第13条の２　大学院学則第18条の規定により他の領域に転領域を志願する学生は、本人及
び保証人連署の転領域願（様式第15号の２）を教務学生課に提出しなければならない。

　（留学）
第14条　学則第46条第１項又は大学院学則第31条第１項の規定により外国の大学等に留学
することを志願する学生は、本人及び保証人連署の留学願（様式第16号）を教務学生課
に提出しなければならない。

　（退学）
第15条　学則第47条又は大学院学則第32条の規定により退学しようとする学生は、本人及
び保証人連署の退学願（様式第17号）を教務学生課に提出しなければならない。

　第７章　欠席

　（欠席）
第16条　疾病その他やむを得ない理由により引き続き７日以上欠席しようとする学生　
は、あらかじめ欠席届（様式第18号）を教務学生課に提出しなければならない。

２　やむを得ない理出により、前項の規定による欠席届をあらかじめ提出できなかったと　
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きは、その理由を付して、事後速やかに提出しなければならない。
３　前２項の欠席届には、医師の診断書等の欠席の理由を明らかにする書類を添付しなけ　
ればならない。

　第８章　学生の団体

　（設立願）
第17条　学生が、学内において団体（以下「学生団体」という。）を設立しようとする　
ときは、学生団体設立願（様式第19号）を教務学生課に提出しなければならない。

２　前項の学生団体の設立に当たっては、本学の教授、准教授、専任の講師又は助教のう　
ちから顧問教員を定めなければならない。

　（許可の期限）
第18条　前条第１項の学生団体設立願に係る許可の有効期限は、当該学生団体が許可を　
受けた日の属する学年の末日までとする。ただし、当該学年の末日までに学生団体設立　
更新願（様式第20号）を教務学生課に提出したものについては、１年ごとに更新を認　
めることができる。

　（事業等の報告）
第19条　学生団体は、毎年３月末日までに当該年度の学生団体活動報告書（様式第21号）
を教務学生課に提出するものとする。

２　学生団体は、毎年５月末日までに新入生を含めた学生団体構成員名簿（様式第22号）　
を教務学生課に提出するものとする。

　（目的等の変更及び解散の届出）
第20条　学生団体が、その目的、組織その他第17条に規定する学生団体設立願の記載事項
を変更しようとするときは、学生団体設立願記載事項等変更願（様式第23号）を教務学
生課に提出しなければならない。

２　学生団体が、解散しようとするときは、学生団体解散届（様式第24号）を教務学生　
課に提出しなければならない。

　（学外団体への加入）
第21条　学生団体が、学外の団体に加入しようとするときは、学外団体加入願（様式第　
25号）を教務学生課に提出しなければならない。

　（活動の停止又は解散）
第22条　学生団体が、次の各号の一に該当するときは、学長は当該学生団体の活動の停　
止又は解散を命ずることができる。
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　⑴　本学の教育研究活動を妨げたとき
　⑵）学則、大学院学則又は諸規則に違反した活動を行ったとき
　⑶　学生団体の構成員が不祥事に関係し、それが学生団体の活動と密接な関連があった　　

とき
　⑷　学生団体の活動が長期にわたって行われなかったとき、又は学生団体活動報告書が　　

提出されなかったとき

　第９章　集会等

　（集会等）
第23条　学生又は学生団体が、本学において集会、催物等を行おうとするときは、その　
７日前までに学生集会（催）願（様式第26号）を教務学生課に提出しなければならない。

　（集会等の解散）
第24条　集会等が本学の目的及び使命に著しく反すると認められるときは、当該集会等　
の解散を命じられることがある。

　（学外者の招へい等）
第25条　学生又は学生団体が、学外から特別指導者、講演者、コーチ等を招へいしよう　
とするときは、その期日の原則として７日前までに学外者招へい願（様式第27号）を　
教務学生課に提出しなければならない。

２　同一の学外者を継続的に招へいする場合も前項の規定を準用する。ただし、許可の有　
効期限はその期の末日までとする。

　（学外での活動）
第26条　学生又は学生団体が、学外において課外活動等の目的で次に掲げる事項を実施　
しようとするときは、原則としてその７日前までに学外活動届（様式第28号）を教務　
学生課に提出しなければならない。

　⑴　キャンプ、登山等
　⑵　合宿
　⑶　団体旅行
　⑷　ボランティア活動
　⑸　宿泊を伴うその他の学外活動等

　第10章　学内掲示、印刷物の発行・配布、寄付募集、拡声器の使用等

　（学内掲示）
第27条　学生又は学生団体が、学内においてポスター、立看板等（以下「掲示物」という。）
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を掲示しようとするときは、あらかじめ学内掲示願（様式第29号）を当該掲示物を添え
て教務学生課に提出しなければならない。

２　前項の掲示物には、本学の職員が掲示期間を明示した検印を押印する。
３　掲示物は、学長が指定した場所に掲示しなければならない。
４　掲示物は、糊張りをしてはならない。

　（禁止掲示物）
第28条　学生又は学生団体は、次の各号の一に該当する掲示物を掲示してはならない。
　⑴　特定の個人、団体等をひぼうし、又はその名誉を傷つけるもの
　⑵　虚偽の事項を記載したもの
　⑶　その他内容、形状、大きさ等が品位を欠くもの

　（掲示物の撤去）
第29条　学生又は学生団体は、掲示期間を経過した掲示物を直ちに撤去しなければなら　
ない。

２　掲示物が次の各号の一に該当する時は、当該掲示物の撤去を命ぜられ、又はこれを撤　
去されることがある。

　⑴　検印を押印していないもの
　⑵　あらかじめ提出した掲示物の内容と相違するもの
　⑶　学長が指定した場所以外に掲示したもの
　⑷　掲示期間を経過したもの
　⑸　前条各号に該当する掲示物

　（印刷物の発行・配布）
第30条　学生又は学生団体が、本学において新聞、ビラ等（以下「印刷物」という。）を発行し、
配布しようとするときは、あらかじめ当該印刷物１部を教務学生課に提出しなければな
らない。

２　印刷物の発行又は配布については、第28条の規定を準用する。

　（寄付募集等）
第31条　学生又は学生団体が、本学において寄付募集、物品販売その他これらに類する　
行為をしようとするときは、あらかじめ寄付募集等願（様式第30号）を教務学生課に　
提出し、学長の許可を受けなければならない。

　（拡声器の使用）
第32条　学生又は学生団体は、本学において、教育研究に支障を及ぼす拡声器の使用を　
してはならない。

２　拡声器の使用については、第28条の規定を準用する。



―　125　―

Ⅸ　

学
生
関
係
規
定

　第11章　施設及び設備の使用

　（施設等の使用）
第33条　学生又は学生団体が、授業以外の目的で本学の施設又は設備を使用しようとす　
るときは、別に定めるところにより、あらかじめ使用願を提出しなければならない。

　（使用上の遵守事項）
第34条　学生又は学生団体が、施設等を使用するときは、次の事項を遵守しければなら　
ない。

　⑴　許可を受けた使用目的以外には使用しないこと
　⑵　許可を受けた期間及び時間帯を厳守すること
　⑶　周辺の秩序を乱さないこと
　⑷　施設等を殿損しないこと
　⑸　その他許可に際して付された条件及び管理者の指示に従うこと

（許可の取り消し）
第35条　施設等を使用する学生又は学生団体が次の各号の一に該当するときは、使用の　
許可を取り消されることがある。

　⑴　使用願に偽りがあったとき
　⑵　許可に際して付された条件及び学長の指示に違反したとき
　⑶　その他本学の施設等の管理及び使用に係る規程に違反したとき

　（毀損等の取扱い）
第36条　学生又は学生団体は、施設等を毀損し、又は滅失したときは、直ちにその旨を　
教務学生課に届け出なければならない。

２　前項の規定による毀損又は滅失が、学生又は学生団体の故意又は重大な過失によるも　
のであるときは、当該学生又は学生団体をしてこれを原状に回復させ、又はその修理若　
しくは補充に要する経費を負担させるものとする。

　（原状の回復）
第37条　学生又は学生団体は、第33条に規定する使用を終わったとき、又は第35条の規定
により使用の許可を取り消されたときは、速やかに施設等を原状に回復するとともに、
学生又は学生団体が搬入した物件を撤去しなければならない。

　（使用終了の届出）
第38条　学生又は学生団休は、施設等の使用を終了したときは、直ちにその旨を教務学　
生課に届け出て、当該施設等の点検を受けなければならない。



―　126　―

　第12章　アルバイト

　（アルバイト）
第39条　本学に申し込まれたアルバイトの求人の条件等については、掲示板に掲示する　
ものとする。

２　学生は、前項のアルバイトに係る求職を希望するときは、アルバイト求職票（様式第　
31号）を教務学生課に届け出たうえ、求人する者と連絡をとるものとする。

３　学生は、前２項に係る求職の成否を教務学生課に届け出るものとする。

　第13章　アパート

　（アパート）
第40条　本学に申し込まれたアパートの入居募集の条件等については、掲示板に掲示す　
るものとする。

２　学生は、前項のアパートに係る入居を希望する時は、適宜、貸主等と連絡をとるもの　
とする。

３　前２項に係る契約は、当事者が直接行うものとする。

　第14章　雑則

　（研究生等への準用）
第41条　本則は、研究生、科目等履修生、特別聴講学生、研修生及び外国人留学生につ　
いて準用する。

　附　則
この規程は、平成20年４月１日から施行する。
　附　則
この規程は、平成21年４月１日から施行する。
　附　則
１　この規程は、平成21年８月11日　（以下「施行日」という。）から施行する。
２　施行日前日に本学の学生である者は、改正後の第３条の規定にかかわらず、なお従前
の例による。

３　第10条から第15条までに規定する保証人については、一親等の親族又はこれに準ずる
者とする。

　附　則
この規程は、平成25年４月１日から施行する。

（様式省略）
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Ｘ　委員会からのお知らせ

１　学内情報ネットワーク利用上の留意事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　情報委員会

　⑴　はじめに
　本学の情報ネットワークは、学術研究と大学教育を支援する目的で運営されていま　　
す。情報ネットワークの利用に当たっては、この目的を逸脱しないようにしなければ　　
なりません。
　また、学内の情報ネットワークにとどまらず、本学の接続する学術情報ネットワー　　
クなど他のネットワークの混乱を招く行為や利用者に迷惑となる行為等を行わないよ　　
うに留意しなければなりません。
　ここに示す留意事項は、学内情報システムを利用する上で最低限遵守していただき
たい事項と、インターネットを利用する上で学外のインターネット利用者に迷惑をか
けないための一般的な留意事項等を記載したものです。

　⑵　電子メール利用上の留意事項
　　①　常識的なマナー

　他人を誹諺・中傷する内容を含んだメールを送らないようにしましょう。
　常識的な礼儀作法は、当然守らなければなりませんが、文面だけでのやり取りと　　　
なりますので対面でのコミュニケーション以上に送信する内容に慎重さが必要で　　　
す。ユーモアのつもりでも相手の感情を害する場合があります。

　　②　電子メールの受信確認
　各種の連絡事項が電子メールで送信されますので、出校した際には必ず電子メー　　　
ルを確認してください。
　電子メールを保存する容量は各人毎に割り当てられています。受信箱（メールボッ
クス）の容量がいっぱいになるとメールは受信できなくなりますので、確認後不要
なメールは削除し、メールボックス内の文書は最小限に留めてください。

　　③　電子メールの送信
　相手の立場にたって、必要なメールに限定し送付するように心がけてください。
　学内の多くの人に周知する必要があるもの、周知したいものなどは、電子掲示板
を利用してください。例えば、小さな電子文書を添付した電子メールでも多人数に
送れば相当の容量を占拠することになります。
　また、自分に関係しない内容の電子メールは受け取った人に対しての迷惑行為と　　　
もなります。
　常識的なマナーを踏まえ、送信の際には、cc、bcc は必要な場合にだけ用いてく
ださい。特に、bcc は利用の仕方によっては相手のみならず、同時に受け取ってい
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る他の受信者等へも不快感を与える場合がありますので、学内では極力利用しない
ようにしてください。
※ cc：「Carbon Copy」の略で、ここに指定したアドレスに、そのメールのコピー

を送ることができます。受信した人は cc に誰が指定されているか見るこ
とができます。

※ bcc：「Blind Carbon Copy」の略で、bcc に指定された人にメールのコピーが
送られるのは cc と同じですが、受信したメールからは bcc の欄が削除さ
れており、bcc に誰が指定されていたのかを受信者が知ることはできませ
ん。

　　④　送信者名等の表示
　電子メールの本文中に送信者本人の名前等を記載しましょう。
　受信者側では、送信者のメールアドレスを確認できますが、メールアドレスだけ　
では送信者が誰かわからない場合があります。最低限、氏名を本文中に記載して電　
子メールを送信するようにしてください。

　　⑤　メールの容量制限
　メール１通の容量制限は25メガバイトです。容量の大きなメールは受信者側に大　
きな負荷がかかりますので、注意してください。

　　⑥　個人情報等の送信
　他人及び自分の個人情報は送信しないようにしましょう。
　インターネットを利用して情報を送信する場合、目的の相手に到達するまでに多　
数の機器を経由します。クレジットカードの番号やパスワードなどを送らないよう　
にしましょう。
　学内のメールアドレスでインターネット上の掲示板に記載したり、または懸賞サ
イト等への登録は行わないでください。
　また、他人の個人情報を無断で第三者に送信することは、プライバシーの侵害に　
当たります。

　　⑦　チェーンメールの禁止
　不幸の手紙のような別の人に同じ内容を転送することを要請する内容のメール　
（チェーンメール又はチェーンレター）は、理由の如何を問わず禁止されています。
　電子メールは多人数への送信の容易さから、チェーンメールは鼠算的に発生し、　
インターネット全体に大変な負荷をかける恐れがあります。
　チェーンメールの形態はさまざまなものがあります。例えば面白いジョークを書　
いたものや被災地への支援を呼びかけるものなど、受け手の好奇心や善意にうった　
えるものもあります。しかしながら、書いた本人の意図はともかく、このような電
子メールが際限なく広がることによってインターネット全体に大きな負担をかける
ことになります。このようなメールを受け取った場合は、他人に転送しないように
してください。
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　　⑧　デマメール
　送られてくる電子メールの内容の真偽を確認しましょう。
　多数の人を経由して第一発信者が不明な電子メール等情報の信頼性には留意して
ください。例えばコンピュータウィルスに関する偽情報などがありますが、チェー　　
ンメール化する恐れがあるので真偽の判断できない電子メールを受け取った場合は　　
転送しないようにしましょう。

　⑶　インターネットにおける電子メール利用上の技術的制限等
　　①　文字コードの制限
　　　　インターネットで利用できる文字コードには制限があります。

　以下のような文字コードで送信した場合は、相手の受信環境によっては意味不明　　
の記号の羅列（いわゆる文字化け）を送ることになりかねないので注意してくださ　　
い。

　　　・半角カナの使用禁止
　　　　日本語入力環境における「いわゆる半角カナ」を使うことはできません。
　　　・機種依存文字の使用禁止

①②などの丸数字、Ⅰ、Ⅱなどのローマ数字などの特殊記号や旧字体漢字など　
使用するパソコン等の機種によっては正確に表示されません。

　　②　添付ファイルの制限
　添付ファイルは、一般的に相手が同じソフトウェアを利用していなければ開くこ　　
とができません。
　また、同じソフトウェアであっても、違うOS（基本ソフトウェア：ウィンドウズ、　　
マッキントッシュ、ユニックス等）の場合開くことができない場合もあります。
　どうしても、添付ファイルを送る必要がある場合は、送信先の利用環境を確認し、　　
利用できるファイル形式で送信するようにしましょう。

　⑷　迷惑メール等に関する相談窓口
　迷惑メールが届いたり、個人を誹謗・中傷する内容のメールや掲示板への書き込み　
等があった場合には、事務局にご相談ください。

　　　→　相談窓口：事務局　教務学生課　学生担当
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２　ソーシャルメディア等利用上の留意事項

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報委員会

　⑴　はじめに
　ソーシャルメディアとは、ブログ、ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）、　
動画共有サイトなど、利用者が情報を発信してコミュニケーションを形成していく電　
子的なメディアをいいます。代表的な例としては、Twitter、Facebook、YouTube、
LINE、Instagramなどが挙げられます。
　しかし、その利用方法を誤ると、利用者本人の不利益となるだけでなく、他者や青　
森県立保健大学の名誉を傷つけたり、社会的利益を損ねる可能性があります。
　以下の項目は、ソーシャルメディアを利用する際に留意すべきマナーについてまと　
めたものですので、しっかりとそれぞれの留意事項を確認し、青森県立保健大学の学　
生として品位ある態度を保ち、より安全なソーシャルメディアの利用を心がけてくだ　　
さい。

　⑵　留意事項
　　①　法令遵守

　日本国内の法令を遵守してください。留学や旅行など国外においても、諸外国の　　
法令や国際法を遵守してください。特に基本的人権、肖像権、プライバシー権、著　　
作権、商標権等に関して、十分留意してください。次のような情報は発信すること　　
のないようにしてください。

　　　・誹謗中傷するような内容
　　　・他人のプライバシーに関する内容
　　　・公序良俗に反する内容
　　　・人種、民族、言語、宗教、身体、性、思想、信条等に関する差別的な内容
　　②　人権の尊重

　一人ひとりの個性や多様性を尊重し、異なる意見や考え方、生き方をお互いに認　　
め合うことをすべてのコミュニケーション活動の基本としてください。
　他者に敬意を払うことを忘れず、たとえ意見の相違や異論があった場合でも、冷　　
静な対応を心がけてください。

　　③　正確な情報の発信
　正確な情報を伝えるようにしてください。発言内容に対する責任は、発言者が持
ちます。意図的か否かに関わらず、虚偽や不明確な情報を発信することは、あなた　　　
自身のみならず青森県立保健大学の名誉と信頼を損なうことになることを認識して　　　
ください。
　情報を発信する前に内容の真偽を確認するとともに、万一、誤った情報を発信し　
た場合には速やかに謝罪し、事実関係を精査した上で訂正を発信してください。
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　　④　守秘義務・機密情報の取扱い
　本学の授業・研修等を通じて知り得た個人情報など守秘性の高い情報に関しては
取り扱いに注意し、適宜担当教員等の指導を受けてください。なお、特に学外実習・
研修等に関しては、個人情報に限らず、施設・機関等の情報に関しても留意し、原
則として学外実習・研修等に関しては発信することのないようにしてください。

　　⑤　大学の一員である自覚
　青森県立保健大学の学生であることを明らかにした上で、オンラインでのコミュ　
ニケーション活動を行う場合は、単にあなた個人としてだけではなく、社会全体か　
ら本学を代表したイメージで受け取られることを自覚してください。

　　⑥　自分自身のプライバシーの保護
　個人情報を登録・公開する際には、利用するサービスの内容を十分に検討した上　
で行うようにしてください。オンライン上でのコミュニケーションでは、情報を削　
除しても第三者において保存され、将来にわたって利用されるおそれがあります。
　個人情報以外にも行動履歴等から個人特定等につながる事例もありますので、十
分に注意してください。

　　⑦　その他
　ソーシャルメディアの利用に限らず、インターネット等情報技術の活用に関して　
は、その利便性・有効性とともに、危険性や加害性も従来より遥かに大きくなって　
いることを認識し、適切な利用・活用に留意してください。
　なお、個別的には、特に違法ソフトの使用は厳に慎むとともに、危険性の高いソ　
フト等の使用に留意し、個人レベルでもセキュリティーソフトの導入・適宜アップ　
デートを励行するように心がけてください。
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３　研究対象者となられる学生の皆さんへ
　　　～教員から研究への協力依頼があったときに～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　研究倫理委員会

　本学の教員から、研究への協力依頼が学生であるあなたに来ることがあるかも知れませ
ん。その場合、研究への協力を受諾される前に、あなたには次のような権利があることを
是非知っておいてください。以下は研究への協力をする際にあなたが持っている権利であ
り、同時に、あなたに研究を依頼した教員に課せられている義務です。

　あなたには次のような権利があります。

１　研究の目的、方法について事前に十分な説明を受ける権利
２　研究に参加することによって予期されるメリットとデメリットについて事前に十分な　
説明を受ける権利

３　あなたが研究に参加することを断った場合でも、何らの不利益を受けることがないこ　
とについて事前に十分な説明を受ける権利

４　研究に参加した後からでも、いつでも参加を撤回し、協力を中止できることについて　
事前に十分な説明を受ける権利

５　研究結果が公表される場合、公表の方法について事前に十分な説明を受ける権利
　　また、その場合、あなたのプライバシーがどのようにして完全に守られるのかという　
ことに関しても事前に十分な説明を受ける権利

　上記１から５までを含めて、あなたの権利が脅かされたり侵されたりしたと感じた時、
また、疑問な点が生じたら、研究への協力が始まる前でも、研究への協力の途中でも又は
研究への協力が終わってしまった後でも構いません。あなたの権利に関して本学の研究倫
理委員会に問い合わせあるいは、相談又は申立てをすることができますので、「青森県立
保健大学研究倫理委員会」に電話や学内E－メールで御連絡ください。秘密は、厳守します。

　　　青森県立保健大学研究倫理委員会
　　　　　　電　話：017－765－4085
　　　　　　　　　　研究倫理委員会へとお伝えください。
　　　　　　　　　　受付日時：月曜日～金曜日、８：30～17：15
　　　　　　メールアドレス：rinri2008@auhw.ac.jp
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４　学内ハラスメントをなくすために

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権に関する委員会

　青森県立保健大学では、全ての大学・大学院に在籍する学生や教職員が、個人の尊厳と
男女の平等を深く認識し、多様なハラスメントを受けることなく学び、研究し、働くこと
ができる環境づくりを目指しています。

　⑴　学内ハラスメントとは何か ?
　大学・大学院におけるハラスメント（相手を不快にさせる言動）には、性的な言動
によるセクシュアル・ハラスメント、勉学・教育・研究に関連する言動によるアカデ　　
ミック・ハラスメント、職務上の地位や優越的地位に基づいた言動によるパワー・ハ　　
ラスメントなどがあります。多様なハラスメントは教職員、学生の間に存在する信頼　　
関係を破壊するとともに、学問の質を高め、個人の成長を促すという環境を損なわせ、　　
「豊かな人間性と高度の専門性を備えたヒューマン・ケアのできる人材を育成する」

　　という、本学の掲げる教育目標をも脅かします。

　⑵　学内ハラスメントとなる言動とは何か ?

　⑶　学内ハラスメントを受けたらどうすれば良いのか ?
　多様なハラスメントは、被害者側の責任ではありません。
　「あなたの態度は不愉快です。」とハッキリ相手に言いましょう。
　ハラスメントを受けたことを友人や信頼できる人に相談してください。相談するこ　
とによって、自分自身を責めたり、無力感や孤立感に陥り苦しむことを避けることが　
できます。そして、ハラスメントを受けた日時、場所、誰から、どんな行為であった　　
かを記録し、相手から送られてきた手紙や電子メール、学業・職務の評価など、証拠　　
になるものをできる限り保存しておいてください。

言葉
　不快な冗談：卑猥な性的なもの
　差別的発言：「おばさん」　「男の子」
　　　　　　　「女の子」
　プライバシーの侵害：「恋人はまだ ?」
　研究の妨害：「研究をさせなくして
　　　　　　　やる」
　人格の侵害：「性体験が豊富だ」など

行動
　研究と無関係の雑用を強要
　相手を執拗に眺め回す
　身体接触：髪の毛、肩等に不必要に
　　　　　　触れる
　コンパでお酌、デュエットを強要
　研究成果やアイデアの流用　　など



―　134　―

　⑷　学内ハラスメントを防止するためにはどうすれば良いのか ?
　本学に在籍する学生や教職員は、ともにより良い環境で教育を受ける権利、教育研　
究を行う権利、働く権利があることを認識しなければなりません。本学では、多様な　
ハラスメントは個々人の関係における道徳や倫理の問題に止まるものではなく教育・　
労働環境の問題と捉え、相談窓口を設け、総合的な防止対策に取り組んでいます。
　本学の学内ハラスメントに対する相談窓口は、「人権に関する委員会」が担当して　　
おります。

「人権に関する委員会」メールアドレス：jinken@auhw.ac.jp

５　大学構内全面禁煙について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　保健管理委員会・衛生委員会

　本学では、平成15年施行の健康増進法に伴い、学生及び教職員に対して大学構内を全面
禁煙としています。
　学生諸君の理解と協力をお願いします。

健康増進法第二十五条　受動喫煙の防止
学校、体育館、病院、劇場、観覧場、集会場、展示場、百貨店、事務所、官公庁施設、
飲食店その他の多数の者が利用する施設を管理する者は、これらを利用する者につい
て、受動喫煙（室内又はこれに準ずる環境において、他人のたばこの煙を吸わされる
ことをいう。）を防止するために必要な措置を講ずるように努めなければならない。

　⑴　趣旨
　言うまでもなく喫煙が健康に対して悪影響を与えることは自明のことです。本学は　
保健医療福祉の専門家を養成する大学であり、県立の保健福祉系大学として健康と福　
祉を促進する責任があります。
　前述の健康増進法第二十五条の趣旨は、多数の人が集まる所、例えば大学構内でも　
他の学生や教職員に受動喫煙させないように勧告しています。
　そのため、本学ではこの法律を遵守するため、大学構内を全面禁煙とします。

　⑵　具体的な実施計画
①　大学構内は全面禁煙とします。キャンパス内とは、学内の公共スペース（講議室、　　
廊下、ホール、講堂、体育館、グラウンド、駐車・駐輪場、ホワイエ等）を意味します。
②　学生に対し、喫煙被害について、随時指導・助言すると同時に禁煙相談にも応じ　　　
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ます。相談窓口は保健室です。
③　入学相談会や保健大学案内等に本学の禁煙に対する取組について、適宜お知らせ　　　
します。

６　不審者への対策について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生委員会

　全国的に不審者による事件が多発していますが、本大学付近でもこれまでそれらしい人
や車が出没しているという情報が寄せられています。一人ひとりが防犯意識を持ち、事件
に巻き込まれないよう気をつけましょう。
【危険を避けるために】
　１　人通りの少ない場所、見通しの悪い場所は、一人では通らない。
　　　特に夜間は、必ず複数で行動する。
　２　防犯ブザーを携帯し、いつでも鳴らせるようにしておく。
　　　不審者撃退スプレーなども携帯する。
　３　帰宅時は、玄関の鍵を掛け終わるまで、安心しない。
　４　不審な車には近寄らないように気をつける。
　５　携帯電話、スマートフォン等の歩きながらの操作はやめ、常に周囲に注意を払う。
【危険に遭遇したときは】
　１　大声をあげる。
　２　防犯ブザーを鳴らす。スプレーなどを使う。
　３　人通りの多い方向へ逃げる。

◎　不審者に遭遇した場合には、直ちに110番通報するとともに、教職員に連絡して下
さい。



―　136　―

７　悪質商法にご用心 !!

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学生委員会

　様々な悪質商法が、巧妙な手口で皆さんを狙っています。
　特に、「商品を購入して会員になり、友人に売ればマージンが入る。さらに自分が勧誘
した人が新たに会員を増やすとボーナスが入る」などと一部の成功例を強調し、あたかも
全員が成功するかのように勧誘するマルチ商法等が問題になっています。インターネット
やファックスを使う等、手口はいろいろあるでしょうが、「必ず儲かる」うまい話はあり
ません。くれぐれも引っかからないように注意しましょう。儲かるどころか借金を抱えて、
友人までも失うことになりかねません。学内でも高額な商品を売り付けられそうになる事
例が問題となっています。
　また、利用したおぼえのない架空の有料サイト利用料や情報料、債権などを請求する文
書が電子（携帯）メールやハガキ、封書で届けられ問題になっています。身に覚えのない
場合は無視し、根拠のない悪質な取り立ては、警察へ届けましょう。なお、ごく稀に裁判
所からの正式な「支払督促」や「呼出状」が郵便局員から直接届けられる事例もあります。
そのようなときはすぐに最寄りの消費生活センターへ対応を相談してください。

　　　　　　　　　　　　学内相談窓口　学生委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人権に関する委員会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局教務学生課
　　　　　　　　　　　　学外相談窓口　青森県消費生活センター（TEL 017-722-3343）
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８　災害時の連絡について　～災害用伝言板とTwitter の活用～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　危機管理委員会

　⑴　災害用伝言板の活用について
　東日本大震災においては各種通信機能が使えない状況の中、携帯電話の災害用伝言　
板が災害の直後から利用可能でした。このため、本学では、大規模な災害が起きた場　
合に、この災害用伝言板を活用し学生及び教職員の安否確認を行うこととしました。

　 イメージ図
　（ＮＴＴドコモの場合）

 利用方法 …基本的には各社とも同じですが、機種により異なる場合があります。各自
の携帯電話会社のホームページを確認してください。

　　①　安否情報通知先を登録（一部の機種では利用できません。）
　　　　下記２つのアドレスを安否情報通知先としてあらかじめ登録します。
　　　　（平成30年度のアドレスは下表のとおり。）
　　　　一度登録したアドレスは卒業までそのまま使い、卒業時に削除しましょう。

所属 メールアドレス１ メールアドレス２

１ 看護学科１年生 saigai_kango_bg@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku1@docomo.ne.jp

２ 看護学科２年生 saigai_kango_cg@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku1@docomo.ne.jp

３ 看護学科３年生 saigai_kango_dg@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku1@docomo.ne.jp

４ 看護学科４年生 saigai_kango_ag@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku1@docomo.ne.jp

５ 理学療法学科 saigai_rigaku@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku2@docomo.ne.jp
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必ず入力のこと。コメ
ント欄によりメール送
信者を判別します。

所属 メールアドレス１ メールアドレス２

６ 社会福祉学科１・４年生 saigai_shafuku_ag@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku2@docomo.ne.jp

７ 社会福祉学科２・３年生 saigai_shafuku_bg@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku2@docomo.ne.jp

８ 栄養学科 saigai_eiyo@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku2@docomo.ne.jp

９ 大学院 saigai_daigakuin@ms.auhw.ac.jp auhw_zimukyoku2@docomo.ne.jp

　 もしも災害が起きたら…
　　②　安否情報の登録
　　　　災害用伝言板に安否情報を登録し、メールを送信する。
　　⒤　現在の状況を「無事です。」「被害があります。」「自宅にいます。」「避難所にい

ます。」の中から選択（複数選択可。）。
　　　ⅱ　コメント欄に以下を入力（必須。）。
　　　　　学部学生…学科、学年、氏名
　　　　　大学院生…博士課程・修士課程の別、学年、氏名
　　　ⅲ　事前登録アドレスに安否情報を送信する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　※お手持ちの携帯電話でこれらの機能を利用できない場合は、
　　　　　　上記のアドレスに独自に安否情報をメール送信してください。　

　⑵　Twitter の活用について
　Twitter に保健大学の公式アカウントを作成し、災害発生時や緊急時に緊急のお
知らせ・連絡事項を掲載します。各自でTwitter のアカウントを持っていなくても
ＵＲＬのみで閲覧できますので、災害時・緊急時には、Twitter に緊急のお知らせ・
連絡事項が掲載されていないか各自で確認してください。
※通信料がかかりますが、携帯電話からも閲覧できます。夜間に災害等が発生した場　　
合は、概ね朝７時頃にお知らせ・連絡事項を掲載する予定です。

　　　ＵＲＬ：http://twitter.com/auhw_webmaster
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Ⅺ　学生自治会則等

青森県立保健大学学生自治会則

　第一章　目的
第１条　青森県立保健大学学生自治会（以下、「自治会」という。）は、学生の健康を増進し、　
また、学生活動が活発で有意義なものとなるよう積極的に支援することで学生生活の質　
的向上を目指すものであり、青森県立保健大学の全学生（以下、「会員」という。）によっ　
て構成される。

２　自治会は、その活動に伴う経費として後援会助成金及び寄付金、その他の収入を充て
る。

　第二章　組織
第２条　自治会には次の組織を置く。
　⑴　学生自治会本部会
　⑵　サークル代表者委員会
　⑶　選挙管理委員会
　⑷　大学祭実行委員会
　⑸　各種実行委員会
　⑹　その他学生活動に必要な組織

　第三章　自治会
第３条　学生自治会本部会（以下、「本部会」という。）は、学生活動に係る種々の問題等
について協議及び調整し、学生活動が円滑に進むよう支援する。

２　本部会は、会則の改正を協議し決定する。ただし、自治会の基本的性格に係る重要事　
項について会則を改正する必要がある場合は、定時総会又は臨時総会に諮るものとする。
３　本部会は、サークルの認定及びサークルの活動内容について協議し承認する。
４　本部会は、必要に応じて若干名の会員を本部会の特別構成員とすることができる。
５　本部会は次の役員によって構成される。
　１）自治会役員
　　⑴　会　　長　　　１名
　　⑵　副 会 長　　　２名
　　⑶　書　　記　　　２名（内、補佐を１名）
　　⑷　会　　計　　　２名（内、補佐を１名）
　　⑸　庶　　務　　　２名（内、補佐を１名）
　２）各種委員長
　　⑴　サークル代表者委員会委員長　　１名
　　⑵　選挙管理委員会委員長　　　　　１名
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　　⑶　大学祭実行委員長　　　　　　　１名
　　⑷　各種実行委員会委員長　　　　各１名
６　本部会役員のうち会長、副会長、書記、会計及び庶務については、役員選挙により選　
出される。役員選挙の実施については選挙管理委員会が管轄する。

７　会長は、本部会を代表し本部会の運営等についてその責任を有する。
８　副会長は、会長を補佐し必要に応じて会長の職務を代行する。
９　書記は、本部会の記録業務にあたり、議事録等の作成を行う。
10　会計は、本部会及び自治会の会計業務にあたり、定時総会において決算報告及び会計　
報告を行う。

11　庶務は、本部会の渉外業務及び広報業務を行う。
12　本部会役員の任期は以下のように定める。
　１）自治会役員

　自治会役員の任期は、11月１日から翌年の10月31日までの１年間とし、再任を妨げ
ない。

　２）各種委員長
　各種委員長の任期は、５月１日から翌年の４月30日までの１年間とし、再任を妨げ
ない。

３）ただし、任期満了後であっても後任の引継ぎが終了するまではその業務を果たさな　　
ければならない。

13　本部会の役員は、他の役員との兼任を禁ずる。
14　本部会は、本学の学生部長及び教務学生課長を顧問とする。

　第四章　学生総会
第４条　学生総会は定時総会及び臨時総会とする。
２　定時総会は、年度初めに開催し、役員の承認、決算及び会計報告等を行う。
３　臨時総会は、本部会で協議し随時に開催できる。
４　学生総会は全会員によって構成される。
５　全会員の過半数の出席をもって学生総会を成立とする。尚、成立定数を満たさない場　
合、評議員総会をもって学生総会の代わりとする。

６　決定事項・承認事項に関しては出席数の過半数をもって可決・承認とする。
７　評議員総会
⑴　評議員は各学年から看護学科は会員20名に対し１名、理学療法学科・社会福祉学　　
科・栄養学科は会員10名に対し１名の評議員を設ける。

⑵　評議員総会では評議員のみ議決権をもつ。発言権は評議員総会の出席者全てが有す　　
る。

⑶　決定事項・承認事項に関しては評議員出席数の過半数をもって可決・承認とする。
⑷　学外実習等、特別な理由により出席できない評議員は学生自治会に委任状を提出す　
る。
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　第五章　サークル代表者委員会
第５条　サークル代表者委員会は、サークル活動に係る種々の問題等について協議及び調　
整しサークル活動が円滑に進むよう支援する。

２　サークル代表者委員会は、各サークルの代表者により構成され、互選により委員長１　
名、副委員長１名、書記１名及び会計１名を選ぶ。

３　委員長は、サークル代表者委員会の運営等に責任を負う。
４　副委員長は委員長を補佐し、必要に応じて委員長の職務を代行する。
５　書記は、サークル代表者委員会の記録業務にあたり、議事録等の作成を行う。
６　会計は、サークル代表者委員会の会計業務にあたる。
７　委員長の任期は、会則第３条第12項に準ずる。
８　サークルの活動費に関しては自治会を通して後援会に申請する。サークル代表者委員　
会は取りまとめた申請書を自治会に提出する。

９　サークル代表者委員会運営に関しては別に「サークル代表者委員会規程」に定める。
10　サークル代表者委員会の運営等に関しては本部会役員及びサークル代表者委員会の委　
員長がその責任を有する。

11　会計監査に関しては、自治会役員のうち２名がその業務を行う。

　第六章　選挙管理委員会
第６条　選挙管理委員会は、会則第３条第６項により役員選挙を実施する。
２　選挙管理委員会の委員として１学年及び２学年の各学科から１名ずつ選出し、委員長　
１名、副委員長１名を置く。

３　委員長は、役員選挙を実施する場合、若干名の選挙事務担当者を会員から選出するこ　
とができる。

４　役員選挙の実施については、別に「自治会役員選挙実施規程」に定める。
５　選挙管理委員会の運営等に関しては本部会役員及び選挙管理委員会の委員長がその責　
任を有する。

　第七章　大学祭実行委員会
第７条　大学祭実行委員会は本部会の承認のもと設立し、学生生活を有意義なものとし、　
学生が相互に協力かつ団結し、地域に根ざした開かれた大学を作り上げ、大学の活性化　
を図ることを目的とし組織する。尚、事業終了後、必要に応じて継続して活動すること　
を妨げない。

２　大学祭実行委員会は委員長１名、副委員長３名、書記２名、会計２名を置く。
３　大学祭実行委員会の運営に関しては、別に「青森県立保健大学祭実行委員会規程」に　
定める。

４　大学祭実行委員会の運営等に関しては本部会役員及び大学祭実行委員会の委員長がそ　
の責任を有する。

５　監査に関しては、自治会役員のうち２名がその業務を行う。
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　第八章　各種実行委員会
第８条　各種実行委員会は、学生活動を有意義なものとするための事業等を遂行すること　
を目的に全会員が参加し随時に設立するものとする。なお、事業の終了後、必要に応じ　
て継続して活動することを妨げない。

２　各種実行委員会を設立する場合は、本部会の承認を得ることを要する。
３　各種実行委員会には委員長を１名置くが、委員長の選出及び任期については本部会が　
その責任において決定する。また、本部会及び各種実行委員会の委員長は必要に応じそ　
の他の役員を指名できる。

４　各種実行委員会の運営等に関しては本部会及び各種実行委員会の委員長がその責任を　
有する。

　第九章　自治会費
第９条　自治会費は学生一人あたり100円の後援会助成金を充てる。寄付金及びその他　
の収入があった場合は収入として経費に加算する。

２　自治会費の会計年度は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とする。
３　会計監査に関しては、各種委員長のうち２名がその業務を行う。

　第十章　会計
第10条　自治会の会計年度は、４月１日から翌年３月31日までの１年間とする。
２　本部会は定時総会において決算報告を行う。
３　サークル代表者委員会は、各サークルから提出された予算書及び決算報告書をもとに　
委員会としての予算書と決算報告書を作成し、本部会に提出する。

４　大学祭実行委員会は、予算書及び決算報告書を本部会に提出する。

　第十章　補足
第10条　この会則の定めるもののほか、必要な事項は別に定める。

附則
　この会則は、2006年８月１日から施行する。
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サークル代表者委員会規程

　第１章　総則
第１条　サークル代表者委員会（以下、委員会）は、サークル内およびサークル問などの　
諸問題の解決や予算の編成などを行い、サークル運営を円滑に行うことができるように　
計らう。

第２条　委員会は、各サークル代表者により構成される。
第３条　委員会の委員長（以下、委員長）１名、副委員長１名、書記１名、会計１名は、　
年度始めに委員会の委員（以下、委員）の中より選出される。これら委員の任期は１年　
とするが、実習等の関係により委員長の任を全うすることができない場合は交代を認め　
る。再任をさまたげない。

　第２章　サークルの認定・活動停止
第４条　新規サークル代表者は、サークルとしての活動を開始するに当たり、教務学生課　
へ必要書類を提出する。これによってそのサークルを認定し、同時に委員会に属するも　
のとする。

第５条　サークルの認定後、新規サークル代表者は委員会にて活動内容を説明し、予算の　
申請を行なう。

第６条　活動を停止するサークルの代表者は、委員長に速やかに活動停止の旨を伝え、そ　
の後のサークル代表者委員会にて活動停止を報告する。

第７条　委員会への無断欠席が３回を満たした場合、その団体はサークルの認定を停止し、
支給された助成金も返還しなければいけないものとする。委員長はその旨を掲示にて連
絡する。

　第３章　委員会の開催
第８条委員会は月１回、定期的に開催する。委員会開催の連絡は、電子メールにて１週　
間前までに連絡する。

第９条　委員は、本委員会への出席が不可能な場合、その旨を委員長に伝える。また、委　
員に代わる者を出席させる。さらに、それも無理な場合は、委員長にその旨を伝える。

第10条　委員が必要であると判断した場合、事前に委員長に申し出て不定期に臨時委員　
会を開催することができる。

　　第４章　サークル助成金
　（予算）
第11条　委員会は、サークル助成金の予算編成を行うことができる。予算編成にて生じ　
た残りは予備費とし、新規サークルの活動費やその他の補助金などに充てる。サークル　
助成金の交付を希望するサークルは、サークル活動助成費交付申請書に必要事項を記入　
し、サークル代表委員長に提出する。
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第12条　予算を申請した各サークルの審査をサークル代表委員会が行い、必要に応じた　
金額を助成し、上限は３万円とする。ただし、必要に応じて特例として予備費より補助　
金を交付する。その際には６月末までに、補助金の使用目的、使用金額を書面にてサー　
クル代表委員会に提出する。

第13条　助成金の交付方法は、学生自治会から各サークル口座への振込みとする。振込　
口座は必ずサークル名義のものとする（個人名義のものは認めない）。
第14条　各サークルに一律交付される３万円の助成金の使用内容については、各サーク　
ル責任のもとで決定する。ただし、特例の補助金については、サークル代表委員会と学　
生自治会の審査を受け（高額なもの、学生自治会では判断できないものに関しては、学　
生委員会の承認も必要）、認められた場合のみ受け取ることができる。

第15条　助成金を受け取ったサークルは、何らかの形で、大学へ貢献することを義務付　
ける。これが守られなかった場合、助成金を返還しなければならない。

第16条　毎月のサークル活動報告書をサークルの活動状況として判断し、予算編成の参　
考とする。活動報告書の未提出及びサークルの活動が停滞している場合は、来年度の助　
成金編成の対象外となる。

第17条　サークル助成金の受け取りを確認後、ただちに委員は誓約書・領収書にサイン　
し、委員会に提出する。誓約書・領収書は委員長が管理する。

　（決算報告）
第18条　各サークル代表者は、所属サークルの活動費の決算報告書を、１月上旬までに　
サークル代表委員会に提出する。その際、決算報告書の根拠となる領収書及びそれに代　
わるものの添付を必須とする。これについての例外は認めない。領収書及びそれに代わ　
るものの添付がない場合は、助成金を返還しなければならない。尚、助成金及び補助金　
について残金が出た場合は、決算報告書を提出する際に、現金にて手渡すものとする。

　予備費の余剰金は、後援会に返還する。
第19条　サークル活動を年度末日に停止する場合、対象となるサークルは、活動停止日　
より７日以内に決算報告書を提出する。活動停止日はサークル代表委員会退会日とする。

　強制退会の場合も同様である。
第20条　決算報告書が未提出であった場合、委員は助成金の対象年度分全額を委員会に　
返還しなければならない。

第21条　決算報告書の会計監査（予算が目的通り使われたどうかなど）は、１月のサー　
クル代表委員会にて行われる。サークル代表委員長は決算報告書をまとめ、学生自治会

　に提出する。さらに、学生自治会は学生委員会に提出する。

　（管理）
第22条　サークル活動費をプールしている預金通帳は会計役員の責任において管理す　
る。紛失した場合には速やかに事務と連携を図り、適切に対応する。

第23条　各サークルの助成金は各サークル代表者の責任において管理する。
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　（助成金の使用）
第24条　助成金はあくまでもサークル活動を支援するものである。よって、飲食物及び　
私的使用は認めない。

　第５章　物品
第25条　大学の備品を使用する場合はサークル側がその管理について責任を持ち、サー　
クルの備品はサークルが管理責任を持つ。

第26条　大学の備品を破損・紛失した場合、サークル側にその責任が明らかにある場合　
には、その備品はサークル側が弁償する。

第27条　委員が物品の管理を怠った場合、委員会にて厳重注意する。
第28条　サークルの活動を停止する場合、サークルが所有する物品は顧問と協議して委　
員会が管理する。

　第６章　要望
第29条　大学側への要望については、委員会から学生自治会長へ要望書を提出する。学　
生自治会長は速やかに大学側へその要望書を提出し、回答が得られ次第、対象となる委　
員へ報告する。

　第７章　本規の改定
第30条　本規程の一部又は全部の改正については青森県立保健大学学生自治会則第３条　
第２項に準ずる。

　附則
この規程は、2006年８月１日を以て施行される。
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学生自治会役員選挙実施規程

　第一章　目的
第１条　選挙管理委員会は自治会役員選挙（以下、「役員選挙」という）が公平、公正、
円滑に実施されるようその職務を誠実に遂行するとともに不正の防止に努めるものとす　
る。

　第二章　組織
第２条　選挙管理委員会には委員長１名、副委員長２名を置く。
２　委員長は役員選挙の実施などについて責任を負う。
３　副委員長は委員長を補佐し、必要に応じて委員長の職務を代行する。
４　委員長は役員選挙を実施する場合、若干名の選挙事務担当者を会員から選出すること　
ができる。

５　委員長及び副委員長の任期は、会則第３条第12項に準ずる。また、規定第２条第４　
項により選出された者の任期は委員長が定める。

６　選挙管理委員は１・２年生から選出する。

　第三章　定数
第３条　役員選挙により選出される役員及び定数は、会則第３条第５項及び第６項の定め
るところによる。

　第四章　候補者
第４条　学生選挙に立候補出来るものは青森県立保健大学の学生とする。
２　選挙管理委員会は本部会役員の任期が終了する日の前30日以内に７日間、立候補者　
の公募について告知しなければならない。

３　立候補する学生は、選挙管理委員会に文書でその旨を届け出るものとする。
４　選挙管理委員会は立候補者について７日間告知しなければならない。
５　候補者が定員に満たない場合、選挙管理委員会は本部会と協議し役員選挙及び本部会　
役員の組織形成が円滑に進むよう努めなければならない。なお、候補者選出の方法は選　
挙管理委員会が検討する。

６　選挙管理委員が立候補する場合には以下の手順が必要である。
　①　選挙管理委員を辞めなければならない。
　②　自分の代わりとなる選挙管理委員をあげなければならない。
　③　②の際その旨を掲示板に掲示しなければならない。

　第五章　投票
第５条　選挙は投票により行い一人一票とする。
２　選挙権を有するものは本学の学生とする。
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３　選挙管理委員会は投票日から少なくとも５日前に投票会場及び投票方法について告知　
しなければならない。

４　選挙管理委員会は、投票会場で受け付ける際に「選挙人名簿」により投票人の学籍番　
号、学科、学年及び氏名を学生証で確認した上で投票用紙を交付する。

　第六章　開票
第６条　開票は投票終了日又はその翌日に行う。

　第七章　当選者の決定
第７条　当選者の決定を行う場合、有効投票数のうち最も多くの票を得た候補者が当選す　
るものとする。なお、信任投票は全投票数の三分の二以⊥ .を得た場合当選とする。なお、　
有効投票となるものは投票用紙に決められた方法で印を付けたものに限り、印が無いも　
の、規定の数以上の印があるもの、またそれに準ずる様なものである場合無効とする。

２　規定第７条第１項において同数の票を得た候補者が複数の場合は、再度決選投票を行　
う。それでも当選者が決まらない場合は、立候補者の協議により当選者を決定する。

　第八章　当選者の告知
第８条　選挙管理委員会は開票日の翌日から７日間、選挙結果及び当選者を告知する。

　第九章　その他
第９条　立候補者の選挙運動については、学生生活に支障がないように公平、公正にして　
品行と節度のあるものでなければならない。

２　立候補者が前項の規定に著しく反した場合、選挙管理委員会は立候補者を取り消すこ　
とを妨げないものとする。

３　当該役員選挙実施規定に係わらず、役員選挙を実施する上でその他必要な事項等が判　
明した場合は選挙管理委員会で協議し、速やかに会員に告知するものとする。

　附則
この規程は、2006年８月１日を以て施行される。
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青森県立保健大学祭実行委員会規程

　第一章　総則
第１条　本会は、青森県立保健大学大学祭実行委員会（以下、大学祭実行委員会）と称する。
２　大学祭実行委員会は、青森県立保健大学学生自治会の会員である学生が学生生活を有　
意義なものとし、学生が相互に協力かつ団結し、地域に根ざした開かれた大学祭を作り　
上げ、大学の活性化を図ることを目的とし組織する。

　第二章　組織
第２条　青森県立保健大学の全学年の学生で構成する。但し、実行委員の構成員として１　
学年から３学年までの各学科は会員20名に対し１名を選出する。尚、本学学生であれ　
ば、本人の意志により任意で実行委員となれる。

２　大学祭実行委員会は、委員の中から委員長１名、副委員長３名、書記２名、会計２名　
を役員として選出する。

３　実行委員長は大学祭実行委員会を代表し、大学祭実行委員会の会務を総括する。大学　
祭の運営等に関して責任を負う。

４　副委員長は実行委員長を補佐し、必要に応じてその職務を代行する。
５　書記は実行委員会の記録業務にあたり、議事録等の作成を行う。
６　会計は、実行委員会の会計業務にあたり、決算報告及び会計報告を行う。
７　実行委員長及び各役員の任期は青森県立保健大学自治会則第３条12項に準ずる。ま　
た、規程第２条第１項により選出された委員の任期は委員長が定めるものとする。

　第三章　会計
第３条　大学祭実行委員会の経費は、後援会助成費、援助金、その他収入をもって充てる。
２　大学祭実行委員会の経費の出納保管は大学祭実行委員会の会計が行う。
３　予算は、実行委員会会議で原案を作成し学生自治会の承認を得なければならない。
４　繰越金については10周年単位での記念行事を行う際の積立金とする。
５　大学祭実行委員会の決算報告書は、会計監査人の審査を受ける。その後、本部会に提　
出し承認を得る。

６　自治会役員２名が会計監査人としてその業務を担う。

　第四章　改訂
第４条　本規程の一部又は全部の改正については青森県立保健大学学生自治会則第３条第　
２項に準ずる。

　附則
この規程は、2006年８月１日を以て施行される。
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XIII　大学の位置と交通案内

１　大学の位置

２　交通案内
　青森市まで
●ＪＲ／東京駅～新青森駅まで約３時間半（東北新幹線「はやぶさ」「はやて」）
　　　　函館駅～新青森駅まで約１時間半（北海道新幹線「はやぶさ」「はやて」）
●飛行機／札幌便（45分）、東京便（75分）、名古屋便（80分）、大阪便（90分）

大学まで
●青森駅から約７㎞、新青森駅から約11㎞
●鉄道
新青森駅から青森駅を経由し（奥羽本線）、青い森鉄道八戸方面行きで東青森駅ま　
たは小柳駅で下車。
いずれも大学まで徒歩約10分（約１㎞）。
●バス（青森市営バス）
　新青森駅南口から東部営業所方面行きで青森駅前バス停で下車（約15分）。
青森駅前バス停から戸山団地・沢山線（明の星高校経由に限る）で県立保健大学前バ
ス停まで（約20分）。

●車／タクシー
　青森駅から約20分、新青森駅から約25分
　青森自動車道（青森中央 I.C.）から約15分
　青森空港から約30分

あおもり交通情報（経路検索・時刻表等）
　（パソコン用）http://www.aomori.cc/traffic/pc/
　（携帯電話用）http://www.aomori.cc/traffic/kt/
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〈お知らせ〉

　この学生便覧は学生の皆さんがより早く学習環境に適応し、スムーズな修学と充実した
学生生活を送ることが出来るように、携帯することを考えて構成しております。
　この他に学生生活を送る上での基本的な事項等については、大学ホームページ等に掲載
しておりますので参考にしてください。

【青森県立保健大学マスコットキャラクター】

モーリーとリンリン

商標登録第5458809号

青森県立保健大学
〒030-8505　青森市大字浜館字間瀬58-1
電話　017－765－2000（代表）
ＨＰ　http://www.auhw.ac.Jp/






